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地域における研究活動の一例 - ｢まえかき｣にかえて-

ま王位湖博物館は､｢湖と人問｣を1也に地域に舶ざした縛物鮒として､努力を続けてきましたQ地域に触ざすと

いう77;いかたの中にはさまざまrj:ものが35えられますが､その一つには､博物鉛が中心となりながら､いろいろll

研究組轍を地域の中で作り上げ､それによって研兜を進めていくことがあります｡fg位湖博物鮒の研究調流報告の

中にも､そのようfi成娘をまとめたものがいくつかあることは､件さんもご存知のことでしょう｡

ここにおElにかける rアジ7兆侶文化の探求-アジ7からEl木列砧とfEt!湖を見る-Jは､このようなものの一

つであり､また､その中でもかなりに祉El性のあるものです.すfiわち､以前に!盛flLL.1-の文化財保謹とくにrT政党

抑 こ榊[わってきた人々が､数年前からアジ7全体にElを向け､Fl発仰 こ､王として休Elをfり川して､E;l己日金すfi:

わち私nで､現在の所属や枠組みを超えて､対AB研究活動を行ってきtj.七難を､苅 1期終了の現段階で先ずは総括

したものです｡

この組織の名まえは ｢7ノ7=考Ii.学研JJLJ..機梢｣です｡しかし､この報告.i.tの ｢日次｣を見るだけでも判るように､

城･郎 ･苛･左盲Ii-どのia跡､名指 ･1器 ･陶磁鰯などのjil物をLIJ.t対毅にしながらも､その他の人びとの生T(tdと(3

州を掘り下げ､とくに糊と川の文化史的LJT7我を論L.､それら退座の現代における機能に当たり､そして博物館のあ

りかたにまで触れた､陸めて広い範RFlにわたるものです｡

いくつかの地域での一つ一つの研究活動については､すでに数皮にわf=って公式されてきているので､私も斜め

ながらそれを読んでいました｡しかしこの胡岱ntでは､民ItrAr!tはもちろんのこと､近現代iLL的な軌崇もJmわり､

El本列島とf王位湖の旺史的な評価にも､一石を投じているようにEi]います.

Flilくところによれば､この報告1!Fの立案段階でもかfi-りの議論を行ったうえ､怨かれたそれぞれのlJR鰍 ま､全員

でj3-謎を行なって､いろいろと変文もしたのだそうです｡そうしたやりとりが兄印に反映されているかどうか､そ

れは本,iFをご覧下さった皆さんのご判新にLJlせたいとFと(.いますo

I勺零についても研究調炎の進めかたについても､さまざまfELご批判.ごC.iLをお布せ下さいOこの粗雑の皆さん

がたは､それを粗目こしながらqLEfに厳しく指摘しあい､次の苅2相】の活動の準僻をiiEめて下さると馴寺しておりま

す｡そして顎2軌には､各研究Eの所偶吸FXlの公式の行郡としても､これが進んでいくことを私は希望しています｡

｢ァジ7月古学研究使偶｣の皆さんのこれまでの御折力に散在を払うとともに､この研究をさまざまなかたちで

支えて下さった借さまに､また､とりわけ研究調丑の現地の方々に､深く感謝のE.を鼓します｡

2004咋2月20E】

滋TrLE.も立卓と二匹湖博物h'f

郎長 川那部 浩 故
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アジアから日本列島と琵琶湖を見る
-アジア考古学研究機構の調査研究活動一

用巴 政情 ◆

CeneralRevleWOfArchaeo】oglCalAspectsoftheLakeBIWa

Reg10nandtheJapaneseArch]pelagoasVlewcdfromAsla

-ResearchAct】V山eSOHheAslaArchaeologlCalResearchlnst】tute-

YODAMasaharu◆

1 はじめに

過去5畔riil､払たちは特に7 ノア地域において､考

古学研究にLl~かせるであろう調孜活動を行ってきたつ

もりである.これらの所動班Jllは企て私TEであり､ま

た休Elを利用して行ってきた｡これは､払たちの小さ

な誇りであるC

かつて私たちは､叔荷重口金で文化財保護という名

の行政允編iを行う同じ米鰍 こ挑わっていた｡そのころの

私の胡丑研究上の関心印は､El本列砧の考古¥にあり､

悩みは実li,3E舶閑孜での様々Id行政上のrt"越であったO
そして､当IUJ､IXlわっていた考古学という人影l史の世

非から､Il'.lrlの竣小化した推.lfにiGわれるようにfiり､

JH;学という学FZl】にF朋避感を感L:るようになっていた｡

そうしたtLl､f王位湖博物Ql5の.引画が只体化し､世非

帆(.L祝負に止った展示やその他の活動も求められるよ

うになったことを一つのきっかけとして､払たちの調

tfが始まった｡そして､ひとたび7 ノアの3m文化に触

れると､人frHとl巣】わる点綴万象をEltLlの研究刈取とす

るだけにRl味は尽きなくなった.

今IgL これまでの活動を総括し､それを踏まえたと

でW,二相Jの活動に入るため､この報告群をまとめるこ

とになった｡

ノ仁1Fでは､払たちが7ノアでどのような批崇で仙川

きし､JSえてきたかを紹介し､そこからEl本列砧の歴

史的fA周作tLl邦と普遍ILl非をFIJlらかにするという方紘
論11日允の一部にしてみたい｡

2 掬盃の対象

払たちは､7プアにおける皿跡と縛物鮒をキーワー

ドに湘兼を行ってきf=｡これが才芸木である｡しかし､

その毛賀胸の中で､々 古学h')なPJJ脈のために必安な民俗

および近現代史的な 弘 一えもIRt祝できfj:くliり､各地の

民族の誇りのようIiものも肌で感じるようにIdつた｡

今Elの半間体系 のEPでは､考古学､民俗学､博物か't

'半および近現代火として難PJBできるかもしれないが､

わかりやすく言うならば､アジアのi比跡､生非と信仰､

博物qi-し そして極めて朝代的な外国 ･地域7】HF'は 分け

られる｡

H) 考古)¥とfrli物針!7f叶I't

見て少くだけでiB絹の全休綾がわかる城､桃､寺､

尖が=Eな対象iB跡となり､i:1器､｣二器､陶磁器などが

脳物として､列E3とアジ7の共iBWlにrj:っていった｡

写美l TL7ifiJ腰対大王砕 (rlr国)i;壬滋究il;と立錐琶湖博物館 Laket3lWtlMuseum



写x2 巾肘地に妓る;:.Sf'J鵬の郎II叫Jl城のiBf

肺(小河)もう一つは､iB排の性i31と傑作およびその公

EiV1-池である｡これらは仙北と深く書ll,ぴついているfii缶が多

いが､これもBl地のそれぞれの地域の仙他であり､

d三瀬の城でもある.盛では､韮按､純や石宅な

ど施設 ･設備､盛りとや副葬 品のlT無やその内省も姉妹を引いた.城で

は､その小心的なiB造物や礎石lJL-どのj丘fN､殺,上当主や石



写暮7 川で使われている凹y手鍋 (ベトナム)写it8

至純!湖J.『辺でよくi-1るゴイ (ホ約)IJl水面である河

川､IJJや湖でのill遜､特に木造のHn船やエリ･ヤナ11-ど

の111即ナ戎†lrlLVqつ手網や茶などにも在位糊〆L

l光とのr娘】係で比較が可能であった｡特に､壬王位糊の風物詩ともrd-っているエリに鞘似するものを

ilつけたulfの感激はひとしおであった｡村やnlの市

場では､R削('1としての米､女､雑倣､野R､ni実それ

にlltの俳矧こl≡lが行き､逆に肉類には全く眺味がわかなかった

｡rFj城を一昨iLJ.ると､)r戸､カワト､水巾､屯i-)･

Iiやrt岩尾Il互Iiど拐水棲などの水回りのみIiらず､カマドや言J

J床のn LLl.'なども対敏とIti'った.また､I

llFには蛾TLや縦杏の判n邸糊も見学した｡こLiなどの宗

教勺活は､JIとしてそのrlmJの対象や穀徴が何かとコうこ

とがTr･%'であった｡IrGや蛇､それにポ惟な どから列比の純文人のfl'榊生活を探るため

の手かかりを求めていたように.Jil.うC払たちは､いくつかの地域で今El

的な問雌にnlfrlけることが度々あった｡ベトナムでは

先の職′lJの鮎背､特にチャ/,<ja跡での米叩による機

紫で､いくつかの能生やI.tl辺地域が破増されたBl糊を1ユたり､カンポジ7においてもボルボト政縦に よる抑圧の博物和才や処刑後の坤銀

地も渉いたO中Zilpi4f北部での酪iおな反El倍mLを煽る博物



また､小国の歴史的な周辺地域への影や力､宗教の

持つ民衆を動かす力､そして生活･生遜レベルでの人
Biの典遡項の多きなどを知ることができた｡博物鰍 こ

おける技術的Ii榊qLIはとbかく､現代社会においてそ

れが火たす既frEと新い ､配点･発足日ま､今後のEl本で

の活動の参々になるかもしれない.
こうしたlP､私たちも哨別の課確を明確にし､さら

に今後は地域をいくつかに限定して､疎く掘り下げら

れるような活動が求められているかもしれない｡

壬と博研tL 2004 No22



第1部

生活文化と国家の基層を探る

Part1

TowardsanUnderstandingof

theBasisofLifeCulture

andtheProcessofStateFormation
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東南アジアの生活文化と宗教世界

植田 文雄●

Lire.Culture.andRellglOnlnSoutheastAsla

UEDAFuml0◆

1 ベ トナムの生活文化

()) 稲作とコメJXll二食品

インド/ナtlinの曲射こ位孤するベトナムは､繭 ノ

ナ海に糾ってF剛ヒに良い同上をもつ｡そのせいで北部

とIII取 柄部で乞t帳の迎いがみられる｡北部では按や

か11-円李があるが､胸部では雨季と乾季にわかれる亜

A･:ほilt快である｡また中部は両E-の中FHlEr'J特徴を示し､
私･:iiモノスー/災供のため㍍il多雨である｡そのため

じたる出没は､咋3円収陳の稲の三AIH乍である｡-ノ

イからホ-ナミ/へ個 Fする河辺 1号;棚 の片側では､

10人ほどの北l羽が爪金色のl]lんばに一列に並んで手作

男の刈り収りそしており､その佼対OllJでは凹怯え前の

代掻きをする｡そんな光1.とが随所で托られたOこの肥
沃な じ地は二つの人7..Jの沖fL-tnmで､北部では中国に

はする.:.･JI山地:;;からホンJILが､嫡部では ｢九拙｣と溢
れIlう柚にたとえられたメコ/川が､それぞれ繭ノナ

掛 こ流れ､拡大/i河にけ ルタを形成した脂物である｡

粗描庁統計f.lrl先行の rl_u非の統計J■■によると､
1995iI三BllrIのベトナムの排他rEif刑ま675777千へクタ-

ルである｡Ij51上の約21%にあたり,EI本のBL合337月

8千ヘクタールで､伺 t:の約9,6に過ぎない｡農家人
Ljの総人口に刈する-.gJ介は､EIJFの53%に対 し､ベ

トナムでは689%を占めている｡米の生産芯は1996坪

で2630万 トンにのぼり､EI本の2倍以上もあって世

舛耶51立を.持っている｡またこの回では､生産された

米の半分近くを垢ILiL (Ltf非耶3比)､臼!71な外riを
稼ぎtlJ.している｡

しかしElにした凸作男風脚 ま人力･古刀主体で､貞

夫が水/Fの尻を叩いてカラス+で畝をたてる姿に穀故

写Xl 牛桝 (7エ郊外)的であった｡カラス牛は､日本では悼物鮒でしか剛こすることのできId-くなったは只で､現在性われること

はI

iい｡また､収機後の稲モミはゴザにひろげて乾嫌させ､脱徴後の1割jrJにF,lr託



写x2 rfiJiaの米粉屁 (フエ

)屯Iみ合わさり､下臼には液状化した白い米粉を落

とす片口がついている｡さて,米粉の加工品はrfl軽

に分けて二とおりある｡まず一つはビーフ:′のように

唐にすることである｡ベトナムの人々



写暮4 J#とタヒオか畑 (7エ産13)l軌こは

l̀l轍の人が､内Plにはタピオカと ｢チ十一｣と呼ばれる

お茶の水がkLえられていた｡チャーの感はEIJFの茶の=

J汗もある大きさで､A;壬生組のおもむきが蔽い｡タヒオカ (キ

十ツサバ)は地下茎作物で､サツマイモに似たIlである｡

写X5 Lj十ツタ･7/L,-y(フエ近郊)亜軌:指

雨林では､さまざまIiLフル-γをふんだんに牧みEIけ ｡はじめにuを･;lいたのは､この周で rミッ｣

と呼ltれ､英.'Elでジャック･フルーyと弥す､40-50

cmもある大きrj火'Atである｡茶IjJ木のような

大嶺のBEt岱脱でプ引ま.LCい僻に瓜接Iiりだし

､I等紬のラグビーポ-ルかぶらFがるさまは光は

である｡これが､払子行でも地方でも'4三善

地のそこかしこに生えているのである｡｢ミッ｣は雅一1-では ｢披it

恵｣と滋記される｡｢摩詞般石披親密･.｣と姫L=心軽でうた

われる薮濯蜜である｡広辞苑をひくとr古!蟹の墳地を究
める菩薩行｣とある｡仏没 ｢阿弥陀捉Jに延々うたわれる来世の腿は とてつもなくRしく､一昨中おいしい火物が食べられ

る空欄1='と説かれるが､仏典を正めた古代rlJEqの(灼たち

が境かtl染E損をベトナムに見立て1=とすれば､約号Iiのいく:F,である｡ ミー/のni肉は

､T等yt色で抜維打のガサ〝サした噛み上inであるが,tlみ

と蘇りの故いものであった｡圧壬光に成上汗する理山と

して本来救荒作物であったともいわれ,uノ仁の柿のようf

iものである｡写暮6 兆拘hi(yナン)

さてrl了糊を萌上くと､IfやかliJJii也で彩ら

れr=児物の山/tにjq遇



と､クリ林の管Plr瓜特を例とする ｢半栽培段階｣とい

うことである｡そして､火桶7リアのバナナ･ヤムイ
モ･タローイモ･サトウキビのLl純では成される戯培

形借を ｢牡t叔母排文化｣とよぴ､採光往訪から飛縄さ

せた ｢出刃大系｣に位疋づけている｡
EこIJ6では,l'Jl顔I,A.も三内丸lLJiB跡でイヌビエ/i'ど半農

培段桁の地物i母体が散々見つかり､クリの白状科学分

析で実体の管理成特が指faIされて以来､研究者の一斗
で縄文凸排Eiが関越しているようである｡しかし､生

産物だけでなくg三鹿Jil･述1-i.･生産体制など3古灸作が
多1tJ的に練証されlA-い限り､半戚培段階の様相を稲作
と同列に扱うことはr:!J細である｡ただ ｢野生放物の詔

IE利用｣と r､l三成培段階｣は滋態一休の関係にあって､

列山の托文時代でも､石Jmの='増する早期練歩 (暮己元

前5000咋ごろ)以後は､t暮三成培段階にあったとみてよ
いだろう｡

ATFfiアジアの魚,:詩雨林の森が､我々の予鮫をはるか

に超えるFSいLl三在力をITしていることは問題いない｡

多様で実生かfJ森の生産は､食料様相に関する限り必紫

以上の技術党臓を促さfJかったのであろう｡

(37 内水fLtJ一触潜と発俳LhT.A,

散村3詩仙のJllE劃地朋?では､fj箱的に河川での.tlL収り

がおこfiわれていた｡F'Hd･ミ,･バナナの堤赦林に

写Jt8 尽rjtと四y下村 (ダナ/近郊)BElまれたダナン近郊のある安では､熊はLl=JILL;圭に降

り口があ･'て､川li!には竿を良くのはした四ノ手
羽がしっらえてあった｡竹竿の良さは約8m､粥は外 して

あったが一辺6m以 Llまありそうだ｡川幅は20m余で､探さは2mは

あるだろう｡竹竿は甚笹が頑蛍に作られており､恒常的利

用がBl.定できる｡以前の圭と琶湖周辺がそう

であったように､El々 のおかず耽りは往Ei;-付近の河川でおこIiう半点半漁の生活形態である｡ また中部の

r-(水湖では､敷網がIl:tFtけられてあるのをR

塀した｡術は 5̂-の竹AFに張られ引き上げられた状態だっ

たが､水圧更に下ろした軌 こ帆の ｢乗り｣を見.けらって､タイ

ミングよく引き｣こげる如法をとると泡l放された｡F

勺JkLl両域のいわゆる持ち網漁d:-}は､fB世糊でもVtlyl'-概としてよく行われたものである｡

写X9 汽水輔の助的 (yナ/)この期には､

L亡i往2mはどのエビ的りFfl椀舟が浮かんでいた｡

竹で好んだMiにコールタールを塗り込めたもので､漆塗りri

らは巨人fi監胎漆器の何である｡また湖川では人Jilの1

1壬生が水槻げされ､白い小山をいくつもつくっている｡11は大き

なアサIJに似た2枚flで､蛾でん負目｣二の材料になるとい

う.ベトナムの人たちは指先が耕川で､fITT')なJ二芸!

.r'.をたくさん生産するがこれはL川可の彬称と.lilわれた｡

rl了糊でJ=られていた爪は､外洋((Lではマグロ･カン

オ･サワラIAどで､人世的は部位別に切り,'Eりされていた｡近粘(

(LでLtulb多いのはトビウオとこ3ク.マムの材料と(

1-るイワノ加で､淡水Lllではコイ･ナマズがLL:桝的にUにつく｡野点やht物とは災な

り､fllを.'Eる倍は郁別または部はごとにlfiF

llm二されているようである｡軒並 ･火物には､討

己通過鰍こri:Ⅰ足のようIl.ものがあって多俳知のWT.1.をiEiけるが､肝虻



図1 嬢71Ilの/j)布l封(臼6石毛文献より)



写大日 プノンペン､セ/トラルマーケy

トあいだに増築された屋外テントの企材店と衣料Ll.7.T.

liのみが､uい物省で賑わっていた｡,I(Lや野菜は別のノ'aれ

嫉りがi)Ezペられているだけで､物が動くのは削だろうと巧え､翌掛目

こ門{TI)することにした｡刷6帖の巾桜はごった返してい

た｡椛々な野菜､山的みの媒物 ･f(い 肉､そして人の跳

水である｡ここでもベトナムと同様､市(.t(ティ-)

がよく企される｡ふた抱えもある竹瓶にLIJ砿りのチィ

ーが､自転盲77や客JIT/クロで次々に持ち込まれ､そし

てn'われていくOチィーはドクyミや/卓菊

に似たものが多用放あるようだ｡他にはn'L､トマト･イ

モ放 ･冬瓜のようなウリがElにつき､タケノコも..

Eられていた｡写夫12 タケ/コ､ チィー

L3LLf紀兼､元軸のfI帖1政芯の一環としてここをyJ

れI:J!djBuは､この岡の生活'E別'irを記す

ri'i轍風土記Jの ｢銘菓｣のIZlに ｢llf某に､J&

A･芥子菜 ."_･茄子 ･西瓜 ･冬JA･王L
n･mL_菜などがある｡(中略)名を知らfiい野菜

も非 糾̀ こ多く､水中の野菜も多種ある｡｣と記しL"､9

!F菜願の多さに解いた梯子がうかがえる.i(i未完り域の

-1Aには企壬があって､様々なおかずやスープ ･粥がLU;ペられ､⊃メ加二し烈品のビーフンや



写実15 パイヨ/寺院の捌鞠彫刻モは/十ム (

タイ)の転靴で､強雨アジア独特の美味Ii親であるb

災物l吉では執r;指特17のマンゴ-､バ,<イ7､ ド

リア/､ドラj'ンフルーノなど､目も滋めるJJ;i色の

品/Iが溢れている｡ここでもバナナ矧ILJ店があ

るのは､ベトナムと同じである｡イ/ド/ナ半砧は触搬出耕文化
の発生地であり､その｣ヒ軌 こ接するIlL'i

柴樹林桁に鮎背を与え､焼畑による雑穀叔増とイモylな

どの舶菜栽培を併せもつu(1非樹林文化校合を生成した｡
側放出排文化の主たる作物はヤムイモ朝､タロイモm､サ トウ

キビ(サゴ梯子)､そしてバナナ蛾であるOこれらの髄物の中で7ク抜

きなしで会せるのはバナナだけで､企軸としてqlXr皮が高いものである｡ヤムイモ
は､El水のヤマ/イモやナガイモの仲rH､タロイモは

サ トイモ (タイモ)の伸rrilで､サゴ梯子利rFjはサ ト

ウキビ利用の進化形とされる｡亡rJJ毒性肋が､戯培植物の尻

享桝にバナナを絵皿づけたのも納糾のいくところであ る｡

A7滴アジアでは､バナナは雑物というよりも剛食材である. られている｡山r:77部では焼

灼に

よる陸稲で､′コ/チルタの

雅蔽可能地域では､当初から水稲利flは†おこなわれ

ていたと世冠されてきたが､後で触れるようにIrF今

のl⊃NA鑑定などで稲の俳別は非77.に多様であること

が明らかになってきた.従来のインディカ ･ジ十ポニカの分ylに､軌では系･u･:指系が加わるなど､起船と

伝播経路についてはますます松雄な様相にある｡ところでこの

Ljgの現代史には､忘れることのできないポル･ポト政僻の時代がある｡IrJ部コ/･ボ

ントム州の往出の､9人兄姉の8市Elに生三まれ1=ポル･ポトは､J!WIとするJl,産



図2 浮柘オリザ.ベレニス (tH r日石文献より)

カンボジアではベトナムのように三期作ではliく､

現作は叩1回しか作付けしない｡低い地勢と膨大な南瓜は逆に水･

TTIPllをE姻鰍こし､前納後半から乾季にかけての11f

))の作付けか淀1TH′たのだろう｡森や糊の他の生推物が

i:Trn=あったことも一因であるOかつてE司際支控横

側が二WJ作 を媒人しようとしたが､｢そんTAに無elIをLfiくてt)他の血べ物がいっぱいある｣と､人

々に受け入れられfiかったことが象徴的である｡しか

し､ril*風上記｣に ｢この国は常に中国の五 ･人r】のようT

l支t侯で芯や<7を見ないため､普戚一年l;iJに三､四rE

,Iの収件がある｡(lP略) また一経の自然Hlがあって､輔71を描かrjくてb常に緒が生え､水の高

さが一丈 (3m)にもなると幅の茎もこれにともなって古くfLる｡｣と､梓幅の存在とともに

三斯作ないし四朔作されることを特記している'｡

ではこの周の歴史上､稲作農桝はどのように進展してきたのだろうか｡紀元前2000年ごろに照東樹休文化

挫合の影書下に､他の推懲類とともに伝えられた陸稲那

.底地では湿地型の稲作になったという-｡しかし､米

作にこの世iiを証明する物Fや料はほとんど得ることができない｡たとえば､El本で稲作B餅を生産基盤 とする弥L

i三兆蒲の特徴､水r11iB隅 ･本別虎穴と､それ

を加上する旧制石器 ･金屑器などは存在したのかどうかoまた､雄l調の祉公的な糾耗宅化 ･-jJ

i的化を示す母娘nL蕗は､柵放されているのか｡よ

うやく糾f=Tlがかりは､プ/ンペン国立博物鮒の展示

にあった｡カノポジ7ではlLr邦文化適正アンコール退

跡即の保護に力が入れられ､El本のように一般的な

拙稿i8跡の発掘調光は､ほとんど行われないのか現状である｡よって､博物的展示の二E休も､7/



j史跡即の右近品におかれている｡それら荘厳な石造品

が陳列された回廊式展示の以後に､わずかばかりの考

7㌧部門があった｡自然光だけの繕哨いケースには､fl

描 .L揃などが並べられ､脇にクレンク･7-スワ-

ク (i&排)と記された-恥落iy跡らしい展示があった｡

フラ/ス人研)̂1..省によって湘正されたクレyクiEH妹

の#郎党J<ネルには､1d径L60mf'Xの局滋拙苗の快式図

がtHlかれていた｡将校の外側には土115!がめぐり､内剛

に滋が脈られた拙論であるbLH跡のtuEtは明紀されて

いないが怖物鮒学芸nの鋭明では､ラオス吊りの山臨

也:ほにあってB.F糊は阜己元前300年ごろから紀元前後ま

で､つまり日本の弥生時代荊JtIJ～lFl柑Jtいうことに7'i

る｡英文解孟削こは､｢このようfiFq形のiZi跡は､力/

ポリアやベトナムのLEl排処務として定型化したもので

ある｡｣とあり､類似池跡はインドノナ半砧の広い範

凶に分布するという｡

ここでtT=忠を引いたのは､展示された完形｣二器の-
L!iが､形態 ･色湘 ･法砧とも日本で妃tilれた弥生時代

後期のFL,S杯に頒似していたことである｡日本列島では

[:古林は乱文時代に存在しない器棚で､ト骨や了!Jt約諾1Jの

写X19 山土jB物拡散とともに弥生時代Fi柑)のei併災諮拡大糊に､忽然



包 TはiAあたらIlかったが､狩猟只たる石鎌 ･石的Is

ども認められなかった｡右包Tの代替として､イ/ド

/ナ半由では金成器や Ŵ器が巴及していた可憶性が芯

い｡ベトナム北帯では､事己元利500咋ごろの ドンソン

文化nJに比)Irrl'粥道が耶作されており､さらに半砧全

体を見渡すとタイの,i/チ.I/文化が同じころ､金属

器を造っていたことが匁1らttている●.

イン ドシナ半砧は災簸 ･他界が松雄で､付け椴の山

臨錐では附.ieiBf林!iEを交5,7させるため､南下した/'十

ボニカ縄の受け入れもnJ能であるd｡また､良江の稲

榛にはインディカも混交していることから､逆にイ/

ドシナ半砧からの北上も息l定でき､怖報の繋吉腔は謁

かったとみてよい｡環薄地講や鞘題の存在､石器のfJ

成､さらに野生の多様な信輔が生ffする環境からみて

も､わが周よりはるかにrp-い段階で揺作を開始してい

たことが理解できる｡またベトナムでは､C一一年代aI

定で紀元III;J2000-1500iFごろとされる先 ド/ソ/文化､

7ングェン段噺の ド/yウjb跡で､炭化米が見つかっ

ている心｡

さて､カ/ポジ丁では1但‡己に触るクメール族の扶

Ffll且､6LLl紀の月NLl司をへて､7/コール朗には稲作
が車力fS控折鵜態にfAつたP｡10Luた代には柴,<ライ

(8×2km)･J西パライ (7×18km)の二大神政川

水池がj2L成され､これによって米/暮三醸iitは増大し､紀

元8021I-から】L132印までの､tLr非史 ヒまれにみる良糊

FiをJのJ三JjjlH-flt:を築いたのである｡ア/コ-ル郎城のja
,LL一には､硝窄と乾季の水利閑暇のため一節はじめに郎

水池と排水施設をrlWIJL､L3LLr紀LITr半には耳芝西35km､

嫡｣ヒ22kmにおよぷ 一̂水利網が尤成 していたことも稲

作に力J'iがおかれたぶれであろうn-C

では､稲n 以 FITlの食掛 ま何によっていたのだろうか｡

lIJ純度の日本列よもでは､稲が伝わる前に竪父方iや触毒

蛾のアク抜きをし.駄般LILデンプンを食性化してい

た｡r石Jじころインドノナ､印もでも､El本別砧の縄文時
代(,tnlJAlト IilAIJ併行のホ7t'/文化､早期後半～後期

yJil所併行の,<クソ/文化で､椛瞳的Ii野生は物の利用

があったとされる｡また以前はインドシナ半島の土器

LLi朝がJ<クソン文化糊とされていたが､この10年来の

見解では､ホ7ビン文化期までさかのぼるとみられて

いる｡ホ7 ビン文化は洞甜B;一任で特にflを採取し､打

魁石器を多用したが､石Ln･磨石も使用していたとい

われ､稲作を行った舶地はrltいが野生経でのちに叔培

されるオリザ筒もみつかっているl｡

また､J<クソノ文化は局笥i解剖石斧や磨石 ･石mfi

どで捕成されており､バナナ･ヤムイモ加などの植物

利TFL r3=湘･.((LLl採収など日本の縄文文化と大Bない｡

同文化好日麦Iiには､似放出排文化が確立し､水さらし
や花沸による7ク抜きが必要なタロイモ滋培が捌始さ

れていたとみられている一｡タ｡イモ利F71と土器山Bl

が関連する様態は､EI本列島での縄文土器出現契織が

何にあったかをJfえるヒントになるだろう｡7クの健

い糾茎領からアンナノだけを摂取するには､摺り下ろ

す出石･石皿などの坪石器と沈殿槽である土器､また

は7ク抜きのための点iA土器が不可欠なのである｡

写暮20 ヤムイモ用



717せず､出稼ぎのベトナム人やナナム人が鰍 こあたり､

缶付のクメール人のコJと物々交換されるという｡.ttt

の多くはコイ料に威し､yイという大がかりなウケを

述括したJia正で捕草される｡また､水田と7k路との拓

旺盛がほとんどないため､水口にウケが設置されてい

るのが随所で見られ､ひとLfur･刑の建位湖周辺と同じく､
水Eu艶文がEl常的におこfJわれていた｡

3 食文化と宗教世界

日) ヒンズー教とベ トナムのリノ〝

イントから束南アジアにかけてのRl々 は､言語や宗
教を迎えた多櫛の民族によって成り立っており､昨今

汀円にふれる紛争の多くもその校雌さに起凶している

ようである｡ヒンズー教はBllfインドで主流をなして

いるが､に元2･3LLr妃以後娼南アノアに広まった｡

この宗教はインド教とも呼ばれるように､紀元前千咋

切にインドでバラモン教の中から派生した｡ 7 ミニズ

ム､祖先･:喜作､偶像･;;喜作など多様な安楽を含み､多神

i的で多くの宗派に分かれ､民riilの呪物･Ti拝や仏教と

も融合したものである｡インドでは､カースト制度な

ど閉jn的llt階級杜会の中で-椴民衆に広くLc,?伸され､

良い歴火を経て各地のJ:捌言仙と結びつき､松雄で多

様な教超を持つようになったようである｡救舟蛸-1方･

Fl顔の力を苅一哉とみldL､Jf物nlJ遁 神プラ77-香

Ltilr:;神とするが､ピソユヌ､ yパをあわせた三神がLIEJ

血中11としてニ;くfF-される｡
ビ/エヌはnLJj盗神であるとともにノj物を救済する保

迎朴であり､ 剛 ､t.ガルーyに乗った題匠が多い｡/メ

は破蟻柳でもあり､カ/ポ/'7の7/コール朗で丘とも

弼くIL7伸された｡戦いの神の放散であり､その法力の

滋別に右往リ/ガをだることが多い｡アンコールiB跡

EfではJf厳fj押椴の中火把笠に､ /パの化身として')
/ガをだっI=痕跡が見られた｡

ヒンズー教は､キ')スト教やイスラム教のように一

神教でなく､自然;:3作を旨とした多はな神々を崇拝し､

成子BがtELくない点においても原始宗丑に近い形煙で

ある｡rPLLr以後はン,<神などの供故･;崇1如 く盛んに行わ

れたようであるが､本来は自然界に存在する万物に神

やfll芯を兄いだしたようで､El本の神道に近い趣があ
る｡Fl本で､神社の巨樹 ･巨石にしめ縄が巻かれるよ

うに､yi似の行為は術指の巨木への良物供献として裂

される｡またElでVのなかでは城tllも兼軟に適応させ､

Elらがと/ズー教徒である朝地ガイドは､｢(神の使い
である)牛を食べることbある｣という｡またヒンズー

数は､北南7 ijァにa:が･'て放多くの神殿を捜し､現

W_lまこれらが世界文化iB産として多くの人々に集動を

与えているのだ｡

さて粂徴リンガは､縄文時代の石経と類似するil主脈

をかたどった石柱である｡ ヒ/ズーの洩話によると､

ある咋ノバの法力が天から降りてきて､巨大IJ.-炎の火

化とIilって地 Lに突き刺さった｡ブラフ7-とビノエ

ヌはその力が聾大で危険だと考え､大地を守るために

それぞれ八川と凹lLJの和に変化し､地中に刺さった部

分を包み込んだという胤3如 くある'｡ ヒンズー教をLE7

mJLf:1-たちはこの法力にあやかり､王朝ごとにMI椴

を姐てそのLrl火i三甥にL二lらがリンガと同化することを

t4LBlL､祭俵を練り返したという｡imf.託の り/机まヨ

二という女院形の台座に立推しており､タ王女結合のさ

まを滋している｡祭儀では聖水を石ttに注ぎ､ヨ二の

導水柵から流れ荊ちる増水を､石船 こ受けて親にいた

だくものである｡イ/ドでこの群礼にEl遇したが､古

代王権の依式は今よりもiE堆IiものだったとEr._lbれる｡

しかしIJ/ガの大きさや形態は､l司や時代によって様々

であり､次にそのいくつかについて述べてみたい｡
ベトナムでは､中鉢山Etl地･:汀にあるチ十ンバ王国の

ミー/ノiB鉢で多数のリンガを他市Ll=｡ ミーノ/iB

跡は古拙ホイ7ンの桶西約30kmに旺挺 し､四万をLIJ

に組まれたJt望他である｡JCL'Lll17--パルプTを仰ぐ盆

地のI.1_水に邸もれて､8--はiLr紀束までにiBia-された

60を越える宗教iB柵があるd｡ここに洞炎の手が人 っ

/このは1909岬のことで､フランスのOF光背H,<ルマ

ンティ工による｡その軸LAH!FでiB跡LTFをA～Hの8グ
ループに分け､別在もこの分yIを略牡している｡各グ

ループはレンガ壁にutlまれ1=泊⊇形をIltL立とし､ひとき

わ高い主両生を中心に泣いて､Ji.Jl軌こ大小の副詞堂 ･
宝物桃等を丘毘する｡各'-hiTTはレンガの持ち送り駅みで

訪い三VJ堤根を架捕し､入り口以外に開口部はなく､

内審1&妹はない｡その上jil宝 ･PJ南空の中央に､神経
リンガが安定されているのである｡記堂の外面は､店

(.1_枚を主とLl=捕担な装織をもち､抄E-やラテライト

のプロ-'クを摺り合わせて歓んだのち､/-をはL:め

さまざまTi神政彫刻が鹿されている｡

中火だ堂のリンガは､地面に転がる以外は台座ヨ二

と方形基台上に吃立しており､これらは原則的に3段

に榊み!rfねられている｡まず一節下位の方形㌫台には､

'J一筋のnrJ過去ブラフマ-や'JLI討lnlJi缶の物語が刻まれて
いる｡2段Elがヨ二で､リ/ガを空けるように女性神

をあらわし､その上部にリンガが立つのである｡つま
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図4 ミ-ソ

/iEl跡耶 (江15gi枝文献より)り､芋IdlTの付値主･女 神 ･タ榊 が一体と11って瓜己諦事l ペて石造ij!集である｡この∃:国はベトナム中部のみな-

を形成しており､これがリンガの越水形である｡ところでチ十ンJ<王国は紀元192年に現

在の7エ他方に拠り､4世紀末ごろにと/ズー



とした｡山岳部の少数民族が産山する否々や当時翠など

を塩や出 ･海産物と変換し､ホイ7/のP._tから外Egへ

梅山することで栄えた貿易l司家だとされる-｡近年ホ

イ7/近郊では､4LLf紀ftの可f削 tのある城蜂桃rTTで､
南北550m､ri41粥1500m､城内面Flt約82haの統域を持

つチ十一キュウ避跡が継続淵正され､LH司はじめ扶向､

インドtElど国際的ftLiE物が多数見つかっている㌔ チャ

/,<王国には梅とlJJをiBJじてインド文化が流れ込み､

ヒンズーLu邦の以北Iik端として､巾国文化の南Fと桔

抗していたのであるOこれら地勢からみても彼らは斗1
一民族国家ではなく､梅沢.平野IIJJ岳の多民族によ

る迎合Iil家であったことは想像できよつ｡時の王は､

自らの王位継承偵式をこの兜地で行い､去たIuiのあかし

に各地から呼び<iVせられた部族艮たちは､王とともに
あるリンガの】B'水名号版に参列したのであろう｡ま/こ､

この聖地へ足を踏み入れることのできたのは王族と部

族良であって､王は自らの桁威をリンカ1こ込めて､]_

そのものとしてこてき持させたのであろう｡

さて､数々の歴史の証人であるこのLET跡は､その後

ベトナム戦争で解放三F呈ゲl)ラの越他とされため米lliの

嬢紫に適い､Aグ/L,-プの主伺登lELtど多くの過梢が破

壊されてしまった｡主な彫刻品は戦後の散逸をyJぐた

めダナンのチャム彫刻兵術軒iで保存展示され､今も蛭

独作非が継続されているC

(2) カノポジ7の宗教j且跡とリンガ

アンコ-ル ･ワントをはじめ7/コーJレ迫跡群では､

どのM慨 も兄叩な彫刻が施されている｡巾でも城都7

/コール･トムのパイヨ/寺院は､耶立つ塔のIgflIiに

人の背丈を超える観lLTlB磯の仏所が組数196面 (現在

妓るのは】72面)も彫られ､寺院内のどこに立っても

牧石の慈悲深い微笑みに包まれる邦空Fi;Jである｡隆盛

を纏めたジ十ヤ ./ヾルマン7世によって12Ltl‡己兼に姐

超され､その築造逸話を戯曲 r細王のテラスJl'に仕

立てた三見山を己夫が､｢この世のものならぬ石のfI■i鞭

rj:間まりが､'空を浄二との空､森を 浄土の森に変えたの

です｡｣と立切人物にぎLlらせたとおり､共しい仏教寺

院である｡

7ンコール軸ではその時々の下の(:TMHこよって､仏

教とヒンズー教の二雌の寺院が独立された｡よってMl

殿は紳仏混合し､仏教寺院でもヒンドr)-の神ピソユ

ヌやリンガ (石樺)がたられ､逆に元はと/ズー寺院

でも後に苦磁性がi王らることもまれではない｡現在こ

のE要目ま仏教徒 (上餓部仏教-小乗仏教)が大半であ
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u･迷子窓 ･栢 ･破風､そして鼠朋まで余すことなく､

ラーマナヤ物語に収材された､神々 .人物 ･盟BEで埋

め尽くされていた｡北神府の女神デJ<-y政は､｢-di

汀のモナIJl'｣とうたわわ､見る占の多くを藍きつけ

ている｡各神段 のリン机 まBl在ほとんど抜き取られて

ヨニだけにriLっているが､その一つにもとは2本のリ

ンN穴をもつ長方形のヨ二があった｡ リンガは絶対沖

であり､校数が立ちJLtぷのは不.lLl.讃Iiことである｡し

かし､これも力/ポジ7 ･クJ-ル兵術の特徴で､多

切rJbのや#l反するもの､[.t.fJ-1.するものを受け入れた

ことのよれとLl3B解できたのである｡

r六】糠に､12世紀末に/'十十 ･パルマン7世によって

iLtてられf;仏教寺院プリ7･カノでb､3迎のヨ二が

iB仔していた｡純良のヨ二は偏2m以上もあり､片側

に兜水の浦が鰍 こなって突き山すのは益本形で､往時

どのような祭韻がなされていたのか､大変熊味のもた

れるiB物である｡

(3) イ/Fの宗教iB鉢と'J/〟

ヒ/ズー教発祥の地イ/ドでは､胡在､10位余とも

いわれる人口の829(､8位放下万人がヒンズー致従だ

とされる｡よって人々は､Jj常的にヒンズー寺炭に赴

き､リンガに折りを排ITている｡古代の信仰が忘れら
れた先のRT南ア/'7二I:削こ対し､この国では今も熱心

な折りとともにリンガが粥生され続けていた｡

1日郁ベナレスの､ヒ/ズー大学にあるピソユワナー

トこ'J=院では､敬虞な礼tFの棚引]の当たりにした｡冷
たい人fLEl石の床中央に八JJJ形の祭雌があって､JUrJ形

の水池のLPに芯さ08mはどのIJ/*'とヨ二が怒 られ

ていた｡祭娘もヨ二もLjい大理石で造られ､中火に立

つ')/ガのろが茶抱色の石で､頭部に南国的な赤白様

のIT:垢が桝けられてあった｡ちJ:うど政人のタ王女が黙

写



前節を見下ろすエローラ石窃軌 こ放されていた｡ここ

はLtr非文化iB産で､7LtfEから9世紀までの､仏教 ･

ヒ/ズー救 ･ジ十イナ教の寺院が時代を提て連綿と開

脚されている｡Filじく世舛通産の7ジ･ナンタ一石相即
は､秀逸fAL仏扮塘粥で知られるが､エローラでは石造

iu茶とおびただしい彫刻即がXr,である｡石和は全部
で3Llを数え､苅】～12砧が7･81Lr紀の仏教寺院､邦

)3-29符が9LLr妃代のヒンズー教S院､L7Y30-34砧が

9世だ後半の/'十イナ故寺院である｡

flかでも那)673は.カイラーサナータ寺院と命名され､

756年からおよそ百咋問に渡って彫り綻けたといわれ､

Bl任もヒンズー叔'dZのあつい信仰を堆めている｡ここは

山大のiB某物であり､幅47m､挺行81m､高さ33mの

すべてがノミによって彫り山された､包l俊を絶する石応

iB薬である｡他の石辞が践穴式に舶り抜いて内部彫刻

を施すのに対し､ここは硬いrR山芯のひとLLJを､IILl
l望1雌 ･前殿 ･本殿と地雨から尾根までJk身剃り抜き､

それぞれに相性､】世獣を刻んでいる｡そして中火だ1迄

に､頂古がこれま'FR兄した中では舶人の1J/ガがたら

れてあったのである｡J等暗くひんやりした無恥 こ､紙幅

4mもあるrll形ヨ二がtEぎ口を北に向け､中央にlti往

08m､ir..3さIm余りのリンガが吃止 している｡蛭石は

約2rnで､ヨこのrSさの割にリンカ1ま低い｡

写x28 成人轍のリンガ (邦】6辞)収I

萌アジアのものと火なってインドのヨ二はrlJ形のbのがほとんどである.またftil旬アシ,丁では､fT座に

プラ77- (rJ-ll川rJ退)が彫刻されていたが､イン

ドのbのは-tlj彫別がなくリンガとヨ二の総合だけの』B

lである｡ヨ二の先攻は､北噂をr(いてi三唱外へと延

びており,外壁面に注ぎLj

と血往1mほどの石輔がしっらえてあった｡聖水をかけるのと受けるの与だ常内外に分#した 写暮2g

i!望北里外面の水佃 (苅16窃)中火だ笠内部で聖水をか

ける然蟻をおこIJごったのは､股高位の‖)群n-と､鴫

の王であったと.Uわれる｡外の水h()では E族や必Jn

を示した部族践たちが､流れ満ちてくる兜水をありがたく

倣いていたであろう｡,-J=院全体の壮大さにも&れ

るように､nJiuした王権力の大きさが仕はれるi

&跡である｡また邦34指のジ十イナ教等抗では､奇妙なリ

ンガを実見した｡i}十イナ劫は仏教とほぼ同時期に

成立したといわれ､強い ､戒経のliかlY,=行を

qiねて解脱を求める宗教で､Bi在のインドでは0496

と少政派である｡邦34拓では､F'l姥 榊った両側

に1･讃獣として実物大の史が一丈1彫り出され､籍内には



いく適性で､リンガも浩拝対象としたのだろうが､兜

水祭鳩を行った形跡は比められず､巌も形骸化したlJ
ン〝といえる｡

(4) リンガと石臼と縄文石経､磨ることの意味

きて､本家のイ/ドでもリンガの姿はさまざまなこ

とがわかったが､共通するのは聖水をもたらすLヒ穀1ろ

をもっていることである｡そのf*道は､⊃メ加工の石

臼と同じで､液を流すため下臼には受け清がめぐり注
ぎtjがつけられる｡ベトナムではコイ･サイ･タ､ま

たカンボジアではタ･J<ッタンと呼ばれる石臼があっ

て､ヨ二はまさにその下白を描写する｡ヨ二は､頼経

をこEirす突出したlll~口柵が北向きにつくられることが

多く､これが女性器をかたどっていることはすでに述

べた｡リンガを能動休の上目としヨ二を受動態の下E]

とすると､リ主神と女神を合体させた及石神は､まさに

石臼そのものの17しだとみてよいだろう｡ リンガと石

⊂⊆蔓コ-晶 - Elの形態的放似についてはすでに二i

iの報文

E'に述べているが､ここで改めて言放したい｡



写暮31イ;臼で米Hをつくる (カンボジア.ト/レサy7')

水がヨ二の導水梢からこぼれ蕗ちる｡まさに白い米

汁は盟水であり､Mlから貼る▲Y2なる食物である｡ここ

で苅石は､食文化とfT'榊 文化 (宗教)とにL庶流するEL

LfJの閉止に祉HLたい｡ヒ/ズー教をL.7m)した｣三族

は､王縦の象徴としてリンガ (91舶)を Eの存在そのもの

に見立て､聖水の祭俵をおこなった｡ I)ン〝をつたい諮ちた空Jkはヨ

二に受けられ､柵から流れて地l_非を繊たし社会にT,

L綿をもたらす｡pi4ir句7ソ7では,ドロド

ロの液状米粉が玉虫であり､とれたデノナンを,lRして/トギ

(71FI慨)を作り､フォーやライス･ペーパーをつく

るO リンガのJtTl水は王のfJ7水であり､米Hの様態が､生命の槻b;rとなる白いfl-Jl液と二王rf

写しにIiったのである｡M儲学の吉rLl鞍掛 こよると､

環太平洋域の先ltPLiに､flli液LJ仲を祭偶

に組み込んだ例が広く妓されるという叶｡一方､糾文

時代の石綿や傑石器にも､肥る難儀の1Ny跡が数多く認められる.王TE者は牒石器研究を巡め



既述の通 りである｡

さてホーチ ミ/777締物 館 には､紀 元前10000-5000

咋 ごろのホア ビン文化の磨石 と石皿が展示 されていた

が､いずれ も純文文化の もの と同形態であ ったO イ /

ド/ナ半島で も､fGEJ作以前 は野生植物の利用が生醸去ら

鮭であ ったことは明 らかである｡文化 も耳墳 t,光なる

が､ リ/ガとヨ二は珪苧石 と石川tであり､血鮎を粉化す

ることも､また苅二のjZi虫 に神格化 され串良として宍き

め られ､位後に葬 られることも同 じ所作である｡

郁文人 もと/ズー教徒 も､神々への敬度な態度は同

じであ って､そのiI壬芯な梢神性を物質の掛 こ翻弄 され

た払たちが忘却)して しまっただけである｡
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石器 ･石造品と列島の縄文文化

植田 文雄t

ComparatlVeStudlesorStoneToolsandArt】facts

fromtheNeoLlth)cPer)odlnAsla

UEDA.Furnlo'

1 台,Bの石器 ･石造品

llI台朽考古学史の概要

台紙の考古学研究史を刑ペるのに､払たちが入手で

きるn料は非箱に少ないC隣国とはいうものの､それ
だけEl本との文化交流の杵滞したところでもある｡こ

こでは現地で鵬人したいくつかの､Tlj門1Ltと､日本人研

究者が留学などによって糾た相介Pl料をもちいて､肢

安を章E]介しよう‖■｡

台杓考古学研究史は､諦二次世非大戦を境としてr17J

後に大きく大別できる｡轍前はEl本人研究者が先導を

切り､その節頑がt立居触法であることは知られている｡

El本の人斯学 ･考古学の斡分けであり､1895年からは

じめられた中図 ･台湾 ･削鮮半砧･樺太などRTア ジ7

での人靭芋粥並は､大きfi炎iLliである｡被は､1896年

架京和国大学の稲nとして台湾入りし､伊能滋短のも

とで台北和国大学に土俗人類学教室引糾 ､た｡この時

の全仏粥盃は､台P,民族研究の元となり､現在知られ

るタイヤル､ヤミ､バイワ/など】0の民族分類も､(.ら

居の命名によっているEZ'.また､台北大学を拠点に巧

了!丁字御衣を行った鹿野忠雄と､国分由一の仕邪もgl輩

であるC国分は､企関丈夫とともに考1l_T芋粥益を実施

し､中国IIiの呼IJLli!Fr台湾考古史｣も著したCP｡
Iil分の r台湾考古史Jによると､戦rT;JAの謁古学研究

史は3時期に分けられている｡

まず邦 】桝は､台鍬lJ.土の考古退物として石器を紹

介した､E胡中正太郎の報告である｡田中は1896呼4月

に架台し､7月22Elの夕耳盲れに､台北の ｢淡水河ILi三｣

で凹石を採如したことを､その年の rJik京人類学会雄

蕊JP,12遊】27･L28弓に縦I介したO型1897年3月7日

には､これを追究した伊能&1,矩 ･宮村栄一らが円山貝
塚の存在をつきとめ､台所よもの新右端文化の一端を明

らかにした｡このfl塚を席誠としたFXl山文化は､El本

の郁文時代中～晩LUJにEJf行するとされ､仔目文土器を

使用した土器文化である｡また､性状片刃石斧や布T7
石斧など磨萎せ石器と玉器を作り､骨lLL器を使F判する文

化とされている｡

第2糊は､1930咋代に始まる台北大学の軌Jl子之成､

苫Jl;そ散らが行った､本島南端=~当皇T石棺iB跡｣の発掘

調査であるOこれには金朋丈夫も参JmL､1934坪には

台北大学の年報にその成難が発表された｡この発掘で

見つかった粘板岩系の板石を組み合わせた石棺は､そ

の後､qi繭文化 (紀元前1000年～紀元ごろ)のj丑跡で

多散見つかり､東部から南部にかけての併設追跡とfd-っ

ているO

諦3灯は ､1939年に国分LrEi-らがおこなった､岩石何生

爪湖内郷の太湖貝塚など西南部--;指-の考古学調丑であ

る｡この時糊は､?,二次世界大戦の激化に伴う国策に

少粥を合わせた大発掘時代である｡

さて軌後の封盃研究は､中鞭民国の成立とともに中

国人研究者によって進められた｡1968-1969咋には､台

北大学の末文煎らによって台pitftI護良横郷乾元 ･梅註 ･

欄苗の洞掛から後期旧石器時代のiB跡が発見され､先

土器 (先陶)時代に位配づけられた｡自国の研究者に

よる､本格的な考古学研究の駆日掛ナである｡さらに1980

年代に入って､末文茄らが新石器時代の研究を深め､

土aLh朝期として大食坑文化が設定された｡また台湾

砧を北部･中郡 ･南部 ･iti蔽樺のLI地域に区分し､こ

んにちの礎を築いたのである｡大全坑文化設定以後は地

域ごとの発掘がiB:み､i&跡名が冠せられた文化概念が設

Y.!惟豊川町埋鼓文化財センター ExcavatedCultura一Propert】esCenter.NotogawaTowrL
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廿先何時代 堅要j誉化lt

T文山ft大文盈ft堤良;1

文化図 1 台楢の考古文化畔& (旺4城文収より

)けられるように11った｡その後地域別研究や適物の個別

研究も迎み､別在の文化放念の枠組みに至っている｡fiLお台渦では､上米Jii年が選れていることもあってか､ir==

代決定にCI.ifi代納定法がもちいられることが多い｡このように､)896年からの約1(氾年間におよそ1200

か所のiB跡が見つかったが､その多くは1895年の台碕割譲以来､EIJF占銃下の50咋Ymlに発見されたもの

である｡当l寺､台湾軽骨肘は帝国主義政策を襲化し､台北
大学土俗人ZfE苧教室も髄民地故Eiの一環として赴かれ

､q皆たちの羽立はEgl茄の波に委ねられ

た一面があったのである｡ (2) 新石器時代と2確の石

斧台帝の文化時JgJ区分は､旧石器時代に長新文化が､

次に紀元I榊 500irlごろにはじまる大全坑文化が土

器出Blの新石器時代に位畝づけられている｡また紀元から

17Lu妃rIq半までを鉄器時代とし､その後を歴史

時代と設定されている'｡技祇文化の糾始期はおおむね

2万年前とJfえられているが､当時は後氷期の海面

下降によって台粥海峡が陛化し､人の移動があったと

みられている▲｡次に新石器時代の様相を枚略述べるが､

台荷ではEIJFの縄文時代と光なって稲作が開始されており



共通するZJT実であることをまず述べておきたいO
上器が出現したとされる大命坑文化は､北部台北iFT-1一

八望郷大全坑iB跡が持株とfj:る｡ほとんどが日本でい

う深鉢形土器で､l本部に純文が､口緑端部に刻Elが施

される｡石器は少fj:いが､fT割石斧･厨製石斧･石鍬.

#Ei御鉢などがあるO土器は深鉢 ･鉢があり､縄文や貝

殻文が施される｡

次の段階からは､地域ごとにlg分されている.

北部では円山文化が分布し､土器は押捺文･垢E]文.

彰文が廃される点が特徴的である｡石器は､磨割鋤鍬･

市i7石斧11才段石斧･#l網錘 ･石IHlのはか､fl'i巧な玉

がよく造られる｡玉決 .玉環 .玉凧1.Lどもあり､これ

らは別辞品にnlいられる｡また､哩非人竹から抜船風

習とIYl狩り風習があったことが判明し､高砂族の習俗

とのFA)迎がi]三日されているclエJLLJ文化に併行して､彩

陶土器やPEエlt色研磨土器をもつ芝山岩文化 (紀元約2000

-同1000咋ごろ)では､骨角器や木製放出を使H]し植

物繊維のiiiみ物 ･鈍fj:ども1:iつかっているo扶化米が

川.土することから､稲作t用始がこの段階とされ､非繭

地域からの伝播が想l定されている｡

中部では､円LJJ文化と併行して台巾舵Tl■f水鋭牛nri頭

iB跡の牛n王朝文化 ･宮祁文化がある｡使用土器の特徴

から､Lfニ111所文化は削文赤色土器文化と称され､嘗祁

文化はfa洞ヨに方1似するtX毛色土器文化と称される｡これ

らは主に､戯排と孤l炎を生炎とした文化と考えられて

いる｡

また商都では､台繭LL;tC'h郷LF-榊千 lFTJ雌市桃子閲

の年槻子文化がある｡rr製石斧 ･磨製石斧を多用し､

土1233には邦書･豆 (古称)･出など大陸からの伝播を想

定させるものがある｡これに続いて大胡文化 ･丑T文

化が(;liEfづけられており､西海岸側の以上の文化相は

三者共通171が多いとみられているO

写暮1 Ll一朋子文化の石斧 (台雨市立永離氏民芸館) TR邪 (氷海JL'

Ii)では巨石文化､柁迷u).1-Elt倍i&跡を代鼓とするt純叔文化 (紀元前2000-同1000年ごろ)が

注目される｡ここでは､石牲 (似石)･岩柁 ･石蛤･石像など多くのfI像群をもっており､祭配的fj:i女物とR

J識されている｡併行する卑南文化では､スレート状板石の

kll合わせ石fliを退り､ここでの抜由･召狩り風習や出73'な玉Wlの

別非は､北部のF1】山文化にも火遁する内容である｡さて以上がFr石器時代の肢紫であるが､MLLJ文化

は靴文時代中 ･枚恥 こあたり､特徴的な石器として鮮製の

打田石斧があるE,身幅6-8cm､長さ6-18cmと様々で､揮さは15cmと薄く桁巧に作られている｡ET
本列砧の府劉石斧とは光なり､柄の装野部分を細lくす

る｡範形技法や斬TE)形からみて弥生時代に多い稲平

片刃石斧に郡似し､展示品を観察した限りでは蛇紋岩

など玉紫材となる轍密な石を用いている｡またこれと類

似し/こ打討石斧は､イントノナ半砧中部のパンチェ

ン文化にも惣められる｡パンチェ/文化は稲作引消始し

ており､叩くから市相利器を制作する一万､fT製石斧やGF-L巧な刃部磨魁石斧を

使うことから打口石斧も主斐な石器だったとみられる｡

円山文化ではもつ一棟､片ClrJの 平坦面に段をもつ石段石斧が出土するb身幅Ll～6cm､良さ8-12cm

と小型で､石質や調整は粗い快斧である｡厚さは1cm

から3cm以上と様々で､刃を片面に付けることから､チョウナ (手斧)のようIi使い方だったと,i.lflわれ､

丸木舟の判り出しに機能を発揮したと想像できる｡国分報

告では主A-な分布範Eg]は南シナ海全般とされ､中国細部に起源があると吉己されるLVc実測図のi}_雷己に

は｢非紬賓 (呂宋二フィリピン)的有段石斧｣とあり

､南方起軒説を補牡する｡時期的に､円山文化は束南7

リアのパンチ1ン文化と併行し､後半に彩陶･技も陶

も受け入れることから､華南の形背で成立した可惟性は

ある｡また同機の石器は､台湾西部･フィリt-ン群島

･イ/ド/ナ半島など､繭/ナ梅に画した地域に分布す

ることか

ら､兆通する生薬大系を持ちiliたものと轡われる

｡さらに三つ目の石斧には､南部の埜丁文化に多い

靴形石器が挙げられる｡上記二価の石斧に比べ作りは粗

く､土掘りf!のrr魁石斧に近いものである｡石材は安

山岩 ･秋砂岩7'iどで刃部と柄からなり､刃部研磨されるものと粗くfTljlを妓すものがある.塀例の分布は

中国中南部にあるとされるが､韓国や九州両部にも出土

するとみられているIh｡顎似品にEl
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写12 石臼 (Gn)(摺止台

所fe初蛇)iiiは30kg以上あるとiil.われ､こ

れだけ大きい有縁石皿はFlJ師 J砧では故少ない｡†J練

石mは､縄文時代約1恥河姫にrfll.7地方でILi

現し､【fJAI】以後吏日本で多用される拝は 穎対

応の石器であるJ｡管見では､1T汝石皿は病九州を除い

て西l3本にほとんどなく､縄文時代の生Xの地域特rI

がこの分仙こ点れているとみている｡病九州では鈍児

捌;Lと野b;油 跡はじめ､ぷAIJ期 ･早XFlのib跡で多L託の

如拙rImLが山上しており､7E者は中部以火とは別の

!巨漢形態を他慣 しているr｡それは根茎試中心のjIJllけ あり

､台梢の新石器文化に掘削只の打判石斧が兆付することから

､雑穀もまじえた野生俄物の半裁培がおこなわれていた

可能性は高いだろうO打細石rnLの他には ｢石G｣やリj脈

状の ｢粘さ石｣､平らで一端に緋与をもつ ｢拾石｣ri
ども展示されていた｡石Giは､Ili従60crn以 Lもある約

日】形.17坦石のLい火に日石仙抄､ら約】5cmの穴を



-Bはないが合口の段加工が碓訟できる｡石材はやや赤

みをおぴ1=灰白色の凝灰岩である｡日本の石棺と比較

すると､放血 ･形態･加工方法などに家形石打tとの類

似が桁捕できるが､両側面に彫り出された3屯の純附

け突起は日本の石棺にはないものである｡本来､);代

中国や台所に判抜き削みhわせ式石棺の伝統はrJ.tいこ

とから､北方ではJL州阿蘇の#灰岩割の可能性が､桶

方ではJ<リ由の舟形石棺やミクロネン7の石棺に関連

化の流れを汲んだiB物と解釈するのが妥当であろう｡

もう-輔の石化は､荊記したiLT部qi繭文化の符式石
hL,.である｡J的領文化は､縄文時代晩期から弥LE時代に

併行し､41lEやF加L一石11-どをもつ｡南部の山岳一群で

は､Bltにも板状に剃Jlする石坂スレートが多く産ltJ.し､

在地バイワノ族のrgEi･凸雄も転石を的み上げてf&Be.

されている｡印柄文化の栢式石棺は蒔く襲いこの石坂

を糾い､dN両に2ないし3枚､小口面に 1枚用いるも

を求め紺る●｡阿瓜の通称ピンク色#灰岩は盛んに捗 のである｡

動する棺石材として知られるが,事己元前とされる軌挿 ところでElノ仁列島の荷式石棺は､弥生l引tをj面じ山

文化との年代が畷合せず､強雨7/'ァ島堺錐の巨石文 ロ≠Tとから北部九州 ･対.113･五島列島に多く分布する｡

図



写X6 バイr7ノ族のイ了的架鼠(三他門,台所Gl

は民族文JtE朝区)この也K,Iを桃文時代耽WJの北J&-部九

州や､朝粥半砧の支石俄にともIiう神式石棺に求める

考えがある''｡朝粥半砧では､支石をもたない竹なる

石指尖が扶余松菊!]!並跡fJどで見つかっているのである

○｡並木的に板石で人l;jl一人分の棺を組み合わせる理非方法は

､ノペリアはじめ糾11半左も･中E司AT北部.北西部九州など
JitE北アジ丁一指r-lこ分布することから､架海LIiに姫
申すろ布式石棺は北方からの影書とも々えられる｡諌至海粒で

は偶からの海流に乗った巨石文化と北からの荷式石相.

が求合し､西海岸では繭/ナ海地域の一つとして華南や7ィ')ど/など諮%'

菜が散合した､多旺な新石器文化の岨梢が見て取れるのである｡

2 縄文文化とアジ7の石皿‖ 77"11

の然紀的仙TTiLL=l木列砧の郁文時代には､け州.採火
など食相場相浦動やその他突川畑勺Id-iyukIJ

を火たす ｢邦-の必只｣と､Ir'TL神的活動に用される ｢

耶二の皿11｣がある｡石器でいえは､石鞍 ･石nl･磨石など

､その形態から綾維 ･川速をAl.定できるものが耶-の

述flであり､石梓.右足など､形唐からF11速を余理的に解釈

Lがたいものが苅二の必出である㌔



q tEi十 五

tIJL石

IJ)書■LDNL石

◎胞 5

∩
=
〓

u

㊦

長 与 i { ::i::･･:-.㍉二

･ 約1団 石皿
と石冠rZktG史Jの石皿 2 3 r'El-川村.+.土石皿.4 5 井野貝塚.出土石m 6 押付石L

n 7 右記丁畑右足Tl又圧.9 石天王【1Ll月 10 石記NZTLll北海ia式石冠 (以上.各文献より)

図4 雛i!呈壬的fJ.聯{】Wi.(江

15船田文献より)次に磨石には､彫刻などの特別な加

工桁はないが､定石退梢や環状列石に胆石が転用されている例

は多く､鮮石のみで梢成される配石jB梢も存在する

｡つまり磨石はそれ自身邦-の逝LLであるが､配石基 ･妃

石ib捕 ･環状列石などに転mされることによって､苅

二の道央と化すのである｡また飛歩軒と北陸に
多く山土する石冠 (7-10)は､庶tEI7(接地

面)を磨り減らし､窪ませるものが多い｡用途不明品のひとつで中期
末t:Bに飛騨地方で出現し､後iyl後半～晩好Jに周辺

部に拡散する｡滋TL県内では浅井町で表採汽料がある｡湖北の石冠は飛騨地方の影着 ということでJ!El解でき､石綿と

同じ来歴を予測されるものである｡石冠については､lu凸

をもつ形態から｢両性1-iHの呪術災｣との考えもある
Ed｡一方､過跡の山土状況や過梢からも､樺石器,の鋲だ



写夫10 北拡企貝塚に指頭柁



が山勘することから､定住化がiuんでいだことも問巡

いないだろうrTu'｡

では､アジア全体を見渡すとき､腰右･石皿分補は

どのような状況にあるのだろうか.各地の考1T字調並

のfr'1度や､a.'f柑日夏分 .咋代決iiZにl錐け る研究 レベルに

左が大きく､把握できるrl料にl射りがあるため､決し

て疎く考緊できる段階にないが､別在宅と接しはた内零

を次に示したい｡

アリアを戚してみると､大きく2系統の石皿分利調

が存在すると考える｡

写東11 正条寺iB捗の軒石･石皿 プライ/ド･ストーン(能登川Fl)

-つは､El本

･台的 ･架雨アジア･広穀のポリネ/アfiどL暮コ純度から億万
､モ/スーノ地:if･熱-tifにかけて/JT祐するもので､串大の丸い磨石を伴う何奴石JJTLと､

触棟石ALLとをセ ソトでもつグループである｡打縁石IJJ

lは､El本では中郡以Riに多く分布するが､雨

九州と台湾にも碓孟己できる｡またこれらの周縁地域では､撫

絞石nllの IIl火部が､塊状に窪むほどtゼFr]したもの

が出土するCこれは磨石の他用方法と関供し､石皿 ･

台,EI-に対し回転動作で磨るものである｡さらに無紋石lr

lLでは､しばしば由佳 1･2cmはどのrr娘を放すも

のもあり､llr]く作灘台であったこともうかがえる.右

縁石Il]Iは､愁l定される対象佑物とともに､凝灰岩など炊質な石

材入手の可否とも槻係するのであろう｡このタイプの石

nlLを､｢回転磨り型石LLrL｣と呼称する｡
もう一つは､朝鮮半fい叫ig姫北部Ij:ど中松皮より
北方と,西アジ71

｣ヒ7プリカ11どサバンナ地･;削こ分布し､円柱･

棒状の脚石とセットで使用された石lllLである｡これは古代エジプ

トの彫刻にあるように,前後に磨る



三 笠芸:_. EZ2 2 サドル カーン匡 ;≡ヨ グラインド

スト ン図6 机朋段桝文化と石m

分布概念Lglり型石nllはグライ/ド･ストー

ンで､その特徴的な形態から前後磨り塾石皿は､サ ドル ･カ

ーンである｡しかし､実際の英語裁雷己において両きE

Lは一括され､すべてサドル ･カーンと袈記される例が多い｡だが本来は

､サ ドル･カー/が前牧磨り型石mlを指したことは開港

いないだろう｡さて､この二価の石lm分布を､中尾佐助が示

した17]加盟桝文化圏JBとあわせて倹諾寸すれば

､ある桧皮詔Jliiする二つの枠組みが見えてくる｡グラ

イノド･ストーンは棋栽戯桝文化圏に､サドJL,

･力-ノは地中海白餅文化およびサバンナ段耕文化圏

に亜なるのである｡ヤムイモ ･タロイモ･バナナなど､根

栽利用を進めた地域はグラインド･ストーン-回転磨り型石

lruを､またヨーロノ,<･北アフリカ･西7リア･ユー

ラノア北rr)部など､新石器時代にム+'･アワな

ど雄数段排がI3B始された地域では､サ ドル ･力一ノ

-前後磨り型石皿を用いたのではないだろうか｡この忠

味で､グラインド･ストーンを南方の ｢森の石nu｣と､サ

ドル ･カーンは北方の ｢平野の石(ⅠIl｣と呼び換

えることもできようOところで､朝鮮半仏へは新石綜

時代すでに､中国から雑穀栽培にともなってサドル ･力-/が伝わったが､ (姓16中尾文献に加耶

して依田が作成)その後梅を渡って日本列島の縄文文化に

影響を与えることはなかった｡列Lbでは､蒔恭広繋樹林とn

Ti瀬樹林の堅梨類 ･椴茎XELがET.志にあり､

雑穀を移入する必安がなかったのである｡組物相が複雑

にからみあう列曲では､竪米朝 ･根茎頬からデノブン

を併収するために､グライ/ド･ストー/のみが使用

され､動物 ･帆類b含め自然非の虫触感掛 こよって支

えられていた｡汎7リアで見た場合､鈍文時代の園有性

と周辺域に共滴する普遍性が､この二郎の石川l分布から読みとれるC

3 文化の海流と列島の経文社会(ll着色文時代の水上

交通列比の縄文時代では､ 】万iF一以上前の17,i_

刷斯､すでに定住化を実現していたことが鹿児島LLTと上野

原iB跡などで知られている.多様な地勢と､日ll変

樹林nr･･諮恭広二桁樹林椛がぶつかる自然環境は

､それに適応した生水を成立させ､定住化が進展した

と理解できる｡また豊かさを求め､自給できないもの

を手に入れることも望んだことだろう｡一般的に､本

来持たないものを外部から入手し､その逆も含めた相互行為

を私たちは､流通とよんでいるC鈍



カイトなど石材､貝･玉石I+ど装身只､7スフrルト･
水封架Tiど鉱物巧源が流iEIL､文化の成熟と発展に関

与してきたのである｡

鍾琶湖を抱えた近江では､移動手段として縄文時代
の丸木Titが特誘きrL､これまで湖底並鉄や内湖で故多

く見つかっている｡2000年度別在で､近江^博郡元水

茎Bi古跡で2漣､同CiB跡で5袋､同市長命寺湖底iB

跡で1班､彦般市松原内湖並跡で1219､湖北町1-6上浜

iB跡で 】班あり､これら21姓はすべて綾 ･晩期のもの

である.近江の丸木JITについてTiA-は､執労への利川

だけでなく流通もgi糾し､丸木舶山土過跡を平野部へ

屈側する母郷満の､fllt報窓[:)とJ与えるd｡

写暮13 入江内朝iB排の3号丸木付 (米BF.rl)

また2(氾1･2年皮には､米
院号即入江内湖遺跡で新た

に3盟が 山土した
｡
今の

ところこれらは､申別人ごろに比注され､薙位棚に浮かんだ

Ltlt)占い畑･といえる｡ただ､柄井LlこU.5

浜貝塚 や).川SWF盈!人退跡などで､荊JDJの九水/Il

が見つかっていることから､琵琶湖較辺でも中期以前の丸木舟

が見つかる可能性は;Fnlいと慰われる｡では､実際の丸木舟による湖 ヒ捗動はどのように行

ILhlC;.::.'
J.･Jn日日UrlP…日闇･.I; 1!齢 .I: ...

.:.yI･] ～･･1 ..iIr .iL･.I.IZiiiii われたのだろうか｡ra上浜での山上を契横に､即)滋ny<文化財

保護協会によって､制作から湖上航行までのrAt額が行われI=｡材剛 ま米ス羊で､FE上浜

出土品と同L'サイズ (長さ51m､揺05rn.厚さ03

m)に止られたもので.航行実叛では曜上浜の湖岸から竹生島

までの6kmを､ゆっくり11割:郎0分で到通 したという｡一連の実額に携 わった梢tu洋三は､lJrの厚さ (疎さ
)に符目し､曜｣二浜の03m提皮のTIrは圭2琶湖

本湖へ漕ぎ山すことが可能であり､松LJ;号内湖j丘跡

など015m税収のものは内湖やiiiLi主部rlliJ

IJであると考察していら-｡2俳の深さをもっことは､
中将l末の段階でJtlに横紙分化があったと考えら

れるのである｡また現在は忘tl]されたが

､瑚じ交通が近Tlの雌史的矧井目こF淵与したIJl

例は多い｡糾文帖代から現代まで､湖上交通史を概1.

1;した川rll政印は､古LB時代に側腹や水切板の付いた御M

Ri船の山朝をみるまで､九人紳士湖上交jglの主役にあったとする■｡こ

れまで,空位湖周辺で見つかっている九Jf;付の故は実際の一部で

､他にも,k発見のものが低湿Jtbに埋没しているとみてよい｡
入江内湖連珠で､退路川畑の映い発掘河鹿だけで392見つか

り､単純に面的で割り戻すとこの内湖だけで､h一班程度

埋没していることも旦l定できる｡ところで､丸太を判り抜く石掛こついては中程IEの

横行が該当するが
､一
敗に縦斧の旧事空石斧に比べて山
l:lilは少ない｡その
中でrF.
Eヨされるのは
､
紫別刷の搬
児応

ilTを解ノ111lia跡でみつかり､のちに沖削Ll詩や小笠b;I
m
.
古fj:ど 而恥でのHI:が6rkWされた､
丸/ミ形石斧で

ある
｡こ
れは
､
iu糊Lg一･Hfに分 布



太の判り抜きに適すことは納i.Flできた.

また梅 ･湖IIi.だけでIJL'く､内陸私のIEl河川に面した

RL抗で､舟による移動がなされていたことも指摘でき

る｡民俗列では山riり都深くの兆箔で､盛んに丸木付が

盛られた記録がある｡ダム工恥 こ際し､まとまった縄

文時代jA跡が見つかった新出県朝El村奥三両瓢%.では､

拝礼を生玉とするマタfht丸木舟をつくり､日常の移

動手段に使っていたという妃相がある㌔

このほか､各地のlLJ中で昭和初朋まで盛んにおこな

われた ｢筏流し｣も､移動手段として注目される｡校

数の材木を靴で緊縛するだけの筏は殿も冊以IiJlrで､

丸Jtカナはどの大木は必輩とせず魁作工程も怖便11もの

である｡これまでiB跡羽衣で､頂が山土した例は報告

されていないが､実際は解体して木材として判17)する

ため残らないのである｡托文I別tの水上交通を解明す

るには､今後bさらに低湿地il鉢のtA亜凋丑が求めら

れ､そのフィールドであるfE世湖地域への朔綿は大き

いものがある｡

(2) アジアの新石器文化と縄文文化の交流

アジア各地の新石器文化は､梅を越えた交紘なしで

は成立し7,7ない多様tiL内容を持っている｡巾でもEf本

の靴文文化は､凹方の海が降頻ではなく､fll報の泊で

あったことを示す研究が増えつつある｡そのいくつかを

招介し､新石器文化の交誼架掛 こついて考えてみたい｡

まず朝l羊半島との交流は､汝辺誠による漁火の調査

で確かめられている.渡辺は､竹lLl器のhJ:合FJ針の分

析鮒が北西雅九州と朝l羊半Lb繭速 で塞なることをEIJ7ら

かにし､あわせて大型放しや海獣雛に用いる右裾紫やの

純の分布もこの範uElにqifiることを示したC'｡他災全
般の-JE適性については蜂E司の研究省にb追放されてお

り､披地でのQF兜も深められつつあるI｡また､朝鮮

半島両難の隆起文士を ･挿El文土器と､九州の■式土

器 ･田畑式土器･阿古式土器の七三書関係も､両地域の

賛決を示すものである｡熊本県阿品貝塚出土品と穎似

の且面が見つかった釜山iffpAT三洞u塚では､中期､近

鼓に分布する湖戸内系のAtl元式｣二器が確認され､土器

そのものが海峡を越えたことがE!Jlらかにされている21｡

図



土器の移動についても､単に洗適品として伝播したと

いうことではなく､漁労民の往兼の中で桔災的に壊さ

れたものとPJ!解されている｡渡辺は弥生文化の渡米以

前に､このようIi漁労長の交流があったことを東柴如

し､h-ll作はじめ新しい文化が一方的に流入したわけで

なく､柵耳交流のLl】で放り込まれたものと考えている｡
つまりiEII民の撰銘l技術が荊船にあって､大陸との交血

が可能となったという理論で､丸1外交流の本質をつい

たものといえるだろう｡

ちなみに上記の貝面は､本州でIi横期前垂に上面に

変容 し､穀だftの一つとIitる｡粥日本では､土面が絞

期後半-晩期に多く見つかることから､西から姫へ影

書を及ぼした文化安東のひとつと兼者は考えている｡

近江では､コi名の羽立した滋竹薮ミ正条寺遭跡の､東際

に被れるサイズの土面がある｡

次に､サ-リン･/べリアとのF淵係では､北範LU架

部自T.毎度のJAl峨石が石刃技7･11をともなって､サ-リ/

やアムール川流域に渡っていることが確捻されてい

るeB｡他にも､沿海州で隠岐産の軸椎石が見つかって

いる｡ただし､この時期の間宮海峡は陸続きだったよ

うで､海そのbのをまったかどうかは不明である｡

また7ムーJL'JLl下龍の コンドンiA跡では､近年t) I

丁とEj本の共同調査が進められ､報告古も刊行される

rltど､少しずつ交流関係が明らかになっている｡コン

ドンiB跡は､コ/ドン文化糊～ケ*ズネセノフスコエ

文化期 (紀元FilJ'3000-1500咋ごろ)に位旧づけられて

おり､El本では削文時代中期～後期約数に該当する｡

報告苛掲載のiB物図版をみると､架北の縄文文化に共通する内I打が見受けられる■｡石器では､打判石斧と

磨製石斧 (EL')都府判石斧)が多い｡石犠 ･石的･石推 ･石錘 ･スクレイJ<-も一定叔あり､#北出土品とZFL似

の塵

肺ぶ.が､かなりの点数山上している｡石IHlfiどの疎石ajも使わ
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17キン出土のシ十コガイ手斧の名称
左からFRONT (+f.ペ･1▲JLrの重いf),SJEX ltiF).

ZLACX(淡f ペ11A･のみ古書).1円〉LL(18). 2
BUTT(Rに■■さ̂ るaF升.托余の89･LiプレイドとrH;).

aBEVEL(刀七･911も/_めlニZt下りさ̂ r_Jf'タの-拡).1

1CUTTINGJ∽らtl刀書).5BLADEL刀書1 6CMIN(ペ
1▲J･とJl7タbt暮し1_l■の8分)

図11 ミクt7本/7 1ヰリJ{ス共和国出土のシャコEl斧 (左)

伊豆紡仏神相島産のllItql石の石器が挙げられる廿｡本

州と神rll応は約180km焦れている上､最終水耕El準冷

期 (2仰 -18000咋前ごろ)でも深さ200m､幅30km

以上の海峡が存在することから､海上航行による産物

と確実奴されている｡ちなみに､このYf料が世非位古

の満作渡航を示す考古n料である｡

伊兄姉砧でも､縄文時代前期末から活発な渡航活動

が行われてい1こ.300km照れた八丈鵜で､本州渡米 と
JLILlわれるイヌとイ/ノ/の竹が見つか っているao新

右端時代の才人J.湖L51では､救千kmも離れた地域FiiLlの虹

は交流を示す物懲TF料は､悌めて少ないとLqわれるが､

図に示されるとおり､校数の文化懐の滋なりを海がLが

1'1く･fi火からは､児l性以JLに多純な交流が予見される

のである｡

さて､以上のように列Liの縄文社会は､さまざまな

かたちで梅を越えた交流をおこなっていたことが理解

できた｡一方で､このようfl-｢似たもの捷し｣で交流

を語ることに悦賠IJ.'昏兄もあるt｡たしかに ｢他人の

空似｣tか ､つの時代どの地域にもあって､その是非を

三正Elflすることは本当に耗い ,｡だが､表面的に似てい

ることがクE}スチ,Lツクの捨曳き､同系侯を汲んでいた

り本ff雅分をJt打する丁Ji例が､先の硬繭アジア例でも

みられるのである｡可能性が残される以上､広域での

交龍をhL野にいれておかILtナれば､遠い時代の具休的

rit姿かいつまでも見えてこない｡一つの文化にひそtT､
多様性とJBJ有性を兄いだす作IJiは､これからも校くだ

ろう｡EI本のよqi文化を探るアジアの詞五行は､まだ

と凹石 (右)(旺28詣IIJ･F71斐山文献より 鯨尺不同)

始まったばかりである｡

■l Sl

小2品をI.tするにあたり､次の方々から野料の倹嫉 ･

以眺(i-どのごta力をいただいた｡ご芳名を記してお礼

小Ll･(1ます｡盛本 触､宮m栄二､川崎 保､漸口

派ri】､内ulfrr典 (Ln不倒､敬称略)
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東アジアにおける都城
一特に山城との関わり､稜壁との関わりについて-

中井 均◆

AnclentCap】ta】slnEastAs】a

-W】thSpec】a】ReferencestoHlHFortsandBastlons-

NAKAI.H】toshl◆

1 はじめに

近年､全国で榔上江肘妨uli位で中Ltf城Q-ti臣跡の分布洞

炎が実施され､EI本列島には3-4万箇所にのぼる城

鮒itl跡が明らかとなった｡

これらの城館追跡は､およそ14Lu紀から17世紀まで

の300iF:I糊に災申して納築されたものであり､El本の

中世は､いわば ｢大築城時代｣であった｡

わずか300咋のあいだに3-4万にのぼる城軒Eを築

いたのはLIl非史的にみてもおそらくEI本だけであろう.

さて､アジ7考古学研究機蛸では1998年より7リア

許国の考古学耶柄を胡丑､研究することをE]的として

ベトナム､カ/ポ/'7､台湾､インド､中国非北地方

を巡ってきた｡とりわけTt者は､城FLiliB跡が各国の民

族性を検討するn料となり托きるものであり､こうした

アジア各地に残る城跡を蛾'ifeL､El本列島に残された

中世城鮒冶跡と比較することが必要であると考えたQ

本筋では､こうして見学したRT7こノ7の城館i&跡を

中心に､ufl壁･環殺災落のあり方､LLJ城､都城さらに

はヨーロノバから導入された機ま整式築城について検附

し､城郭からみたfti7i;7史を概観するものである｡

2 台湾城郭の概略史

川 イスパニア･オランダの築城

まずE之1J)に､7ジ7における城郭史の印刷として台

湾を取り｣こげたい｡アジア考古学研究機偶では､2000

咋腔の翻充で台紙を訊れた｡その際､オラ/タ､イス

･<ニ7というヨーE7ノ,<許l要による築城とその後の中国

による築城､さらには近代の稜呈整式城郭というアジ7

の相図ともいうべき城郭LTFを見学する焼金をi.rきた｡残

念ながらヨーロyバ役職以前の城郭は見学することが

できなかったが､拙能の瓜初に台湾城郭の版型を報告

することによって､アジ7城郭史を膿槻しておきたい｡

中国栢iC田の非に浮かぶ台湾に､漢民族が移IEを始

めたのは忠外に遅く､17世紀にはいってからのことで

ある｡それ以前はItf南アジ7から移住してきた先住民

族として､山地に住む山地族と平地にはむ平輔族が独

自のEjEf告､風俗をもって住んでいたO

ところが､大航海時代に台杓の地fEIEr'Jは皿を誰祝し

たオラ/ダは､1624坪にゼーラ/ジ十城を築き､翌年

にはプロビデノノi･城を築き台沌繭部を確保した｡

ゼ-ラ/ジャ城は現在の台両市に位LyJしており､安

平古壁と呼ばれている､典型的Ii楼甥式城邦である

(写Li)､lg1)0

写暮1 ゼーラノジ十城跡ちなみにゼ-ラ/iji･城は､El本の城郭研究史の

中では瓜も粥名な外国の城郭である｡たとえば ｢こここそ要衝の他と慰った築城家の高庇
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p 一 軍 ㌻ ノ ､一 ､､ 1 ＼

･･: T･I包 1 ゼ-ランプ十城 (

参ヤ文献8による)粥にあるオランダ人の築いたゼ-ラ/ジャ (開LLl城) (2)

TTE朝のtT稗支配の掛 Yi式海防の捕えからと/トを'1ミil=ものといわれる｣ 17世紀TJJめにtT矧旬部をオラン

ダが､北部をイス,I(人肌 Ill監修r名城Y,監J申Zt_t人物往来ii1965)｡ エアが大航海の紹iiA憎として職l米した

が､1642叩には｢一説には､台約gもにオランダ人が築いたゼーラン/'十一 オランダがイス′<ニ-FをiBい払い､台

湾支配に57をl)州(開国城)の西洋式梅y)のMえを研究して､

これにと した｡/トを7.riたのだとい ､われている｣

(晦El新且【州司各支L3監侭 r凹国の古hu ETI周Ljrj広'ukJ

il974)､などと記されている｡繋biの名11#

堂高虎が､今治築城にあたって参考にした城外であったと

いう｡しかし､Ji治男城は亜炭九年(】604)であり､
'Rはゼーランジ十靖より古く､こうした伝承がIJT

実無料であることは明らかである｡さらに今治城とゼーラ

ンジ+城とのr:りには､捕造的にEi似するdiは全く

認められず､璽城の名Tl#壬tS虎にまつわる

伝説にすぎ11'い｡プロビデン/十城は缶l掛けにLl私しており､紅毛

城と呼ばれている｡一方､イスパニアは1626印にサ/

･サル-ドル城を､L629叫にはサント･ ドミ/ゴ城を築き､台湾｣

ヒ部を純L粧した｡ 写x2

プ

17ピアノノ十城跡中国人随では】6J日印､IIJJ剛が滅亡し

､満州族のTll梢Jが起こってい/こb机戎功はEl))のi血艮

とともに】66】叩､オランy支配の台恥こbl攻し､*



とbfこ台所を ｢反T71校明｣の朕他とし､プロビデン/十

城をその本拠とした (写fi2)｡

tI†朝はL683年､ようやく榔氏を攻め推ぼし.台帝を

細打化することができた｡その轄nl･､台雨を台湾肘と

し､福tB'trの一鉢に8i入した｡そして1725年には､台

帝扶治の拠.Lti.として台F軸二台朽肘hEが築城された｡

台的肘城は一面が海Li!にi栢し､他の三両の城壁を木

Ntとして装かれた｡その後､1791坪に^柵が七塁に柄

銀され､さらに1835年には外城の城ll-Jも増強され中郡

とJlt!&邦が加えられた｡/二だし瓜邦は^柵であった｡

Bilr_､内邦の -̂鞠門､人54II■-1t外城の鬼悦Prlが残り､

-●

■l●

写夫3 台朽肘城跡人l句門 内部の小北門段と繭rIEl段

､城壁が離分的に妓されている

(Wj･1113､図2)｡1871年､碕朝政府は大揺l

rlの南に台北肘城を集城する｡そして､1885年には台

帝をIGに格上げし､台北に'G柾が捗り､台北肘城が改!a･された

｡189JI年のEI所載/lHこより台裾は日本に判二大され

るとhEFllL 城壁が取り払われ､朗在では承酬ltl(｣ヒ門)､gfk

Flrl(小雨IIl)､舶iE門 (南門)､L=i･福門 (ATr

lLl)などが芯発逝路の下にわずかに残されて

いるにすぎない (写出4)｡さて､fr術Jhの下にはLl;!があり､

それぞれのLrlにLF,隻城が皿かれたcLかし､その人二I三は現在痕跡すら妓さ

写X4 台北肘収弥北Pll
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れていない｡唯一､台湾巌南端の恒春城では城壁や城

門が良好に残されている (図3)0

趣 ,_:,+姐
A

軍 一 重髭 を
IED･み

箪
繋

瑚

て ミニ 二':-I-= ここ丈

柁AJ/L･

図3 凧LLl県城 く参考文献8による)

(3) 近代要塞の築城

1871年､琉球の漁民が台湾併発県牡丹社に流れ者い

た際､台湾原住民に虐殺されるという牡丹社事件がお

こる｡日本牧村はこれに対し､1874年､台湾に出兵す

る｡こうした外圧に晴朗はいくつかの要塞を沿岸に築

いた｡そのひとっが台南市に所在する二蛇組砲台であ

るOこの二鯉鯛砲台は一般に､臆哉金城と呼ばれてい

る｡同治十三年 (1874)､描朝政府は沈藻場を欽差大

臣に任命して台湾の海岸防備を計画させた｡沈は安平

写真5 二蛇朗砲台の稜壁図4 二蛇鴫砲台平面

図 (参考文献L6による)44 琵悼



に西洋式の砲台をiB邑貨することを奨｣二し､フランス人

を招いて砲台の紋別をさせる｡これが二郎醐砲台であ

る｡その柵広は､いわゆる足形機壁で､四横郡となっ

ている (写t:t5､図4)｡

3 匪】壁 ･環,t集落の成立

(1)了i4Iアジア･341南ア/'ァのLd旦隻･環滋iJ3諮
さて､第 217.ではアジアの城郭史の流れを台湾を坤

例に検附してみた｡そこではヨーロ7,,'の築城､中国

の郎城､近代の楼旗といったアジア城邦史の形成過控

の掛図として捉えることができた｡

次に本式では､城郭の始祖としてtarEEZ付けられる朋

壁 ･環群-3Ll箔について検討を加えてみたいb

E≡l本列帖では近咋､弥生時代における環溢娘蒲の検

山例が飛舶WJにJITUN)しており､現在506箇所で職…惣さ

れている (｢E】本人および日本文化の起弱･にr架け る学

際的研究｣考古学班が実施した研究､｢朔アジアの同
家形成と榔TlfIヒ｣の研究成火による)｡

こうした邦与論は､たんに ｢倭国大乱｣に乗じて形成
されたにしては実数が多く､時代的にも稲があり､大

乱に'ilきJ=揃築されたものとは考え難い｡おそらくは､

弥生社会の成立の一変紫として､災前を防御するEI的

でREl壁 ･Za没如蕗が生成されたものと考えられるo

E]本列砧では山n]i部を空滋によってBR郁するものと､

平野部に環滋を巡らせるものと大きく2つに分けるこ

とができる｡特に平野部では局滋が何3号かに巡り､内

91iに居住域､去篭城､血雌域などが北申して尼されてい
る.その平面形状は､山nllを巡るものも含めて桁円形

が圧倒的に多いO
朝鮮半占いこおいてもET本列砧とほぼ同様に､大半は

環滋を巡らす形態が確訟されているが､風的きたiB跡で

は4-5世紀の段階で､2段装戊の土築Rtl壁欄造とな

り､その土主堕はT.古さ5mにおよんでいるo

rP国ではこうした閏壁雑務が圧倒的に多い｡内蒙古
自治区の-dI八家追跡､新店追跡､西山傾過跡などでは
EIl壁が石fL7みとなっている｡山碇省では隅丸方形の土

築幽壁が多く､用～商代に形成されてい[=ことが判明

している｡朕西'tfでは背もな半放題跡などで環滋が巡っ

ている｡このように中国大陸では環滋､土箕E鋼壁､石

拙み朋壁が地域性をもって形成されている.

一方､如南7ノアではタイのパーンチェ/ヒ7･ノ遺

跡や/-テープ退跡では土集の閲壁と環殻が巡る｡特

に後-i-では､元米存在した円形の環掛 こ拡弓良された方

形の環滋が結合した形煙を石し､環滋都市の発達過程

を示すものとして注E]できる｡

ベトナムでは我名なつ一口7過跡を見ておきたい｡
ハノイの北郊に位rEZするコ-ロア追跡は紀元3Lu紀中

tかこ剛毅Eflの姿関王が築城した螺城といわれている｡

方形の内包Rの外側に広大な二茄の界磁を巡らせ､外滋
はホアンザン川に虹結しており､環滋の内側には土箔

の四郷が三互正に巡らされていたo内岩圭は全長1650m､

芯さ5m､転6-30m､中!:圭は全長6500m､FL,Sさ瓜長

)Om､垢1110-20m､外掛 ま全長8000m､芹17さ三IJ均3-

4m､k7.112-20mを測る｡ただし､現在のiB欄が安似

王のものであるか所かについての碓ZJtはIiい (図5)a
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1r･-坂iB跡可相図(蜜 文々献22による)タイでは

､タイ肢位机の独立Iil'Ji:スコータイ王軌が12世矧 こ山現

する.その王'b'であるスコータイ追跡では､i41E



が械矢の可能tEdがある｡

1日1Lt時代にIiると仏矢は朝野にriる｡大分県小迫辻

Ji:盲遺跡では､弥生時代後期末から古lh時代初頭に位出

付けされる2-Lq-環滋で､4箇所にわたって凸状に突tll

する施言賢が書iiLけられ､さらに 1Ill;3屈滋では通路部分が

約の手状に突出しているo群鴨坊と三7II!寺泊跡では突出

する施設とともに通路部分が内研形状となり､古In時

代の穀族屈el号では明確な防御施設が伴うことが明らか

とTELった｡

(3)悦柴 .環礎lJi蕗の立地

ところで､こうした閉壁 ･原潜3LS蕗には山に適地す

るものと平野に適地するものが存在する｡中国では内

諾古自治区新店iB跡などで山TfJ部に右前みEEli'igの存荏

するものが認められるが､概して山Tflに適地するもの

は少ない｡

軸if半鵜では､忠西南娼松菊盟過跡や座間両辺検丹

盟過跡fiLどで､E;陵1-に環滋Rt請が検出されている｡
特に険村里iB跡では､牌焔を伴う艮径約119mの楕円

形を呈するJ=滋が検出されている｡さらにソウJL,特別

fl】の野村過跡では丘陵rl1部ではfiLく､板部で丘陵全体

をrtFlい込む土築朋土語が検出,されている｡

El本列槌でも軌鮮半島と同様の状況が認められる｡

しゝ取LIlurd講:7浅山iB跡や兵俳虹と大盛山iB跡などでは､丘

陸nll郡に肺Fq形の環滋が巡る｡さらにこれら2過跡の

原潜は､みごとに山頂部を2互巨に巡らされている｡

また､大阪附古r.yJr部 ･芝谷i&跡では､山頂ではなく､

丘陵を囲い込むように延々1000mにおよぷ環禄が取り

怨いている.特に往Elされるのは足根初を切断するよ

うに設けられた滋で､中世の堀切にHI似するO

こうした先史時代の側壁 ･環滋災高の立地が古代以
後の城郭適地に軽い影響を与えたと考えられる｡中国

の城壁郁印､糾鮮半島の石の山城､日本列島の土の山

城であるO

(4)平安時代のyJ御災諸へ
これまで日本列砧では､弥生時代の屈従災掛 まその
後に継続せず､弥生時代の戦争にのみ出現したと考え

られていた｡しかし､近年の調査でこうした環滋はJII

ln時代の寂族屈W.の環敵 こ継銑することが明らかになっ

た｡さらに瓜近では､碓北地方で検EIJ.されたy)恥処務

も､融接か否かは別として､1司一系譜の環滋雅講とし

てd三日できるものである｡

JM北地方のyJ御躯格は10LtI紀からLlt旦紀に出現する

もので､弥生時代の環滋災落と同様に､環群の外周に

土i:与が築かれるという点は注目されるO列島内では中

世に数多くの城軒がea,かれるが､土まきはすべて堀の内

nllJに築かれており､姫の外側に土当主が築かれるのは弥

図



生時代の環痩躯落と､東北地方の防御躯諮だけである｡

その飛型例が'r!f在県芯良取付iB鉢である｡

花屋敷相通跡は自然地形をflJ用して､北 ･西 ･繭の

三辺に汝を巡らせ､その外塊に土塁を巡らせていた｡

この液と土塁の関係は､まさに弥生時代の原滋と同じ

である｡Iitも､riti辺は2'.EIlとなる｡その規模は南北約

80m､riC西約57mをaqる｡滋は一部V字となるが､鹿

本的には箱果構造となる｡L記滋に用まれた内側からは､

多軟の竪穴住居が検山されている.出土iB物より10世

事己中頃から11世紀glに防御鵜箔が営まれたものと考え

られる｡躯括内には鉄揃の自給生産もおこなわれてい

たことがEIJlらかとなっている｡こうLIこ環礎を伴う防

御性JR筋を､出場 型防御性iJil鵜と呼んでいる (図9)｡
一方､岩手県芯坪ih鉢など比布4-50mの丘陵の先

端に 1-2灸の堀切を設け､その内剛 こ致樺の竪穴を

配し､堀切外側に放10様の竪穴を捕えるタイプもある｡

これはと北里防御姓Ai落と呼ばれている｡

di北地方ではこうした排軽型､上北型が合わせて約

20例知られ､それらは10世紀中頃から11世紀後半まで

の約100年間に収まるようである｡史料の致少ない古

代末の蝦爽世界において､部族が争乱を練り返し､国

家形成の摺藍桝に出現した防ql性躯落と考えられよう｡

4 都城と山城

日) 朝一羊半島における山城

制If辛砧においても､Jjt史時代の周壁 ･原潜縦筋の

段断で､平野部と丘破nJi部という立地が訟められるこ

とはFT;f逃した遡りである｡ただし夢付追跡で土築幽ilS

が存在する他はすべてZP姫である｡

軌lf半応で瓜も目につくもののひとつに山城がやけ

られる｡1924年の朝鮮稔甘H'Fによる羽立で1,650筒所

にのぼる山城の存在が報告されており､その実牧は

2,OX)箇所を越えることは王らかい11-い｡

その17)源的形態は遠ET城とJ,えられる｡良民たちが
段略名からの攻革､略革を避けるために山に遠げ込ん

だbので､そのBl執 ま小さい｡これが朝鮮半島の山城

の邦 】期として位醍付けられる｡邦Ⅱ期として対外的

なlh城が出現する｡新雄の朝会､謁句題､百済､俵に

対する山城が築かれる段肘である｡苅Ⅲ期の山城とし

ては､7世だ後半に朝lf統一の動きと倍との戦争によ

り全国仰 こ山城が造りLrEiされる時好Iである｡rV糊の山

城は新純が三国を統一した蚊酢で､各州の州鰍 こLIJ城

が築かれる｡そこにはFr招王制の愉力持示が存在する｡

一方､El城と呼ばれる村孫をutl郭する形態は､糾耶

E軸力=こ新たに採糾されたものである (



図11)L爪;のZ}lr勺城

と山城 (参考文献6による)このように11S

l')舵における]三郎のiB汝とは､山城の築城を含め/

こbのであった｡もちろんこうした王雄と山城の関係は

指も)beのみにとど王らず､納期の新荘やLl文小国 I

hi州伽耶 ･企富加擢ILとの加斗諸国の王瓜にみられる ｢Jl城｣とL

LJ城との関掛 こもiaめられる｡｢Jl城｣とは､中国

の方形邑城に対して朝鮮半砧のJt城は平面形が丸みのある形態を

1iしており､茄Jl城､'lin城などと呼ばれる
｡こうLI=｢JJ城｣は河川の野仙部に空.城されることから､方形では

fdくFr]形もしくは半Lll形となったのである｡

(3)樹海の林城とllJ城紀元698年に
itH劃された勧海国は､現在の中国姫｣ヒ他方から｡/

7泊満州､朝鮮半島北部におよぷ広大 li領域を百し､



が出梅rg時ttのものであるか否かについては今後の検

討が必輩である (図12).

EZ)12 クラス+-ノ土

城平面図 (参考文献17による)r中周文物地図娘一古林分ml

-JIでは吉林省内の勧海退跡はJIOOを歎え､そ

の内駅は北港通称105､平地城42､山城18､必他36､寺院7､そ

の他11となる｡ これらは'G内にまんべんなく分布す

るのではなく､幾つかのi&跡がまとまって 1グJL,-

7-を捕成していたようである｡そしてこうしたグループ内

には1-2の平地城や山城が
仔tEしていた｡柏に励弧司のLJJ城については､

芯句礎における山城と平地城のセyトと同様に存在し

ていたようである｡勧梅で発掘粥並にかかわったFfF村晃一氏

によると､ロノア泊粘州の/二,Lリエコポ山城では､ス

イ7/河に出は画した比FLS約100mの丘陵に遠地 し､鳩EF
lはすべて斬比とIiっている｡Tri部はpAf西約3

26m､南北約82mのI糾▲Ⅰ形で､川面とは反対桝のIi.斜Idi)に面して石垣

が築かれている｡石垣のLtl火に食い適いに入り組ま

せた門も確認されている｡こうしたfllfk遠が､前句

農の城門fkj丑と同一のものであることが桔構されており､

劫海Lgの山城のあり方は､常に外植との緊張関係にあったこと

を如来に示している｡lltお､糾lf半白北錐の潮海匡

,内では､南海南京府の俣挿地である背海士城の周囲に沌田里山

城､安谷山城､居LIJ城111どが足されており､南海府に

通じる道を守る術城の役割を狐していた｡稚m盟山城は､絶壁蕃分

には石垣を統ます､曜阻上に良さ700m､高さ4､5m の石垣が

fltまれている｡また､｣二城は､柄北360m､

Af西460mの土城で､版築された土数は兆底部幅

11m､上部幅3m､高さ2mあり､hErl'L 稚

城､1lJ快が碓ieされている｡小肘典で､施触瓦

が山上し.ていないことから州城とは考えられない｡

しかし､山城であり､二+四凍石が確iF.されている

ことから､虹と城クラスの所在地と考えられている｡(4)

El本の払城と山城次に､日本における古ftの排城について

見ておきたい｡ところで､王都を定めるにあたって四神

相応の地というiLltEl.がある｡四方を聖獣に

守護させる四神相応の呪というものである｡I2相五行の理に

よると､北にはLLJがあり玄武がrfみ､うtEには川が

あって許鞄力噸 む｡西には

大きrA'滋があって白虎が､繭には大きな池があって架iriがはむ｡そういう他用!的Jg境が加のiB設他に盟

まい ､とされている｡さて､日本列島における舌代

国家iB没に伴う都城制のJa古例としては､天武天iiに

よる篠原東であることは火資のないところであろう｡天武夫虫十三

年 (68Ll)､｢天!.主､京



羽Lll公矢国､山コ喜臣的仝ひて共に三尾城を攻めて降し

つ｣(r巨体 讃捉J)とあり､壬申の乱における大rli京

攻めに対して三堪城が攻め落とされたことが記されて

いる｡おそらく大雄京のi予後のLllに築かれていたILl城

と考えられるが､妓念ながら現状では三尾城の痕跡は

碓出されていriい｡7!丁代LIJ城､柑 二価城の一汗紋に築か
れた山城が見つからないということは､山城の存在臼

体を換討する必要もあろう｡

lAlお､天智.モエ!,て畔は大津j王位ととbに､｢十一Fl､

このJJ､倭国の芯安の城､部岐lLlの山田tnのEi応の城､
刈u古の金lHの城を集く｣(r日本有!F把J)とあり､多く

の山城が築かれた年でもあった｡日付江の戦いに敗れ

たEI本ではI.1i､節操和に攻められる危険性から西周沿

岸に防'diラインとして山城を繋いたのであった｡

7.7),安城とは焦波京子千枚に空.かれた山城である｡ここ

もその存在が良 く匁1られIdかったが,iti坤､LIL･LE即の

礎石が確認されている｡何時に城域も検討されている

が､石組みではILく､t!:主では築されていたようであ

る｡つまり､少なくとも焦波束では背後に山城が集か

れるものの､その外舛ラインは と造りであったようだ｡

三fd城の所作_が不HJlfiLのも古代LIJ城イコール石造りと

いう概念によるものかもしれない｡
こうした拙城の山城とともに九州では､人学府の神

経に巨大rA'大野城が藁かれ､対鵬や瀬戸内に山城桐が

f一築される｡El本列瓜では程石垣とtiる山城は睦めて

少なく､火1三が上と石をfJF用している｡そうしたiIT代

山城で対.lr.に築かれた企fll城は朽94で､IBlgTiする城I控

がすべて石垣とljり､その延技は286kmにおよぶ｡

朝一rFQに対する最前操としてこうした石田が繋かれ

たのである ('Jf出10)｡

写XIO 企rIi城跡TtfEBところで､古

代敵城制が完成する平城J.己､Ji岡点､平安il:では､1f後のLLlに山城が築かれていない.対朝

一円三位との兜･i良侠日系が解消されれば､山川は必nJ

Lli(flったのである｡毛

仙羊半島では､平時においても常に山城を璽いて緊急時の対芯をとっていた

ことに対して､El本列島のそれはfG横背理が丑鼓されていな

い払城制であったとL立必付けできよう｡fd'お､･F乙安),ミでは北の玄武が九1岡山､北のi!1柚が
鴨川､繭の架'dIが巨鯨.池､西のFJl虎が山琉 ･山関

芯､そして､鬼の入る鬼門にあたる比叡山に延暦寺をZZZいて允を

封じ､北はさらに鞍Ftfiで月L:ていたという｡垣武夫1.日ま長岡京に遷如し､戦力li岬制政治をu指

したが､雌IJ',-1俳継JJTM/1どにより頓挫してしまう

｡しかし､この新たにil!放された長岡京では､中国恥城を以似ることに

よって人心を刷新し､再度の専制政治をEj指したことは明

らかである｡その最たるものが天4である｡延旧凹咋(785)､tEl武天■'.】は河FJl交野川l伯原

の野に郊た雌を築いて､El本の7キノカミではなく中E

司の天神を祭り､折班をおこ1ごった｡これが枚方rffの片杵

にあったといわれる交野の郷だttである｡延街六坪には同L;

場所で｣ヒ辰を祭ったが､これは中回生補が冬jiに内;

のr軌こ):梢を祭る折目こ倣ったものである｡中(司では柵城制がIllに宜と).ミだけではなく､天世や他j丑を社三

ることなど､維々なt;うだ的要淡をとり入れる

ことによりr:a帝政治かお

こfltわれていf=のである｡恒武天工!が天地をたっ

たのもこうしたことからであり,藤力な坤制政W;の範をlH

軌こ倣ったものであった｡151 日本の山城と捕餌の構成

{1t国家レベルで空Eかれた払城と山城ではなく､列砧の･PL

uは在地レベルでLJJ城が築かれる時代である｡申ILr城取跡は

全問に3-4万簡所存在するといわれ､FIILrはまさに

大鼓城時代であった｡IIJ世におけるLIJ城のELL.現は､経由辞肘のIII蜘叩である騎兵を寄せ付け(+I

いために､2'嘆なLJJに立て稚もったのが先程であった｡室FI時

代には一旦､平野雑には棺がf*えられたが､応L=の乱以後

の恒常的rJ戦いのIlかで､平地居館では対処できないため､

Ll｣城が捕築されるようにfiった｡Iilj｣ヒ刷

時代のIIJ恥ま=l.切な山岳地形を活かした自然の輩譜であ

ったが､応仁のきし以後の山城ではdll蛤､土iu,_､堀切などとい･'た防御施設が人工的に作

られたのである｡ただし､こうしたL



5 変容する都城

Ll)中国の都城-中野世非の形成-

1980咋代､日本の古代都城の研究は利札 朝折半f右

の榔城との比較をさかんにおこな'った｡その結火､El

本の触城が7ジ7の榔城のi41端に形成されたものとし

て位位付けられた｡

ここでは､アジ7における古代都城の発生の地であ

る中国の粘城について概放しておきf:いO中IilLこおけ

る閲壁 ･環濠北箔は先にも触れたようにmJ舵制の代読

i&跡である半枚退跡でB;滋が確認されており､その瓜

下WIは3955±10513Cとされている｡さらにJL己山JpJ後

神目こは城増が山現する｡河南'打rf封坊と告u/tのiB跡は､

ほぼ方形の同朋段の碓酋2城から偶成されている｡西

城は一辺90m級で､城ILfの基底部品髄槽が検出されて

いる.こうした城壁郁市が後の敵城へと発展していく

わけである｡

さて､それでは中国郎城の祖はどこに求められるの

であろうか｡rl別LJ｢考工紀匠人粂｣に ｢富国｣､つ
まり国粘jZi宮の灸IElが次のように記されているC｢方

九里､労三門｡国中IL緩九綿､縫深九軌｡左祖石村｡

繭削後ffI､TfT糾一夫｡｣つまり､国内iは-辺九niの方

形で､各辺に三JIllがr井Jく｡城内には縦と随に九条ずつ

の街指を退り､そのjfi鯨は王F亘の軌の九倍とするO王宮

の左 (班)に帯臓を､右 (也)に杜機を配し､前方に

朝廷､後方に叩域を班く.市域と朗延は一夫平方とす

るということであり､これが後世のllJ国における桃城

のモデルとされたO中国の歴代iI帯が周をモデルとし
て国軌をiLt投していくが､周辺護捌司も同掛 こ､古代国

家祉投に向けて中国に朝ftするとともに､挑城をもi袋

倣することによって中華世界の序列に位i出づけされた

のであるO

(2)琉球の柵城

琉球王国は14Ltf妃から15世紀前半にかけて､北山､

lIlLLJ､稲山の三山に鼎立し､北山王軌が今WtI仁城を､

Lrl山王朗が浦添城を､南山王朝が払尻大月き城をそれぞ

れ本拠としていた｡1406年､尚巴志は浦添城を攻め落

とし､Tjきた城に本拠を移した｡さらに1416畔には今irlJl

仁城を攻め落とし､1429年には島尻大里城を攻め落と

し､琉球を統-した｡

こうした琉球の城は ｢グスク｣と呼ばれ､城である

とともに王府でもあった｡さらには聖域でもあり､躯
講でもあり､その性格の多様性はE]本列島の ｢城｣慨

念には収まらfiい｡

ところで､グスクの平面形は中節世非に定石iした方
形lg画とはIiらず､グスク特有のカープを描く不定形

iFJimとIiる｡さらに苅1tHJ氏､珊二尚氏の琉球王肘と

なったLTIBi城も不定形の平面形態を(Tするブスクであ

る｡これらは琉球石灰岩をfFllんだ城壁を打する｡El本
別鵜r勺の峨周一近世城郭が切梓l応に石をFlYむ石垣とな

るのに対し､琉球では城壁となっている｡こうした琉

球での石R-iみ技術はすでに1LItLl紀には出多目ノている｡

そして､城壁内剛の空FZ.LJには､正殿とその粥脇に弛

殿が配されている｡外壁は琉球独特のグスクとfELるが､

その内側にはて!I代'di令制を相銀する ｢コ｣の手配'Rの

Lu物flq並があり､ここに小筆的桃城の彫轡を兄.Lhすこ

とができる｡正殿と陥殿に閉まれた空FZ"は低礼の域で
あったO琉球王肘である71曳城では聯神門内部に広1弟

が設けられ､TlI面にiE殿､両脇に廊下で繋がる南風殿

と北殿が配[辻される典型的な ｢コ｣の字配把となる｡

広域は糾誠の域であり､まさしく申Iil拘i城の乾坤を受

けていることがわかる｡中城城でもーの邦で1,h鞍部に合

殿が桧山されており､そのrllT[両が広い空FLりとfLってい
るし､座py,昧城や今帰仁城でも同様である.

また､勝連城では二の郭に殿舎を配している.これ

らはiFlfj:る住店ではtj:く､石倒進也を持つ立派なもの

で､私的liiJi物ではなく政を司る殿舎であったことは

HJlらかであるOさらに117JfTliにはIL71も&'Lけられ(よい空間

が存在するが､これは朝縄の域であったと考えられる.

つまりグスクは城であるが､その一郭はlllil別姓非の-

flたる舶城の中核-部を忠実に映した小さな申t@LtT舛空

Ilりだったのである｡

なお､ダスタの凋L別こ巡らされた城illは､方形には

ならliいと的述したが､そのlLh緑的なfm遇は琉球独特

のものである｡ただ､よく観黙すると蔽杓に軌ulはL

fd-いものの今ntrlrE城､幽PJ味城､tP城城､首型城､只

忠川城 (久米島)などでは､門に対して仏矢が効いて

おり､曲線は三郎Ii的ftitものであることも示唆している｡

さらに糸数城や,L)<志川城 (糸満市)の城壁には､凸郡

が陪められ､中国の城壁に見られるLr=,面の杉野を受け

ていることがわかる (写央ll､図13)｡

El本刑鵜の都城では維城が.Lh親しなかったが､琉球

では城というilZfJi的施&1･のなかにfj!令Efl家の象徴であ

るねi城制が収り入れられた｡このため外郭の城壁は軍

耶的に購矢やLlソ面､あるいは中城城や安産名城に認め

られる挟I日などが導入されていくわけである｡
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CE113 1jiu城鎚物だi荘Egl(参J5文献

2による)(3)LJTh枚
の11呪化-ア/コール .トムー中JBll.旦輔の史徴

は請臼であるoL皇帝の紬にはJTtが5本存在する｡FlJ=列LLの古代都城で恥文様が

どれほど使われていたかは不詳であるが､琉球ではtl望
城のいたるところに請近文椛が川いられているO

さらにベトナムでも､院:仁釧の粘城である札馴ヒ(
フエ)城のいたるところに龍文様が用いられている｡

ところがカ/ポノアのアンコ-ル王軌の都アンコール･トムでは､柚は一切認められない｡代って王手J劫す

るのかナーガ､つまり蛇である｡7ン

コールの王は､校ごと女性の姿をした九つ朗の蛇椛の仲と契りを結ん で王I

Blの繁栄を斬ったのである｡TLT代カンボジアのl'lt腺は､8L

il紀に水出腺と陸1'i腺に/分裂するが､802'lFIi}十ヤ

,<ルマ/2LLfによって統一され､889坤に

仰lilIしたヤノヨハルマ/HLTが現7l-のアンコー

ルをTJ桃と淀め､その後550咋問にわたってアンコーJL,

では=桁と寺院がLu致され続けた｡7ンコ-ル ･

トムとは ｢大きIiPTlJという12味である｡この他に部を定めた

ヤ/コパルマン1世段階では､現在のブノン･ノヾケ/をlIl心と

した).-,相fl約4kmの環滋郎fffであった｡

鋭aのア/コ-ル･トムは12Ltl結束にジ十ヤパルマン7

tLrの旭設したもので､邦4次のものであるOこの

苅Ll次の都城はそれまでの環殺都777ではなく､1

:城にはL;めて石造りの城壁が出現したのであるbこの第

4次の7ノコール.トムの姿を冨己した史料が妓されている.元IJl元咋 (1295)､元朝から派過さ

れた(ALNrlに随行して出猟に入E司したTl,liB牧が記した ri'

i牡風土記Jがそれである｡｢州城はJBll瑚二十

望ばかりである｡TlつのrlLl751あり､門は各

々二重である｡ただIR側のみは二つの門を開き､[その]ほかの州はみ11-つの門であるO城の外剛に

は大きい焔がある｡槽の両傍に各々石神五十四体があり､ 石持iFの形



はみfJ石をかさねてこれをつくり､高さは二丈はかり

である｡【そのかさねた]石はきっちり組み上げられ

ていて聖陸トで､かつL.tが生い茂ら[よい｡また女也がlAL

い｡(略)[城壁の]内側は坂のようで在さは十余丈ば

かりである｡坂 〔状]の上にみli大きい門があり､夜

に閉じ朝に開く｣(〔】は訳者による)｡
とだされている｡中Blの城壁細市を見なれていた糊に

とって､アンコ-JL,･トムはまさに城壁を巡らせたみ

Id了そのbのに写ったことであろう｡

さて､その7:/コール･トムであるが､一辺 3km

のはば正方形プランで､偶四には幅的100mの帝がi昼

り､城壁は拓き約8mにおよんでいる｡その中心に,I

イヨン寺院が配され､これを中心に城内は4分割され

ている｡都城の中心が宮ではfllく､寺庄である点は中

弟世非の敵城と大きく推なる｡FIElは5箇所に設けられ､

北面､西面､絹i何では辺の中央に門が配されており､

fl1を進むと,<イヨン寺炭に至る純益となる｡

王宮はりす翻されf:うちの北西に位置し､Af面 して

おり､架壁の門が正面に位邑している｡つまり突辺の

み2円投けられているのである｡王宮正面の門は勝利

のFrLは 呼ばれ､遠征に勝利し､凱旋してきた帯隊が入

城するために築かれた門であった｡

ところで､コ三河をはじめ7/コールの3古寺抗はすべ

て非術をiF_fTirとしており､中華世肘 こおける ｢天子雨

而｣と大きくy8なる｡r旧15秒J｢衣服伝｣に､｢非の

[野】俗は恥 こ向 かって戸を聞く.-ifiを以て上と為す｣

とあり､北面がlE面であったことがわかる｡南面が正

面であっr:申僻世料 ことって令兄に映ったためにわざ

わざ背きE己されたのであろう｡なお､7/コール･ワ･J

トは西面しており､その投計に特殊性が感じられる｡

アンコール･トムを理解するためには仏裁､ヒンズー

教の宇宙税抜きにはできない｡その基本形掛 王手3J他

を只Bl化したものである｡中心に位ZZするバイヨ/守

抗はヒマラヤであり､仏教でいう貌弥山であった｡城

壁は字砧を囲むLLJ簾であり､瀕は事前をEg托T大海であっ

1=｡また､液に欠けられた土格は虹を去現しており､

浴 (城外)から型 (城内)への軌 )境としていた｡壁

面に刻まれた孔子毎7*梓のレリ17そのものを表現した

林rriであった｡

鹿本ブラ/は方形で､城壁と滋によって囲まれた外

tuはLlj国の彫城と同じであり､JBliB税が ｢州城｣と記

したことはうなずける｡しかし､中華LU-非の都城の城

壁や礎が防御的IAt施設であるのに対して､アンコール･

トムの城壁はう:ihを励む山脈であり､滋は字砧を陸lむ

人海であり､まったく別の5-紫であったことがわかる｡

この点についてT.rJ達也は熊昧深い扱祭を妓しているc

rlll札風｣二gEJに吉己された､｢また女也がない｣という
文吉であるC邦城の城壁として見た周にとって､申回

匝



の城壁にdl然存在する女格が仔在Lfjい城壁は奇児な

ものに映っ1=に遠いTiい｡女hiの存在しない城壁は句王

Jlf的fL防恥施豊臣でないことを端的に示すものである｡

悶鰍 こ稲IOOmの襟も肪al施設として般糾されたもの

でfLいことは苫FiAgれよう｡こうした写古根に弟づい

て事かれた払城であるから小学世非の桝 とは大きく

災ld-っている (写先12､図1JI).

写事12 7 /コール･トJ･4)城壁

6 古代都城の近代的変容En 校f:jg式築城の中

人は膳といえば､五校邦のようIi旦止形の城外が

.n._).い浮かぶのではないだろうか.この捜催式築城

とはt5LLr紀火から19Lu紀中朝にかけてヨー｡ッバで

党iBした頚城法で､肘松の死JrJをriくすためにfR膳を突出させてい

るのが特徴であるoそれまでの巾Ltrヨーロ ソバ

の城邦は郁IfT引田那する串Ll'iの城壁が主流を占めてい1=

｡ しかし､IL153年にオスマントルコの攻繋により

､ビザンチン帝国の召邸コソスタンチノープルが陥諮した｡このとき

オスマノトルコは火砲.施'r打という新型兵掛 こよる城壁攻撃を

おこ11㌧'たが､垂直の城壁はこうしたFr型兵器の前にI

LすすべもTJ.'く陥落したのであった｡こうしたオス

マントルコの分力拡 -̂は.ヨーt]ッ,.'止国をZX捷

させ.築城の転換が求められた｡聖ヨハネ鞘上川のJF換地ロー ド

ス砧は､1552叩､オスマントルコの位攻を受けて抑落する｡こ

こでは絶壁こそ指さないものの､城壁を低くEgくすると

いう改良が加えられていた｡一恕ヨハネ鞘⊥Ettは､
1530年にその本拠をマルタ仙 こ移し､校旗式の築城を脱

映 した.このように捜i浩式茶姑はヨーロ,バにおい

てオスマントルコの脅威から誕LkLl:鵠城技術であ
った｡ところが171Lr事己にILると三 1一昨戦'lrのようなノくBl幌li国際 戦'(･が激化し､王俄の強化が過行

する｡フランスではルイ14Lttがな域し､B1lE
のフラ/ ス史由国境を確定した｡ この国境地帯を防御するu的で



カにやってくるが､その光栄を知 って攻略 し､帖民地

化に成功する｡従米あったマラーJカ王国の城'Bを破損

し､新たri城瀕を旭放した｡絵図に措かれた城'Bは五

fq形の平面をしており､海側に突出した稜壁を石して

いた｡1641年､オランyはマラーJカを攻鍵 し､ついに

その植民地とすることに成功 した｡破壊された城雀は

増強され､Ill/コ島とセント･ジョンの6:に新たに要

塞が18枚された｡

台裾については2二笹で述べたように､イス,<ニ7と

オランyによる棲歴築城がおこなわれたのである｡

このように16-17Lu妃において求南7ジ7は､ヨー

ロッ,.'列強により植民地化されるわけであるが､その

位桝の段階で河口雅で搬市が旭設された｡そして､そ

の一頭に必ず控壁がfJ藁され､柾市や港湾を防初 して

いたのである｡

(3I ベ トナムの披!蓋式男城

次にベ トナムにおける検度式築城の導入経過につい

て見ておきたい｡

サイゴ/ (Blホーチ ミン市､以下同じ)は､7ラ/

スのイ/ド/ナ捜せ肘を小心に放射状に街路が整えら

れた術である｡このサイゴンが城避粘市であったこと

はあまり知 られていない｡1698年､コーチシナを併呑

した繋gJベ トナムは､その統治のためにay.定府を設政

する｡さらに､AFt化 (7エ)に都を定めたryt:王朝はLI.

定'trを放け､その'n城としてサイj'/に題定省城を築

いた｡

城内は方形に区岳されており､漫城私分が綾里とILっ

ている｡院 E朝は魚烈fi巾Eg文化の信奉者であり､古

邸のf#Riには中国の槌城制虻を採用 し､城壁にはフラ

ンスの摸歴を採用したものであっ1=｡さらにサイゴ/

には稜蟹式の崩定'G城の北方､サイj'/Jllへ西からそ

そぐ支流沿いに城壁が巡 らされていた｡当時の地Egで

はIlはiEの実山する城壁で､明らかに中国の城巷と同-

のものであら (図16､17)｡

ところで19Lu事己のサイゴノの地図では､窟定'tr城の

校旗の此奴隅に可互1}るように新たに四校弥となる綾王繁

の築かれていることが知 られる｡1858年､ナポレオ/

図



図17 必ii;'G城平面週 (事々文l扶12による)

3Ltrはスペ インと適合してベトナムへのu攻を鵬 し

､惣咋にはサイゴンを陥落させこれを拠点とした｡フランスはこの段階で威疋'n城を

廃し､新たにVq横郭を築いたものと35えられる｡

-JJ-､院 ,三朝の如となった帖化も悼甥式築城による

瓜城が築かれている｡玩JI朝は広病院氏般後の E､玩Fii7-

～(定王)の甥､玩hi映がフランス人三教師やAtJ兵の

揮肋を受け西山菜と戦い､1802年にベトナムを綻-した王

朝で13代143咋r;;)抜いた｡その古称佃化に王宮か屯えら

れたのは､LJ.隆 くずーロン)､PJl命 (ミソマン)

rii帝の時代である｡フォン川の｣ヒFPに内堀を方形に巡らせた王宮は小堺Lu非の一日の E'ilに

ふさわしく､T/nnの紫摂城をまねて築かれている./l門は王
宮のiE三rILlで､石当主｣二に二筋ほが汝けられている｡Fll

llコは3つあり､これも紫,禁城の午FILlt同じ形A:

である｡午rLFlの正面に大和蝦がたされ､正面三段のI
-;投 F左右には正一ln以 Fの位階を示す右往が並べられており､兼,Jp.!城をはL:め朝鮮王朝の於福宮勅正殿前

の石丑などと全く同じである｡平城宮跡からも石ttがLLl上しており､その人纏足前庭にも同tnの施設が存在

していた｡まさに小竹世邦の史限にEl本が位置し､繭

l掛こベトナムが旺牡していることを脚 Jに示している.さて､朋

化城のFQiにはフ*/川が流れており､LEEIヒrFliEl

はさらにこのフ*/川から槻FfrJされた3km円方の校によってIifほ れている｡この外滋のすぐ内側に24

の稜憎を突出させた水垢と城壁が築かれている｡また

､この絶壁の北東鞘には銑平台と呼ばれる放立した校旗I(の要'4Wi等かれている.このよう(1枚掛 こ守られた

内Plに

は､玩王朝のrT政横網が方形区面内に林立していた｡玩王朝が57'RにT71朝の制度をまね､5!布の任所であ

る王宮もそれにfiらったわけであるが､一方でその王3r.i

.'を守る外堀煙にはフラ/スの披鎌を導入したのであった

｡つまり院二E朝の榔城である頼化城や滋定'6城は(いlBl

lh-代からの郁城制を引き継ぎながら､外与哲に機堕を探If

lした烏は火影を放っている｡ATT二}アの伝統的拙rl了笠瀬と､ヨーローJバの近Ltl的拙rri普茶が同店した

わけである｡さらにベトナムにおける捜憶の築城は他の71

77諸国におけるは望eeE城がヨーローJバ諸国が植民地支配枚茄の郊一段階として行った榔rlfit設ではなく､

ベトナム王朝が自ら苓城したものであった (写鎧13､



写X13 7エ城珠の綾里と水葎図18 1帆化城､]･iTu図 (参考文脈10による)

tLH Ej本の校旗式築城さて､lコネ列砧

における披準の斗人は､磁永六年(1853)のJAはIの来航によ

る伽 ''王者偏のEl的で硝薬された仙台､缶鰍 こまず

採用された｡江戸湾防l削こ実かれた.,rL',川台上削ま､矩形

を並木とする平面f#超であり抜壁を位点したbので

ある｡さらに曲型的な足型障壁としては､苑子i/d台や西常砲台､

天保山台切で耕人されている｡しかし､fjんと言

っても五稜非の構藁が披整式築城の典型であろう｡日

米初秋集約により拓蛇が開港されると荷船代官所が泣

犯されることとなる｡これがいわゆる五拝外で､安牧田iF-

(I857)に古工され､慶応二時 ()866)に完成し

た｡五角形の足形按塁で､さらに接空相の凹$に半n

歴という独立した綾窪を5箇所設zLする計音であったが､実際には1箇所

に設けられたにすぎな かった｡ 妬

城



図19 rl綾部IFliB捕尼iElLgJ(参サ文献】8による)

このように8本の捜偲式築城は耕兼の海防とともに れており､砲眼が開かれている｡なかには女増の設け

導入されたが､その没IHこ日本人があたっていることは られたものも存在する (図20)｡

芸忘孟芸完 f:芸豊吉;L}T7芸警 :i';3<-:,7:芸 っ ;一二 二 = 二 二 二 ネ さ

玩王朝が築いてはいるが､その指導にフランス人があたっ

ていることはまちがいfLい｡El本の按摩は自国によって
設汁され､築城した例として評妬されるものである｡

(5) 乍氏糾急事の袖yJ

17-19世紀にかけて李氏朝鮮は江勺叩けr_明約におい

て故多くの砲台を築いているE,これらは12鎖盤､54他

台､8砲台と弥されている｡特に江華Rrtf梅LJJは長城

とも呼ぶべき長大な城壁を葵Lいていた｡

ところでこうした砲台には捷塁が全く認められない｡
乍



おそらく中国の冊封体制下にあり､鎖国に近い国策

を続けてきた李氏別解王朝のとった海防拓が､このよ

うな旧悠然とした砲台を遣らせ､ベ トナムやEl本のよ

うに西欧の築城技術､楼壁を導入 しTiかったのである｡

こうした旧位の支配体制から脱皮できなかったことが､

その後の別邸の近代的展開に大きくのしかかってきた

わけである0

7 おわUに

EtJ非Ltl卯は-7Jrでいうと､序列のLU'邪であった｡粥

肉社食のヨ-ロノJ<世界とは､対敵こ位FElする世非税

であるとも言えよう｡それは冊封によって決められた

坪列でもあった｡Elj国立補を瓜烏としたアジア的な主

従rH係こそがFFFl封体制なのである｡

特に明代以降に搬我となり､太祖抄∈武帝は即ムヒ後直

ちに周辺き別室=こ対して入日を促 し､これに応えたE蚕=ま

剛節､EF本､琉球､爪唖 (ノャワ)､過椛 (ノ十ム)､

三仏斉 (サ/プノセイ)､斬門答刺 (スマ トラ)､鵜刺

加 (マランカ)､安繭 (ベトナム)など十筒国余にのぼっ

ている｡こうした序列によって王に任命されて中JLlJや世

相の-Llとなり､中国ミF紳 l政治をrf徹 していくわけで

ある｡その出現的な変こそが都城制度そのものであった｡

アジアの郁城は､中Eflの耶城形態を梯激 しつつもそ

れぞれ独自に光速を遂げて行ったことも明 らかになっ

た｡朗鮮半よもでは三国時代以来の中原王軌､遊牧男乱rS

民族､倭冠苛々の位略を受けており､｢傑民｣ とはiP
なる純叔国家の(∃灸ではなく､切実fit現実問越であっ

た.｢烈嶺保民｣を国益としてLJJ城が発iBしたのである｡

一方､EI本列鵜では郁城の外郭ライ/である維城そ

のものが削除されてしまうQBiE球では城の内部に小加

協ではあるがfIl令体制を頚人 していた｡このように中

E司都城は､変谷を遂げながらもTRアジ7全域に受容さ

れたのであった｡

ところがカンボジアでは､宗教による事市税が栽朗

されている｡カンポi;アは15世紀にlLllEにおよぷ醐ili

をしているにもかかわらずである｡まさに祭政一致で

あり､中華国家のLX;教がElt_I.憩であったのに対 して､仏

教､ヒノズ-教は宗教そのものであり､かつ政治体制

よりも宗教を優先 した結架-として位IEづけることがで

きようO

こうした中-Il盲世非の扶Fy･にヨーロy,<の帝Iil]三森が

アジアを俊略する｡その尖兵として蟹鵜が捕築され､

HE_k湾を確保し､郎rl】iB投をおこなう｡ しかし､ベ トナ

ムではフランスに支配されたとはいえ､自らのコ三城に

自らの手によって棲堕式城郭をBe･城する｡El本におけ

る越壁式城郭 t)同様に､E]本自らの手によって築城さ

れたのであったb

拙崩では､アジアにおける城郭について､Lifl王達･磁

殻如満から山城の発iSという防御施設の発展と､EP準

世非を只現化する郁城､さらには近代にIq入された稜

壁について概別してみた｡そこには7ジ7m 司のもつ民

族性カ抽】実に写し山されている気がしてならない｡今

後も城邦という'iIUfi的防御施設を探ることによってさ

らにアジ了の多fR性が明らか となっていくことだろう｡
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トンレサップ湖の意義とアンコール遺跡群との諸関係

用田 政叶●

HistorJCalSLgnlflCanCeOfLakeTonLeSap

andtheAngkorRulnSlnCambcdla

YODA.Masaharu◆

1 ミーソンとアンコール

私たちはかつて､ベトナム社会主義共和国のフ工､

yナンを小心とした地軌 こおいて羽並を行い､その成

光はすでに別途､鞘告している■｡特に､チャンJ<王

国の兜地 ミーソン通称を妨ね､またチ十ム彫刻美術館
で多くのチャ/パ石皿彫刻を拙祭することができた｡

そこで､+十ン,<と良いr;"､赦州娼係にありながら

も形背を与えあっていたアンコールコ三朝の本凹地､7

ンコーJL,通称Cfを訪ねた｡また､人びとと水とのE対わ

りを探るため､瓜I旬7177瓜大の糊 トンレサyプ湖に

も足を延ばした｡

2 トンレサ ノブ湖とメコン川

イ/ドyナ二ItJ.か11火邦にLll旧するカンポノ7は､タ

イ､ラオス､ベトナムと円墳を接し､llnほどをメコン

川が流れるlll火平脈をlIl心とした岡である (匡‡1)｡

LILLlli恥まE=l本の約二l三分で､そこに1.100万人の人が

写暮 1 両事のJコソ川 図 1 インドシナ半砧全t8Eg](上

方

1999を一部改変)1半らしている｡ク/-ル!吾が公ml

L,Aで､クノール巌が90%以 Lを占め､チャム族､

帝人のはかタイ族､タン7 -/族fj.ど20

以 Lの少故民族がいる｡チペ･Jト調畔に澱を兇する

/コソ川は､中国､ビルマ､ラオス､タイ､カンボジア

､ベトナムを通り､/コソデルタを形成し偶/ナ海

に注いでいる｡その/コノデルタは､LLr舛殺人の米生

産地であるが､やや上流のカンポジ7'Lll91平帽もまた77



髄民地時代の1866年､フランスはメコン川を繭 ノナ

梅からtl]周'B痢'HIこ:kろ過柵のための航路として利m

Lようとしていた｡しかし､途中にはいくつかの滝や

浅瀬などのn然陣'Hがあったためこれをあきらめ､ベ

トナム紅河の脱党にtlJり替えた十｡喫水15フィー トの

大型船が遡行できるのは､河口からプノンペ/のやや

上流､カンポジァのタラチエまでといわれている一｡

Jコ/JIIと7'/ンベンの北で合従する支洗 トンレサ7

7'川は､上流で トンレサ･Jプ朝と11'る｡乾期は2.700

kmZほどの面的であるが､両肘 こはその3倍にまで広
がり､JJl辺雅は.d水してしまう ｢仲縦する湖｣として

知られている (図 2).カンボジア!,畠で ト/L/サッブ

図2 トンレサyプ湖 (石井1995)

写暮2 足水したト/レサヮ7'湖とは､r淡Jk

の広いひろがり｣という意味だそうである｡広いところで

は幅10kmにも及ぶi2水杯で臨まれるこの湖は､雨

季の逆洗水と典に湖に入ってきた魚が､浸水俳ri;Jで産

卵し､経机がそこで育つため淡水魚の宝姥とIiっている｡215経の魚が知られ､漁凍石も10万 写暮3 トンレサップ

鞠の};旦モ/ドリとJt速乱蛤





そして､巨人イ7芯地薬物を長期HHにわたって班放し
掛 ナる9;軸ノ)を純株したのが､跡城の火西に配された

巨人Iiパライという貯水池とFll水jiE河網であり､これ

によって811-6下haの水圧】稚itが可能になり､50万

人を兼うに足る崩lであったという ｡

4 トンレサ ンプ湖とメコン川の歴史的意義

これまで ｢アンコールの王凍｣rj:どと呼んできたが､

実 は的なる排でもriけ九は城でも1JLlい｡ここは､その

lP心に才t林Lllを悦Ll:El】火与炭を措き､まわりに海と
山々を&す巨人Ii泊と用壁を築くなど､神々の世才Eを

地上で只Bl化しようとしたものであった｡そして王の

触JJは神格化し､政治と'宗教は不妊一休のものであっ

た｡四)I-へ止る鵜抽となる道路と丑かTA-稲の実りを探
正する巨人貯Jk池や配水運河は､この世の禁固引乍り

上げた社会越せでもあった｡

江戸時代のDJめ､架q仰 鞍易の拠点として東南アジ

アの各地には日本人町が作られていた｡当時のカ/ポ

ジ丁にも少11くとも300-400人以上のEl&人がLEんで

おり､彼らはア/コールワットを仏教聖地の択闇f17台

と考えていた｡仏教の聖地かどうかは別にして､ア/コー

ルを築いたt三の岱図はまさにそこにあったのである｡

写暮7 ト/レサ･J7'iulの九本付

そもそもノコ/デルタは､古くからクノール人の6L

i域であった｡2LLF紀帆こ成.iL､中国が扶南

と呼んだLAである｡ /十ム柑こiLiiLl:オケ

オでは､中B:1の後淡絶やローマ帝Ljgの企はも

発見されている｡扶南は苗代国際烈品のセンターであり､オケオは

その外港であった｡メコ/JIEは､退く

Ltl周'Lt繭に源を発するが､南シナ海からのAEl

でのBI:は途こいの放カ所の稚所によって纏めて

焦しく､またいくつかの山塊によってその淀城は分析されて

いる｡今もいくつかの回のEg墳付近を放れており､いわば地妨的にまとまりがIiい淀城である｡ それに比べ､メコン川河口か

ら

船で上り､プノンペン付近でソ1ムリ7ップ川に入り､ トンレサ

ッ7'湖に至るルートは､はば一山韓でカンボジア平既の臼んq

Jを流れる｡そして､その ト/レサーJブ柵の突き当たりで船を下りて

､遡指を まっすぐ北にとると､ジャングルのI



15LLl紀 に､ ト/レサ ソプ川下流に退鮎 して以降のカ

ンボジアは､メコ/川に而 した港に総力の中心を把き､
そこでの交易の幣PJ)と統制 を払銘 とする継7m司家であ

るといわれているe"｡領域の奥雄城 にあ る紳格化 され

た王 とその都では､15Lu-紀 を噂に南 シナ海を通 じて7

ジ7越山を図 る西欧矧 司に対応､できな くな っていたの

である｡

このことを､大手u盆地か ら大和川下流域の河内平蟹f

に､5Ltl紀のある段隅でその縦力の中枢を移 し､瀬戸

内海水桁を通 して､中国大陸や糾群半砧と対応 した倭

王鰍 こ例えることがで きるか もしれない｡

tl

tll｢アシプア巧古宇研究棟輔弼Zi確LB:1 ベトナム蛇｣r人rul
文化｣畠l; 油然[,L.と立大学人r;;l文化学部 200咋
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L3)EE12) 5日
lJ)三宅一郎 ｢駅名まえがさ｣(i;Elルジュ･セデス､三宅一

郎駅)rT/コール連珠｣連合Lil賑 1990iF 8rr
15)王J-12)】22ri
16IEt(2)】23･124Ei
(7J吉良Ta夫 rト/レサッ7'湖一メコ/川の巨大14退木地｣
r増補改訂版 世非の湖j滋円hrは芭世湖研究所 200)咋 102
-1031G
(8)Fタ■ロリ工の ｢水JJJ比企払｣(江(2)125ri)
(9)石滞良BFlr古代カンポ1,7史研究｣E司rlflJ行会 )982咋
什D 旺12)132il
l]l)本文は､｢アン⊃一ルiB捗CTとト/レサ-'ブ噺の史R')音義｣
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て､一部､鮮き改めたものである｡
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イスラエルの琴湖と琵琶湖

用EEl 致柿◆

ComparatlveStudiesbetweentheLakeら)waReglOn

andtheLakeK)nneretRegionlnlsrae)

YODA.Masaharu◆

1 牢湖 ･ガIJラケ湖

イスラエル北斗三部に位芭し､

郷 土TT名fjプラ/古跡 こ抜する

ガIJラヤ湖は､riC西)2km､南

北2】km､悶Lu55kmを計るイス

ラエル収入の淡水湖である｡

盛大探皮43m､平均深度256

mで水Jitは歴世湖の 1/4程度

であるが､この欄の携謁は梅面

下209mと､t!圭非で瓜低地にあ

る淡水湖としても市名である｡
図1 ABアジアの琴

この湖の水はヨルダ/川を南下し､死海へとEE･いで

いるが､ここはイスラエル位大の水がめであり､古く

から鞘の吃横地:汀へ送水が行われるなど､現在でもLl
内iFこIZll水EJ3紫の 】/3をまかなっている｡

ここではガリラヤ糊 ･ヨ/L,yン川 ･そして死tW,Jl辺､

いわゆるヨルブ/川水系とでも言うべき地域を中心に､

先任湖地域との比較の中で､その湖環境を紹介してい

きたい｡

ガリラヤ湖には､｢1望ペテロの帆｣ と呼ばれるテラ

ビ丁の他､20潔以上の淡水帆が生息し､漁業は較光と

並んで鋸斐fi産光となっている｡特にテラビアは､か

ってのEl本の帆尾にもイズミダイと称して並んでいた

桝染み疎い瓜である｡

持虻がEl本とはば同L:所に位旺するこの湖は､r旧

約切望TJlの中では ｢+ネレットの海｣と呼ばれる｡iyl

の形が豊等 (辛/-ル)に似ているからだという｡ま

た､r新約兜yJlでは､イエスとその茄子連の活動の
FF台としてたびたびK2切し､キリスト丑徒の巡礼には

図2 位犯例およびヨルダン川水系欠かせない地

域となっている｡先史時代以降､十



写Xl仙北Niの港､対If圭はゴラン矧Jユl(テ
ィペリア)ることが知1られるが､一方で､全く火なる地判l的状況

､民族やJ.qiQ地域とのかかわりなど向けの歴史がある｡

2 ヨルダン川水系の状況【日

払北方リラヤ湖に面Ll=ティベリアは､2世tE'

以降､ユyヤ故の増価として栄え､今は行染



写兼4 f(Lの水跡 y (ェ/･ゲプ)写実5 レストラ

/でのテラビア料PU(ェン･ゲ7')SOO卜/であったものが

1980咋代には1800-2000トンの水掛 デを誇るよ

うになった｡沃(･柴従叩右も300人以上いるようであるが､#Eli盛上;とは政肘により厳 しく制限 されており､ftE帆の放流も賎んである｡托tf潮のそれよりfj

:お小型のirF一船も多く､船艦には反りがあり､柿は長さに比べ広いずん
どうTEL鉄のVLi体である｡ガリラヤ湖は170てF三万kmとfE琶棚のl/4程

度の広さであるため､rilく航rTする必製がないこと､bともと

TG竹に肋桝を1T′ペ､外板を張る洋式船の特徴を引き継ぐからであろう｡ティペリア山 Lのローマ叫代コイ/やマグダうで11ることのできる HLl紀のモザイクの船でも､船

底の反りが見えるが､恥妹を引くのはそれに与iる船LTの粥igL



写X6 船のモザイク (マグ'yラ)llne)､lll前群 ･巷粥 (purw-sclnCnet)､それにベ

ランyネ･Jト (verAndanet)と呼ぶ ものが

一般的である｡ペランyネyトは良さ2-3mのIei

lJ:のものに支えられた良い柵を水IT打に跳ね E:げるように

して磯るllt法で､35と琶湖では知られていIdい｡-JJu､刺 し網のIIJでもthree･wal】edcorlSLEuCt)

OnOrLr8rrLme)と呼んでいるものは､壬己も宝湖

のフナサ/マイ(.LどどI.Fぷものに似る｡また



に苓かれたデガニヤ ･ダムによって人工的に哲理され

ているが､通常､史のおわりが応も水位が低く,Lfに

はFbl水位に11る｡糊の敬譲部は約43m､貯水瓜は約45

位rn'であり､デガニヤ付近のヨルyン川流水血は4
位5000ガm'と.7われている｡

BltEのデガニヤ ･y上はfEt!湖で請う南郷洗場や瀬

u川洗Jgに相当するが､qJ.いのほか小粒手兵で､ゲート

を二つ伴えて､その上部はj古格とrJ.-っているO川幅は

)5-20m1-迂皮しかIiく､fE位湖の悶L】削こ多くある逆水

防止用の矧IIJの大粒f貞11ものという壊L:である.しか

し､これがイスラエルl司民の生命の水を握っている｡

ちfiみにイスラエルの年ri:J水幹源Ri川虫は15依m'

であり､そのうちLI也5000刀 m'をヨルダン川から得

ているわけであるから､地点水栓計9位5000万m'の

約半分はガリラヤ湖の水をたよりにしているといって

よい｡

ヨルダン日と/リ7E司境から流れて出てくるヤルム

クJJlとの合流地点付近において､ヨルyン川はコンク

リ-ト三fr和iりの大型排水粍tA:とIiっていたが､それ

より下流はヲルY/とのE司墳控訴･:il･となっており近づ

くことはできIltかった｡ただ死海近くでは､盟むでい

う ｢ユyの荒野｣という滋朝がふさわい ､茫漠とLf:

.TL即のEIJに､1ノ軽の述だけがあるというii主税の中で､

iaとてI三nJ'する導水でだけがEl止っていた｡

写XIO ヨIL,タン川西Ii王の課帆Jii

以所や水系は光なるが､地中海に

面したカエサl)7でローマ時代の導水鰭を見ることができたO

カルJル山から20kmはど伸びている茄柴式のもので､二

つの水指がセ･/トであり､両群キ境内の王≡琶潮境水

のそれを敵わせる｡(4IiB跡Kリラヤ湖偶辺で､そのほとりに位Eする通称のい 写Xll

デル.ハブ-ルのiB捗とKl)ラヤ朗くつかを3匝】に

わたって訪れた｡デJL,･ハダールはd

iLiL テル ･キ/-ルは北l;圭には超し､ェン･

ゲプと)t･に#那こ面した都市退捗である｡テル･-y-ルは

ヨルyン川からガlJラヤ甜菜梓を通りYマカスカスヘ向かう

空前にあたり､テル ･キノールbガリラヤ湖から地IIJ病にi由

した古代の落町7 ッコにEIlるid掛 こあI=る｡湖上交通

と撫開陳にこれらのテルの立地を説HJJできfjいもの

である｡ま1=ガリラヤ瑚脚 捌こ比虻するクル/もビザンチ

ン時代の仕滋院で､Bl任はiB物の壁や仕もtiI元され､訪

れた時､弼天のれ切では10人ほどの軌亡､なユダヤ教I.7

占による偶式が行われていた｡街元されたia跡が生き

ていた｡ガI)ラヤ湖北IilのJ</と帆の教会､盟

ペテロのB命教会は､キリスト教ゆかりの他である｡前者は5世をL

rの((tのモザイクが床に妓っており､ガリラヤ欄J

.q辺のイエスの汀;7-はほとんど江IlrA]であったとい
う伝承､あるいは+リスト教と孤L師のつながりの深さがうかがわ

れる｡ガリラヤ湖からヨルダンJHを少し下ったと

ころにあるのがペト

･/ 十ンのi合併で,古米よりダマスカス-向かう'･IZiJ的■)要事iの他であった｡エジプト時代の神殿

鉢､ギリ/十･ローマ､ビザンチ/時代のモザイクIiどが妓る大Bl傾IliB跡で､今も発掘凋Jeiを進める傍

ら佳i史･'(32元を行い､兄学名を脆めている｡2I



が､世舛J設古の折川丁といわれるそのFuiIさ9m､紀元がLJ

7000咋tnの坊や噂の泊榊に改めて熊く｡T旧約兜考別

で､ヨ/ユ7が七つのラy,<を吹いて難攻不落を狩っ

ていた城壁を破壊した物語は有名である｡
ヨルy/川は､瓜終的に死海へと至るが､その沿岸

にクムランとマサダという大きなia跡がある｡前者は

20世紀瓜大の考古学的発見と言われる死海文;!Fが見つ

かったユダヤ教エ ソセネ派の過跡で､扱者はへロデ王

のTE-炎である.後に､イスラエル版白虎隊の舞台とfi

り､ヨセフスの rユダヤ戟君己Jも伝える､いうならば

山城となった勘所である｡火遁していえることは､大

きな貯水槽とそこへ繋ぐ水粍群の施設が充実し､漆喰

をきっちり塗るlJ.ど､どちらも水に対する備えはI∃を

ll..張るものがある｡マサグの貯水総Ji王は4万 トンとも

5万 トンともいわれている｡

1986ir11月の雨不足で湖の水位が3-4m下がった

鴫に､湖qIから発見されたき己元前後の本題船を扱黙す

ることができた｡このn料は､ガリラヤ湖西岸のイグ7

ル･7E)ン･センターという博物郎iで保存処理され､

一般公糊されている｡ここではEl本譜のガイドLi'デオも

手に入れることができ､その木造船発17..の契機､発射

の梯子が紹介されている｡この船は､2000年に‡E琶湖

博物即lで偶催した企画展 r棚の船｣でも取り上げ､朝

地でu元したyriをfE琶湖博物館に巡び込み､展示した｡

3 琴湖と琵琶湖

Jfリラヤ湖と轄琶湖の比較は面白い｡琴と王巨顎とい

う名前の付けIJJ-のろIdらず､水がめであり､観光地で

あり､IE-.仰の地であり､一方で曲集が舷んで､古代か

ら交通の数衝の地でもある｡また､湖辺に追跡も多い｡

テガニヤ･ダムと南郷洗場や瀬荘川l洗堰､真書水橋と

琵琶湖疏水､dlLの方法､ティベリアの港と浜大日!､か

っての木造V.)や碇石｡湖の水の色も同じで､滋fyLr詩で

はfE琶湖のことを ｢ウミ｣と呼び､ガラリヤ湖はSea
orG811】eeと吋はれる｡

しかし迎いも際立っている｡水の色は同じでも向こ

つ粒のIfと色は全く災なり､訊れた3回はいずれも乾季

だったからでもあるが,亦茶けており他生も追うO

水利frlに対する執念はfE琶湖以上であり､多くの冶

跡や今も生きる施設は我々に水の改み､ありがたさを

教えてくれる｡

Ⅰ主

(1)本文は､川u]政岬 ｢イスラエル考古叫†即日一琴の湖･カリ

ラヤ欄-Jr滋放Ⅹ化肘だよりJNo177､1992梓をもとに
Ll+がら､その後の1996年､2001畔の粥(5i成JLtを相まえて一
部､IIEさ改めたものである｡
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アジア文化遺産の諸相から

-日本の文化財保護 ･活用への視点を探る-

山本 一博◆

ProblemsandProposalsConcernlngAslanCulturalProperLLeS

-Protect)onandUseofCulturalPropcrtleSInJapan-

YAMAMOTO,KazuhLrO◆

1 8本の現状

El)文化財の保存･活用の新たな展開

文化財保護も今､変革を求められている｡現に､国

は広くこれを訴えている｡その一つが､平成13年11月

16El付けで文化等議会文化財分綿全企高調亜会 (以下､

｢企音調売仝｣という)が報告した r文化財の採存 ･

活Fl)の新たな展開-文化j書轟をA:乗へ生かすために-｣

(以下､｢報告文｣という)である｡

Ii名は､埋銭文化財保護の対応jn知ritどを代-3m に､

この分野の文化庁通知等は､従来より現状iBiP.型が多

いと感じている｡今回の ｢報告文｣も同様の感が否め

fiLい｡したがって確LB文の内器は､Bl糊ではすでにiu

行している部分も少なくない｡つまり､そこにna己され

ている内器と臓関しつつある呪光との日月に大きな帯雛

はなく､方向性としてはまさに別突そのものである｡

したがって､我々のように職排としてそのことに携

わっている&-は､迅速かつ効率的にその方向に沿って

月経的7)fl…を展榊していかI+'けれlLならない｡そこで
JB:文では､この報告文の内筒を楢まえ､過去､実見し

た7プ7の文化ia産の現状を通して､わが国における

文化財 ･文化iB産の保存･徳川にTi益111批点を探ろう

とするものである｡

12)報告文の故実

企画淵禎会は報告文をまとめるにあたって､二つの

ことを大きな性としている｡一つは ｢文化財の保存･

清川方茄の見LtfL｣､もう一つは ｢Frたfl'批点による

文化財の保存 ･活用の舶睦的な経巡｣である｡そして､
険肘孝.lHIさとして導き山されたJJrおでも､二つのことが

鍾朔されている. 1点Elは､文化財保護活動の対象が

拡̂-していること､2屯巨=ま､さらなる文化財の活用
を進めることと､その活動に住民参加を求めているこ

とである｡

そこでこの2点について､もう少しみてみよう｡

まず 】占巨の対象拡大である｡報告文では､拡大し

た対穀を ｢文化遺産｣と滋Blしている｡ところで最近､

r文化水産｣という言燕をよく耳にするが､その内零

は定まっていない｡いくつかの任味で使われているよ

うだが､瓜も基本となるのは､ユネスコの世界iB産の

一分野を示す用法であろう｡

ELr非jhEI-とは､1972年Ll月ユネスコ捻会で採択され

た ｢世非の文化j名産および自然iB産の保護に関する灸

的｣に貼づき､Lu非通産リストにな鎖されたものであ

る｡ここにr2録されたiB塵肺 ま､肖然退座､文ILi&薙､

その両方の淡紫を持つ投合iB塵の三つで捕成されてい

る｡すなわち､ユネスコの世非通産の一部を ｢文化iB

醸｣と呼んでいるのである｡

しかし､報告文の文化iB産が､ユネスコの定義にaEl

らしたLtr舛通産を示すものでfLいことは明らかである｡

それでは､報告文の文化i土産とは､どのようなものを

指すのであろうか｡これは､竹LJE]:文中次の一文で定義

されている｡

｢今日の社会純益や国民の忠誠の変化を受け､有形･

無形を問わず､歴史的llL拓也を有する文化的111所産を

文化財を含t:広い意Ijでの文化iA産としてとらえ､｣
(耶3 組合的ri税野に立った文化iA産の保存 ･活用

]新たfA'設定丘)

つまり､今までは献みられることはなかったが､近

咋の'il激fj:班会変化を1_H託にFTたに片.!火的価値を1-1山

!:HJta川町立博物館 NotogawaTownPubllCMuseum
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されfこ文化lr'J所産を､従来の文化財も含んで文化iB産

と呼/Uでいるのである｡例えば､棚U｣や埋LLr､近代の

科学 .琵澄退座/iどは､従来の文化財という件桃みで

は捉え切れないものであり､これらを含めるための概

念である0

2曲目は､より-Wlの清川とは民参加の強調である｡

徳川については､従来から練り返しflLL言されてきたが､

なかfiか成柴が現れてこIdかったOこの別状認unの L:

に立ったさらなるは言であるCそして探題L砧qllの施策

を兄1日し､文化出座を保誠するためには､まずそれを

活用して人々のJq味を呼び起こす｡その上で保誠への

rX)心を7..')める､という萌∃環的手法の実施を求めている｡

また住民参/nlは､文化財保護の分野に限らず､あら

ゆる行政/分野での憤向と言えよう｡しかし､この分野

での経験や米紙は不足しており､fj:かなか別儀的にy奈

み込んで行けない状況にある｡もしこれを進めるとす

れば､我々r災】係稲の大胆li宛懲l転換が突取口にfiると

考える｡

2 7ジ7文化i土産の現状と分析

Ll) アリア文化遺産税'Kの717劾件本文の

日仰こ対し､以下に述べる各7ノア文化iB産は､付

効fiJII例となるだろうか｡これについては､以下の理rlllこよりTl効と考える｡

文化iii産の保誕 ･活Irlは､文化冶疏そのもののために行われるのではなく､人々のため実施されるもので

写天1 ホイ7/の約･ltlろある｡人々と全く接点を

持たない文化地産の保存などC･1味がない｡人々と

文化i&産との1巣】わりこそが､JaもlTi柴'

なのである｡この軌知こ立てlg､槻1.]L-する各文化避

妊はそのZilあるいは7ジア喜代滋するものであ

り､文化地産と人/Zとのylj雛が接近している糊余

でも､あるいはそうでtj:い槻缶でも､その細離感が何らかの現象と

して非箱にわかりやすく現れていることが軌待できる

.またどれも､それを収りZj!くl〕然 ･tL全項

墳などから切り離されている岐合いが､日本に比べ低いことも好条件になる｡

なお､ここでいう文化i&産とは､世非脳症灸約やそ
のElqの法でiLFめられた特淀のものではなく､当該l

ilの出だ火的文化的所産ということで他用している｡ また､検討の

対象は文化i出盛のみに限らず､それを活用する施設､例

えば博物蛇などの文化施設の一部も含めている｡(21ベ トナ

ム古都ホイ7ン ホイ7/は､ダナノの繭約30kmにある｡

大河 トゥポ/川が城/ナ掛こ7:]Jぐ河口に立地し､)6-)引Lr紀ivjE;l

Lt他として栄えた歴史をもつCかつて日本人町があったこ

とや今も唯【Tsの家屋が残るなど､fT銭Er]継榔市にふさわ

い ､折此みが残っている｡199911F､｢古都ホイアン｣

としてLu-非通産に誰較された｡ちIELみに､耽々が訪れたと

きは､まだ世非i出座にはrE綻されていなかったo

rl本でいえば､伝統的旭遇物件の分1(Fに入るのかもしれlj:いが､歴史的称lr･与という雰rjはtはなく､非常

に



と結びついているとすればLtnl想な歴史的街並みである｡

ちょうどaJJれた時､El本人によって兜けられたとい

う来迎機､別名日本人橋には足場が組まれており､艦

I(宴の脳中であった｡しかし､全体的には必備も始まっ

たばかりという印象が触く､艶然としたj詩仙ではなかっ

たO世非ia掛 こ登穀されたことで､今後堆僻が巡めら

れることだろう｡小さな町であるため大きなiLL物はほ

とんどなく､その分､観光客をあてこんだ大型ホテル

のilL物が目についたO文化iB産との共生を願うもので

ある｡

三一ソン辻跡 西暦2ILl紀から15LLr妃､ベトナム中郡

にチャンバという同が存続した｡チャンバはヒンズー

教のIil家で､イ/ト的梯榊を持つlilであった.そして

一時期､中国と西アジアを結ぶilliのyルクロードの(Fl

継貼地として大いに繁栄したOこの同の兜地として残

るのが ミーノンi丑跡であるO

チャン,<の当nlJマハーバJレバクをはじめとするLIJ々

に朗まれたこの地には､JItLr紀東頃からヒンズ-教の

ノバ神を配る桐生がiB立された｡Bll7する約70排の耐

竺;i即は､8L阜皇紀から13t世紀にかけて祉てられたoチャ
ン,<のi15造物は､ ミーノ/iB跡以外にも冶仔するが､

ミ-/ンのものは､他と災liる柴紫を持っている｡そ

れは､その嗣柴がが王族などごく一部の上層階紋を対
穀とした!tlZ地のilL物であったことである｡そしてこの

in跡も､7工と同L:199g咋世非iZi産に塁?.iされた｡

ミーノ/適跡は､チャンバの経折柄市ホイ7ン､王

mけ 十キュウ､そして ミーノ/と､はばrdiからiq-へは
ば-La掛に此ぷFTrにある｡ホイアンからは､紅組拒雛

にして約30km西方の山lIJにあるO ダナノからは､ill

で2時間ぐらいの拒雛である｡

iEI跡入り口に到1'[後､我々の11互から訂世話mIJのILiに

乗り換え､さらに徒渉で山Jllへと入っていくCすると､

赤茶けたレ/*'の桐生即が日に刃篭U'込んでくるoilL物

のqr/Zに(如くLJ一見､祉築部材の石材やレンガが散在す

る様+からは､とても髄節が行き厄;いているとは言え(dL

い｡ヒ部が過付する両生もあるが､それが失われ､内

部中央部にリ/ガが野ざらしになっているものも少なく

ない.各耐生鮮を巡る瓜はその部分だけi'.1-がfiく､人

の少く幅にE"lがりくねって､獣滋のように続いているO

また､ミーノ-/嗣1.L'i肝Jll広大放校で壮溺な韮両党を

持ったA抑 ま､1969咋のアメリカ三Jfによる煉鞭でその

ほとんどを破壊された｡そして､今もほとんどそのま

まの状態にあるb壬両生の入口に使われていた大きな

石材が放還されたままの光肘 ま､米に,前々しい感L=が

する.今も妓る大きri穴は､7メリがiFの砲弾跡であ

るとの説明を受けた｡我々がfTi;在していた1時IZl繰 り

のIL;=こ､他の兄学名が訪れることはなかった｡ここに

到君iするまで近くに大きfiL非請を見かけることはなく､
おそらく地元の人々が頻繁に訪れるということもない

堪‡所であろう｡

皿跡についてある程Ea-知誠を持った人が､それを見

守に米るというのが､今のミーノ/退跡の利用の比f姓

付けではないだろうか｡





れていった｡この活動は､カンポジ7のIJl戦が激化す

ら)970年代Lflqiまで較くことになる｡しかし､内戦柊

も与綾もポルポト政撤下では､通称の胡虎や佳役が行わ

れることはrJ.かった.,このHl11に､内戦がアンコール退

跡には火な形書を与えた｡そして､ボルボト軟撫柊t■壬

後は､ただちに.判Pt膳牧が開始されたという｡しかし､

Lll非Ler稚fJt紬の際には､内線がもたらした彬背の大き

さから､同時に ｢rG機にさらされている世非ia産 リス

ト｣にb豊iよされた｡

Bi在では､Hノ仁やフランス､ 7ノリカや中周などの

個々が､保存性紺作男に参hlしている｡らJ=うど我々

が訪れた前Ef､｢u本国枚肘アンコ-ルiB跡政所チー

ム｣によるパイヨン北捉戊の佳i史完成を祝うよ典が行

われ.その全域がまだ妓っていた｡このように7ンコ

写X5 任ig完成式拠金1拍-ルiil跡群は､LL

r非心醸lIJの世非i舶tのf.にふさわしく､カン

ボジアE7q拭nらの手はもとより､世舛各回の控肋のもと､

凋fE蛙紐が継続されている｡7 /コールiB排

耶中位も打名Iitのが､王朝瓜盛期にi丑jさされたアンコール ･ワ･Jトとアン

コール ･トムである｡ア/コールワIyトは､12世紀前半にiB

てられた石造-寺院である｡Al西15km､南

北13kmの範朗を､帖約190mの姐が巡っている.E

7本の.lT代寺院であれば痛が正面になるが､ここは西がiE両とな

るO良く三好に向かって延びる参滋の行きmくところは､三Tq

llのlf,I臆に18は れたl巧さ65mの中火i

iJ盟である｡このtI大なiJ!物は､クノールの世

舛税を現したものt_tといわれている｡また､

アンコール ･トムは12世紀東研に築かれた伽城であ

る｡一辺3kmLq方の… 域の中心には､拙世7r･禁煙の四
面仏でlJ名11パイヨン寺院がある｡アンコ-ル近称Efを訪れる人で､この二つのiB捗を見学 しない

人はまtLいないだろう｡そして､多牧の見学者が両逝 排を訪れ

るということが､両連珠に多くの地元の人々を桔びつけて

いる｡7ンコールiB弥郡に関わる地元の人々は､大きく二

つのグループにJJl

けることができる｡-つはiB捗と関わることで何ら
かの収入を相ている人々であり､もう一つはごく一般rr'･)[JH',･Ibl!I=宿の糊としてF鵜lわる人々

である｡HTJ占の一つに､みやげ物をJ'..Sっ

てくる子どもたちがいる｡Tノ十/･伝統工芸品の轍物ク

ロマ一･拭族7._tスカートのサンポット･絵はがき17ン･コ-ル

石造物の解説 1!E･T=作りの玩LLliLど､

械々な品物を抱えて-,bL:り込みにやってくる｡

これは.7ンコール･ワットあるいは7ンコール･トムに限ったこ

とではない｡人数の多少はあるが,ほとんどどのアンコール通跡

で､この件の fどもたらが駆け寄ってくる｡瑚所によっ



ル .トムのパイヨン､午後は711ぴ7ソコーJL,･ワット

という朋芥にIJ.る｡物乞いの人々もこのことは充分心

ifEており､年前午後とも､それぞれのiB跡で見かけた

人も多かった｡

汲々が訪れたときは､t娼西空港からソェムリア･Jプ

曲行使はrLく､いったんプノンペンで/1ムlJア･J7'行

きの国内操に乗り換えたが､今は血行使が発許してい

る｡銘かその当時､此行使を迎えるために､ ンェムリ

7･yブ空腔がLSulT_'lrLf)であったことを記憶 している｡

写X7 ..1L!念'77斑の船影鼠王;iさらに郊外にいくつもlI'押BIJAがあり､その多くがホ

テルであるとの鋭rリトを受けた｡このように､アンコ

ールiB跡即にr

Alわる拙光醗男は拡大の一途をたどり､ホテルマンやガ

イドはもちろん､ホテル祉投にrWわる人/Iも旭光を成してアン⊃-ルiB跡LrFに結びついている｡

大半は伺外からの触北米のようだが､国内からyJれた人

もU!(折1A.かrH:.EilF勺仙北占を対穀に

､妃金柑彩を約けnうカメラマ/がいた｡IIMJに ｢Ko

nlCa｣とfLFかれたT/ 十 ノを古て､trL

l而仏をパ-,クにポーズをlbEる削母と孫を一眼レフカメ

ラで伽彬していた｡カンボジアE要民にとって､カノラはま

だまだ71沢品である｡同じくパイヨンで､Ig内の若い女

性t堤光客附7-･に､占いをしている城南も日解 した｡

先に叙l介したように､7ンコール遺跡群には百1

F:以上扶く淵点･任粒の歴史がある｡そして､今もそれ

は扶けちれている｡

こういった蛙役作業でも､地元の人々が作男nとしてb

いている｡また､蜂校だけでなく､iB排群の除(.t

作男､参道掃除などの採寸哲理作茶も､地元の人々にBl金

収入をもf=らす仕叩となっている｡由接収人をもたらす通称

との的わりのその一方で､今も並跡は現役の等炭であり､

折りを捧げに来る人々もいる｡また､Tン⊃-ル ･ワ.'トの坂で水浴tFをす る&'TP;や境内の/,tを年に血

べさせているク5性を見かけることもあった｡

世界ib産あるいは文化iB産ということとは別に､

人々のごく普通の生活の樹としてのi古跡も存在して

いた｡ボルボ ト政経時代の妃t一 アンコールiB鉢群
は世舛並産立松と同相 こ､危練に劫した世界通産にも空

蝉された｡カンポジ丁で丘咋抜いた内職の影書が拡大であ

っ1=ためである｡その位横を脱する一つの万箱に,研究

･任松のカンポジ7人桁等占行成がある｡これは､1



の行為が行われていたという本物の迫力が体全体をLE IL日 台所

迎するようである｡ホールに展示された天)ほ で越す
るカンボジア地図は､なんと頑題竹で描かれていた｡

=T糞の溌しょうがTiい｡
館内に甘く′1･'はfA-く､見学ともわずかfi外国人に限

られていた｡

もう-,Cの+ リング･7イ-/L,ドは､プノンペンか

ら病&-Jこ10km余りの郊外のある｡閉りを木々で凶ま

れた(.t地状の広鍬 こ､亡lい燐がillつている｡この塔の

四方に配された大きILガラス甘…りの窓をよく見ると､

中に症状と遊べられているのは､人の粛正骨である｡

先のトゥールスレン刑梯所に収容された人の多くは､

ここキリ/グ･フィールドで処刑されたのだ｡

ボルボト故熊励蟻検､jb竹が掘り出され､この塔で

写暮9 ヰリ/グ･フィールドの伏策堵u七着

されている｡区域内で見られる大きな穴は､その跡である｡今も現地

では､足下の上の中から､in升や亡く(i-った人の衣服

が政をのぞかせている｡トゥールスレ/紳物船岡排､吉糞を

発する気にも写Liを船形する兄にもI+'らIiい｡それぞれの施

設で､我々は人糊f

=tを支払ったが.カ/ポジア国内の人にその必変があるのはど

うかはわからない.たとえそれが無料としても､カンボジアの人々が放多く足を運

ぶとは考えられない｡nのiB経として.まだまだ生々い ､記ta

に速いないと出うからである｡沖拓の戦拭作製者や広砧の

披雄占hl､亡lらその経験を語るまでに多くの時間がかかったことを

考えれば､うILすける話ではあるまいか｡ 故宮博物

院 台杓には世非適齢こ空相されているものがない｡tLr非の l_斐Iigは台所を同



扶なLIl回の後継政肘であることを証明しているという

上張である｡

台雨を初めて訪れる外国人fk光'客のほとんどが､放

宮付物院を訪れる｡また､国内拙光雀も相当故いるだ

ろう｡博物院入り0付近やLEJl糊 は､見学者でごった

返している｡特に､台矧司内のイどもたちが､P]作で

次から次へと見学に溺れていた｡入朝してすぐのホー

ルIE面には､巨大Ii孫文の群像がある｡その前で､子

どもたちがきれいに拒んで､見学II桁の説明に榊き入っ

ているは子が印象に成った｡

先住民族 台袴に如姐とFから班民族が移住してきたの

は､L7世紀机めごろといわれている｡それまでは､マ

ライ ･ポリネ/ア系先住民がIF_むよもであった｡かつて

Fl本の統治時代､｢苗砂族｣と呼ばれた人々である｡
当然彼らの生活様式は､淡氏族のものとは全く光 fよ っ

ていた｡現在では､棟民族が9896舵比丘が2%鏡とい

う比-糾こなっているが､先LE民の7イデ/ティティー

はしっかりしている｡

ホテルのテレビで､1iS!以されている陸上逆手が､

r先LF.民の誇りにかけてb頑解る｣と､力強く語ってい

るのを見た｡こうした先住民丑為の;:盲糊の背景には､Eg

民のr:ilにおける台帝人あるいは台梢という国家舌鼓の品

まりがあるらい ､｡良†1三国民党支虎の巾で大陸との扶-

が叫ばれてきたが､その可能性があまりにBl実放れして

いることが徐々に訟…鼓されてきた紙袋である｡すなわち8

0年代以降の政治的民 に化の彩幹の中で生まれた台粥の

7イデンティティーの一つに､先日.氏の文化があるのだ｡

写暮11 不t一分1JL管理の民俗村襟元髪足

先は民にrWわる施設は台所各地に見られる｡そのLrlには､放冨博物院の

すぐ近くにある眼点台杓IT.lIf民博物h了のように

小触手Bながら近代的な展示設備をblllLえた施政がある一方で､先日｣艮文化を組付にしたテ-マバー

クも少liくない｡ このうち収々が訪れたのは､台柄

の南西15kmにある台両民俗村とTL.JT蛙のAT35

km三池l■EJにある台術Ii;ill民族文化蘭

区である｡前古は先住民1=-けではなく､添民族の文化も交えて紹

介している｡村内には､良托 ･辞冶域 ･篇づくり･桔脳づくり

fiど各経の民俗展示をはじめ､遜【司地 ･レストラ

ン･ホテルまで完佑されている｡そして､一番輿に光LF_民仕El

が何棟か襟元されていた｡しかし､見学占は邦もおらず､推

挙が生え放JBで,青史元住店-も礁711が口止っ

た｡到Li芸､展示としては成り立ってい11い状況

であった｡また､Jll阻するみやげ物騒なども付近

にはfdく､北谷の工夫もない｡一方､後寸†の台桝l

ポ†山支族文化L鎖Igは､広大11貞女地内にジオラマfiと

を映った展示のある文化陳列館･It.活形態展示棺､民

族邦糊が托られるか傾 ､レストランなどが点在している｡絶妙で咽

るには広すぎて､見学川無料J<スが伺遜している｡ここにも､

敷地内のある-1gに､先住民のは膳が挫元展示されて

いた｡前E-とltペると､Bl陵も

大きく､先LE9民族別にかなり内て与の尤'RLl=展示であった

｡しかし､前古同抜見学占はほとんどなく､i史元Lt垣;･t,摘

みが日立っており､充分fL背理は行きEi;いてLlljかっ

た｡さらに､谷を降りたりなったりする見学コースも

､耶当の体力を必要とし､有畝に見学できる状況には

Iiかった｡台杓南都のLLJq)に分JJITしたJ<イワン

族の天然スレートを使った紀元佳ri;r-rliでは､

故人のLIl女が作茶をして写暮12 i隻元東尾Il

苛で行われていた民只封作実演いた｡植物を 使って相

や敷物を作ったり､木工抽Xを披符していたこの人



(5) イ / ド

ことがなかった｡交i'L!えを挟んでラー

ジ･ガートの斜め向いに､彼が暗殺されたとき身につ

けていた衣服11どが展示された写実14 ガ

/ジー･スミリティー博物館〟/ジー.?己念舵がある

C残念ながら､我々はここを訊れることは出来なかったが

､ガ/ジー ･スミリティー博物館へは立ち襟ることができた｡ガンジー .スミリ

ティー博物館は､ガ

ンジーがデリーでのE暮=活を送った住搭跡である｡ここ

の展示は､Eltllから質光であった紋の当三宿を教えて
いた｡術解約であったのは､昭殺の瞬F;;Jの域所が､EIJl示され

ていたことである｡邸内に設けられた祈りの域に向かう途

中ガンク-は凶弾に倒れたのであるが､その折りへの少

みを足跡で滋現 し､それが尽きたところに冨己念碑がある｡この場所こそ､

マ-ー トマ ･ガ/ノー瓜柑】の他である｡見る人の心の炎

まで何かを訴える､尖に払出的な展示手法である.暗殺規糊と茶比のLiI所の迎いが舵



超えるFL7ii,)舵時代の占lhがある｡このうち五悠fnと将

I. 三I三塚は比較的蝦解され､見学IBも多い古tBである｡五

高句Xの古tIと好太王坪 lI1周火｣ヒ部とは､1J.屯江'GI

≠i林'H.並串'trとI～濃古El冶区姫部を含む地

域である｡そして､.I言外'trAI'iはrLq境

の町である｡国境を接しているのは｣ヒ軸lfであり､鵬松江を
挟んで見る対LIJの山はほとんどが禿げIJJで､

伯近よく軸逝される北軌ifのBl火を欠場する光lit



写X17 色浦皇宮付物院

は､見学三己念のみやげ物も販売

していた｡旧満州国連漣物群 Il)Egl

RT北部はかつて沸州と呼ばれ､火野的に日本のLi,

鯛地とfiっていた地域であるQ現rXの.!f林'tr良イ辛は､1時､hEi州周のrt冊で新h



LHま,台靖先住民族文化を舶材としているものの､そ

の比享板は娯糞､7ミュ-ズJント･バークにあるため､

他のものとは異なる点が多い｡しかし､文化止轟と人々

の接点を増加させ､文化it塵をおお川こ活用するとい

う面では､評妬すべき点も多い｡

多くの自国民が訪れる残るLl件に､共通点を見出そ

うとしたとき､二つのJヒj由点が指旅できる｡先ず1点

Flは､どれt,近過去のi丘産であること｡2貞EIは､ど

れb刈外国を哲哉させることである｡

この2穀について､それぞれ検附してみる｡

統一企師は､今から28年1-前､】975畔のサイゴ/yrl前

の象徴である｡我々の仲代ですら知っている近過去の

証人である｡ベトナムにとって､サイj'/陥前とはベ

トナム戦争の勝利をな̀昧しており､意識させる外Iilと

は､戦fll相手国アメリカ合衆国である

放宮梓物院には､柿朝誠亡後､中華民国が清朝から

受け軽いだ中国歴代の文物コレクノヨ/が保管展示さ

れているoLかし､そうgl純に今Elに至ったわけでは

fjい.,1925年北京繋誘城に放言博物館が設立されたの

もつかの糊､1937年､日中戦'jPの戦火を連れるためコ

レクゾ7ンは南京へ移送された｡その後も戦火の広が

りとともに､JqJlll6万両に疎開を余依なくされている｡

L945年､El本の敗戦とともに両肩へ戻されたが､今肝

はl司共内戦で国民党敗戦と同時に､1949年､蒋介石率
いるLLl民党とともに缶碑へ移ってきた｡そして､Bl在

の地でYi料公開が始ま･'たのは､今からわずか3BiIFllJ'

の1965咋のことである｡

-11､枚宮博物院の説JIJl文は､このriSJの推移を ｢当

時､小火政肘が印刻これらの宝物を台杓に移していな

ければ､故宮の文物は恐らくEI木耳乙による略奪や中)t-

の ｢文化大革命｣で徹底的に破壊されていたに速いあ

りません｡｣と記述している｡このように､故宮博物

院が忠讃させるのは､中国とEl本である｡

ラージ･ガ-トでマ-ートマ･ガ/i;-が茶托に付

されたのは､前述のとおり19481f7-､今から55年前のこ

とである｡力'ン17-はインド姐立の父であり､インド

の典雌である｡そして､インドを依民地としていたの

はイギリスであった｡ラージ･ガートには､半世紀前､

イ/ドがイギリスから睡立したという国家的出来叩を

穀徴する安東がある｡

Bl在偽iL宮陳列館となっているih物に､満州_r.皇･TWpL,Ij

thかi‡らしたのは､1932咋から1945年までで､今から5

8咋前である｡敷地内にある ｢勿忘 "九 一八【｣の石

剛 ま､El木の占領を非允しているものにはかならfiLい｡

さらに摘み込めば､故宮縛物院を除く3件は､全て

が外国との戦いに勝利した記念辞として位邑付けるこ

とができる｡その結-娘を相るまでに血を流すことがあっ

ても､瓜後に'fひた勝利はその回にとって誇り以外の何

物でもIiい｡放宮博物院については､現在はそのJ:班
も変わりつつあるとnFlくが､その存在こそ台碕政N-7が

中岡の歴史を引き継ぐiLlj亡のl殴肘である証拠と訴えて

いると解釈できる｡この｣三弧の珊3fiにも､やはり誇り

がある｡

また､どれもが半Lukf.dLR'Fiqの歴史的象徴であるこ

とが確認できた｡つまり､朋IEF_の国民と時IFil的に仕トけ

離れた追い過去のできJJtではないのである｡巾にはそ

のことが､自分の偲史の一部にfl'っている人さえ､ま

だ多放生存している｡たとえ&人が血接体攻していな

くても､周囲にいる人からその体験を生々しくu"くこ

とのできる過去である｡

時Fiil的に非常に身近にあること､そして､それを滞
るべき理由が､維にでもれ岬に月!解できるということ

が､多くの人が訪れる文化iB産の大き11-要紫であるこ

とがわかった｡

反対に､bに分放した文化j古庄を上の投与でみてみ

ると､これをri定する抵触とIJ.る｡ ミーソン池跡b五

lE切 ･将呈F塚 ･好太王etも､地元の人々にとっては追

い過去の歴史である｡朝を知っていたり､題で心I則れ
くことのできる先柾lがiBした文化通産でないbそして､

いかにその文化､歴史挑あるいは芸術牡が埋れていよ
うと､今の国民がamのように敬い折りを持つ対毅で

ないのもfJi実であろう｡ちなみに､31LiのtLtl舛iB酪 ま
a分軸に入れることができなかった｡

また､同じ戦いに関わることであっても､トゥール

スレン博物妃 .キリ/ダ･フィールドは内戦の文化iB

純である｡梼省も肋Bb自l司氏であり､対外的に僻jlJ

を歓喜するものではflLlことが､ベトナムや中国の載

'1,iB産と決定的に光なっている｡

42) El常と非日常の関わり

先の分類で､アンコールjb鉄郎をC頬とした｡アジ

アを代表する文化i丘産が､どうしてC切なのかという

想見もあろう｡これは先述のとおり､分頬の対象を文

化LB庶見学に訪れたF=司民に限っているからである｡

まず､海外からの見学-23を除き､つぎに､それぞれの

圭l~炎としてiB跡内にいる人も除外したC通称のガイド､

狗.替りの子とも､iB捗の佳子iIや口fLn=こ桝わる人々など

である｡そうすると､アンコール泊跡を18純に見学や



批光目的Iiど非日馬的活動でyJれているカ/ポジ7人

は､案外少lELいと考えたのである｡古拙ホイ7'ノのLJ)

頬結-Hも､これと同様の理由による｡

これに対して､JJl類上除外した(]箱的活動で文化出

座をyJれる人は､アンコールi&跡即が他を圧PJしてい

る｡さらに､直接iB跡をaJJれないものの､ア/コ-ル

追跡群の見学基地 ノェムリアップで､ホテルや良貨､

みやげ物足を営む人々を加えれば､アン⊃-ル追跡l拝

に槻わる人の数は隈大ならのとなるだろう｡7/コ-

ル追跡即の税北郷井は､力/ポジ7にとって大きな外

rf手並f!i手段であり､国家の主PA7-産非とfj:っている｡ま

た､忘れてはならtj:いのが､そこが文化迫鉦であるこ

ととは1鮮関係に､ここをy)れ､i盲らす人がいることで

ある｡例えば､堀で休浴する人や牛の放牧をする人､

j配られた神像に折りを掛 れこ来る人fiとである｡今回

榊介した文化iEl産の中で､E]国民のEIH,生活とL&も結

びついていたのは､アンコール過跡群であるO過去の

過酷であると同時に､現在の生活にも不可欠な存在と

なっている｡plJ:干犯なる'erl味となるかも知れないが､

瓜も活用されているのがアンコールi&跡群であると5.

えるかもしれない｡

このように文化i色度と人々とのr姻わりには､El,q.帆

と非Lj.q.的という二つの関わりがあることがわかる｡

このことは､文化通産の活用を考えるとき､非常,に砲

架であるにもかかわらず､見落とされがちになってい

る耶柄であるC

4 地域の文化i土産鮭東への提言

今まで見てきた7ノア文化退産の諸相を参考に､日

本の文化財 ･文化iB蕗の保存と活用に対し､以下にlL!

言を琵己してまとめとする｡

(I) 高庇綾折成良好l以打了の個性

ロiJj7に示した報告文は､社会の急激11グローバル化

巡行の駒で､地域の個性確保の諏塑性を折えているo

Lかし､地域の個性はどんどん失われているb特にそ

のことが大きくi珪行したのは､苗姓枝折成長期を櫨に

してである｡それ以後消滅しbL'Cける地域の個倒こそ､

新たに生まれた文化iBEEという概念の大部分とfJ.Jつて

もいいだろう｡まず､この個性を門発見することが肝

裂である｡

すでに､この時糊への往f引ま始まっているci.71EB-控

訴成Il<卿をテーマにした各欄の展示会が､あちこちで

r梢I推されており､どれも好評を博している｡一方､学

佼赦胃で椴組中の総合学i引こよる地域学TJでも､この

時用Jの内容掘り起こしが多くを占めているE,

言方腔#_折成長乃】以前の胴性は､いまだり)り離されて

いない近過去の文化迫産である｡アジアで見たように､

これに対する人々のr姻わり､rAlJL､には講:JL､ものがある｡

また机酌の検討を当てはめ､外国を他地域に､戦いで

の勝利を地域の作手如こ(とき燃えれば､人々が誇りとする

ことはI;;l速いはないOまた､それを遡れば､地域の個性

が純文 ･弥生の時代にまで到述することも可能である｡

例えば､桝丘抜 ･トラクターが帝人される以前､その他

でL出川されていた鍬や鋤といった木割出出の特性 ･変

速などは非瑞にLIE)解しやすいJIJt例である｡

大ZB2'&かもしれrELいが､迎yr;と続いてき/こ地域の文

化に､芯庶経折fJR長期以後の行為が終JL符をfTってし

まったのである｡しかし､今ならそれ以前の文化を知

り､体験した人も存在する｡F.右FE控訴蚊r<糊以F河の個

性は､今朝在､位も保存 ･活用しやすく､保存すべき

文化冶藤ではなかろうか｡

(2)現代的価値の付加

文化出産の個igのみでは､それを継承するための人々

のLliP解は糾にくいo学FLIJ的にその歴史性や芸術性など

の価値を歯軸しても､PL味ある人々やその方面に知識

を持った人々には受け入れられても､広く一般から多

くの支持を相ることは難い ､｡現在の生活にそれがど
うかr娼わるのか､どついう役割を娘たすのかをJ翌解し

てもらう必XF'があるCそれが､今の日常生活に必BLE互で

あること､あるいは7_f勤であることを訴えなければな

らない.つまり､文化通産を日馬生活の延長上に(立fEZ

付けることである｡

しかし､文化iH産が現代生活と虹結することは､そ

つあることではない｡このために､時には､文化通産

と現代的瓢塩の舶快哉とを多少軸BrをしてもFW迎づけ

ることも 必輩とlj:ろう｡さらに､文化退座の保存､清

川､そしてそれとはナ鉄線な日常生活的な横憶､この三

省に傑先rUl位をつける決断を迫られるかもしれない｡

PJえは､史跡公園整鵬で､追捕から推定される復元

などは-yJ行わず､説明坂程度にして､桜公儀や芝生

公Eal､森林公蘭にすることも､似合によっては必要で

はfilかろうか.平城'.gE跡を地元の人が利川するEl的は､

休杏が瓜も多いという調査章占架もある｡瞳弘すれば､

人々に-箭ニーズのあるEl濁利用の目的にかなう整備

をiliEめることも､一つの方法である.史跡といえども､

現代的ニーズに合わせて､多様Ij:叔鵬をする時期に釆
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ているよ うに恕 う｡土地の有効利lHに もなるし､史跡

への一般的J!担僻 も､この方が深 まる可能性があると考

える｡それは､まずその切所に足を運んで もらうこと

が雌解への那一姫であるか らだ｡新たな史跡整備につ

いて､文化庁史跡等並片の在 り方に関する禍丑研究会

搬告の r史跡等の保存 ･並賭 ･活Jtl享好漢の在 り方につ

いてJ I1-ども示 されているが､これを暗み台に して､

さらに措み山すことが我々には必要である｡
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等湖 ･ガリラヤ湖の遺跡保護と発掘調査

用日 改印●

GenerallnlroductlOnlotheExcavatlOnand

CulLura)PropertleSOftheLakeK)nneretRegionlnlsrael

YODA,Masaharu●

1 イスラエル考古学事†書

イスラエルの18回 ･址立のtf.秘からわかるように､

その民族の歴史と前史は､イスラエル国民のみならず

Lu邪 のユダヤ人にとって瓜火の関心叩の一つである｡

このため文化財の再売と保護は､中国やヨーローJバ話

周にも増して活発である｡

工'Ifを(11lLしてあるいは工'l†に先立ち緊急発掘頚頚

を<R施するのは､国の続開の一つ､イスラエル古物FJ

(AuthorlLyofAntlquLtleS)である｡ここでは地表下

50

cm以下の埋銭文化財には規制がかかり､これはイ+'リス扶治時代から受け継いだ法相



写暮1 エソ･ゲプiB跡から見たガリラヤ棚

図2 エ/･ゲ7'iB跡位私Lgl(小川】9891LTj図を一

部改変,破掛 まjB排の範囲)(2)紐解湘頚は

､テルアビブ大学モ/ユ･コ-ヴィ教授をft丑とするゲyユル ･プロノェクト

の一部として行われたのがきっかけである｡ EI本望て!F考古学究

相

;粥禿Efl(周長 金帆k._1天flll大学教授･大阪

冊立弥LL文化博物陀m'f良のち月本昭93立教大*'

教授)は､エ/･ゲケ退跡の､]三として鉄器時代都市iEl鳩の検

Hlをヒl指した湘fiを継S'Lして行 っている仰｡約】0名の考苗字 ･宗教史 ･Zljrt学VrをiFZ一

攻する大学数 白̀をLll心とするほIlrlと約20-30名の日本人LT
'生を主体とするボラ/ティ7に加えて､フィール ドアンス



図3 ローカス･/-トの一例iBはあるいはグlJ

ッドのセク/'ンなど､本来のiB鉢を捕成する部分

や胡JdE用の地区割Tfに盛づくらの全てを含めてローカ

スとして捉え､それぞれにローカス ･ナン.i-を目し､作男を迎め､iB物を耽り上げる｡

これを担当するのが氾柑係ある川 ま領般 flとでも

いう担当であり､｡-カス日誌や略図付き山上物用J

<スケットリストT.,に舶次.!Fき込みを行い､'

dP?_当に指示を山す｡こうした-迎の調

j!iJJ一法は､l了まく掘ることができ､iB跡の全

'谷をl了lく掴むことが可惟であると1992iTiに金F対【

ヨJliに教えられた｡写暮4 兄脱中のrT弘粋

影(4) 軽理例5時に宿舎を山果し､すぐに作男を鞘始する現地

での発掘作男は､乍Ir;沖 に書写(する｡

昼食 .午睡をはさんで午後Ll時ごろからiB物洗浄や

復元 ･実朝を行い､その後､険討会を全ELで行う｡土器洗いは

K僻さのブラシに似たプランで行われ､とにかく光や

石灰分を全て除去するようゴシゴノ洗う｡紀元前の上器とはいえ､Ej本とは児なり瓦質あるいは 陶野に

掛 ､ため､あるFkIIBIこうした作男に耐えられる上器ではある

が､プラノの毛部分で取れfj:い部分は背fTirの,tは(鞘J/)で擦り取るため,水もすり始りjLJが

丸くなってしまっていた｡検討会は

EB良によるそのEIの威光と今後の課掛 こついての解

説 ･絶対に始まり､フイ-ルドアシスタント(曳瑚桔4?パ)と

L'ジストレーター (記輔省) を中心とした/-ティング (

検討作文)に移る｡前日の出土品舌ロ-カス別に検討し､

松元L.V.(R)､実al･保存川 (+)､鹿央 (-)に分

ける｡敬理作玉城の脇には､マイ



写T6 イスラエルキ占E;)(エルサレ

ム)の整理空理威文化財センタ-そのものであり､裡元I

IJの と器や石器がゴロゴロしている｡およそ国の中火葛庁FFl

には見えない｡rj本的fiBl悦でのSU=･発掘詞正
も近時増えているが､/-itltLlあるいは(司'架にとって

必柴Ii動鰍 こより､同が人乍や研'jY..所に桁示して実施する先胆も多い｡

巧t!｢学の分Ifは先史乍､兜懲J,7JJ竿､古典j5

lIT竿に火刑され､それぞれのL/1野は互いに矧娘心に

近い状況である｡また､人′芦のlIJ心的fi存在であるへ7

'ライ大学とテル7ビプ人乍もそれぞれ巧古学の学風に特色があり､

坐;!Fの乱!'Akを辿るのがlr7JlBのようであるOまた､

互いに外r司とil.ぴついて朋孜 ･研究を進めているようで､

例えば､1992咋ユ●叩与はヘブライ大学のベント

ール教授はスペイン系､テルアビブ大学のケン ビンスキー教授は にに ド

イツ系､コ-ヴィ教授は日本､アメリカ､7ィ/ランドとの事rL

,び付きが観いといわれていた｡粥爪はボランテ ィアをJJ

fF■■l雑誌などで張Tって行い､ほとんどの域fiは

参JM生を仏わliけれはならない｡Lllには､大学の

中位ig淀を受けられるものもある.ある碓誌には10件

以上のボ ラ/ティ71#躯の記7liが一粒とrA'って峨って

いた｡こうしてrA'施された発将複の多くのiB跡は埋

め戻すこと(ごく､i;しろ錐分的にあるいは全面的

にiaはを輔車したり復元したりして活刷されている｡ガリラヤ

糊rFのカベナウムのiF而JUEJ形を呈する4世紀の教会

跡などは､それを苧環する教会がiB排を保護するため､形

態的には-J亨に浮いた組物となっていた｡一方では､エルサレムのIEl巾街ヤッ77･門入り口付近のiB設工群

別切では､iB跡発見と允掘刃Jaによって､工!JEは予定

より選れているといわれていた｡ 4 発掘方法と

文化財の活用FI本の允脱胡虎JJ一法とイスラエ

ルのそれはかなり難Isるという:AをLE"いていたが､

本質的には変わりはない｡もちろんE1,本の行枚が行っているいわゆる緊'

L'発掘凋虎と称するr梢允にLY



的解釈b遡tT｡

そうした滋味で､EI本 とイスラエルあるいはテルの

鞘L減 のFAi方を経験することは､私たちにとって発掘

調香技術のra止 につIJが ると考え られるo

El本の 1/1という狭いLB上 とはえ､止跡の保存 ･活

Fflのための発掘淵煮やの攻棚をい くつか見た｡Egの成

立榊,711-り､盟預や(3仲との関連を抜 きに しては考え

られ11いが､国の明確fi方針があ り､一括 して国が管

理 しているならではの ことである｡国立公filとして位

置付け､捷- したマークと説明坂､多 くの場合､ゲス

トは有料なが ら公捜 ガイ ドは無料｡ ガイ ドの飲み針 ､
も無料 と言 う散鑑ぶ りは､文化財と しての活用以上の

者図があるが､本来､文化財とはそれほどの告源を有

す るものである｡

ti

M 4:文は､川tiI政lkrイスラエJL,考古畔I¶2)一兎瀕Zq正とtZ
iE文化財行政-｣r冶tt文化財だ上り｣No 178､1992年を
もとにLlAhlら､その後の1996年､2001年のZrR成瀬を粍ま
えて-柾､嫌を改めたt)のである.

(2) イスラエル号音乍の先iI史とテル･ゼロールiL跡の発掘粥

だ成鮎からエ/･ゲケiB珠粥正に至る控牡やrE要に関しての
El本譜文軒の代Hとして､小川菜kLrイスラエル神 学研究J
1989咋がblTられる.
(31 エ/･ゲケil捗Zq虎のEIJ成卿 ま､下Zeで抑介さLtている.
金槻怒 ｢旧約児桝 引tのエ/･ゲヴ並鉢｣r文明発祥の地か
らの/,七一/'､/ソポタミ丁からナイルまでJ(苅1回大
学と11乍公棚シンポジウム仙輯拳n会規)､1990年
金DW._,｢ェ/･ゲヴiA排の発掘的riJr古代文化｣14~2､
1992咋
小川英雌rJ取軒 号.Ir乍光輔弼懲悦の捕Jhrこついて｣rユy十.
イスラエルOf兄い 3.1992咋
牧野久,A ｢へL'ユズムI.M のエ/･ゲケとそのF/J辺一人々の

盲でみと湖-｣r史?.L6511I2 1995咋
牧If久火 ｢ベルy十叩代のエ/･すす｣T火字166~2･
L997iF
小川英雌 ｢エ/･ゲゲ山上の列肘 は itj2L軌 こついて｣Tオ
リエンり 41-】､】998咋
zzLtJ稚稚いEl野･hI｢イスラエル エソ ゲケir抄りr考古ATL4
研究｣45-3､】998咋
lLln妃荊 ｢イスラエル エ/･ゲヴiB鉢の発洞卸EiJT世外
の号占守J200 呼
誕uJ稚耶 ｢イスラエル越エソ･yヴiL捗列ttit頒物の股fAJ
ri聖アジア々占乍仝j2､2(巾lifL-
牧野久･JS｢ベルノ+I8代からM期-レニズム時代のキンネレヮ
ト淵地域における交弟fBJ.Jr西7ジTt,古学全.[2､2OOl
咋
14) イスラエルキ占守のFt安と先掘斗tiJi法等の紹介は.小川
美妓 r繋凸の歴史を始る-,<レスナナ々古学入F'ru t980年が
詳い 1.壬1:.ユケ丁.I･ポんトガIJ才･牧野久<R 訳 rイ
スラエルのjA捗.I(-ThePhenomenonorTellTheForTTt
｡rTeLLSILJ･-)､埋iL文化財大塊叔JHiEd研究会yリーズI.
1989年btlりやすい｡
その他､牧升久-R rイスラエル 号古学やthJT月和文化
朗鬼瀬山上MW9Mr,し 点れ6外々古宇tPM-1134､199Jl､
栗城久刈rイスラエJbキ占守との出会い｣r西 丁リア考古刊
2､2t氾tff-1+どがある●
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稚6E湖柑物館研究羽立報告 邦22-I:i 91､95ベ-ジ 200JliF3JJ

ベ トナムの地域博物館

用田 改Pt●

LocalMuseums】nVlelnam

YOD̂.MasahくlrU'

1 海外蛸 足
ベトナム7MIT

ベトナム (ベトナム社会1歳)も軸Eq､以下､ベトナ 〉

ムという｡)は､イ/ドンナ半心の碇榊､繭 /ナ海に
fTirしてL常北に長いこの国で､E3,6と伺L:くらいの国土

を持つ｡そしてこのLlの歴史は､北ではする中国文化

の彬書を少なからず受けてきた｡

特にベトナム中部のホイ7/は､かつて娘南アジアJ1g

域における祐 t交通の碓他で､16-I7世事己にかけては

マニラやタイの7ユタヤとqLAんでFl本人町b形放されて

いた｡今もそのPTirE･は､中l司あるいは日本の伝統的な

それをLil.わせ､細い粍地に且Lrさの崇が続いている｡

またその後､グェ/ (玩)二r:朝は､邦をベ トナム中

部の7工においたが､モ7才の申心太jl]殿は､中国の紫

邪 R々をまねたといわれ､そのI月並も撤城そのものであっ

た｡Bl在のベトナムでは54の民族が知られているが､
その I刺激は淡族でもある｡

このように#F葡7ジア諸岡の巾では､瓜も中屋】の載乏書

下にあった周がペトナLである｡ベトナムとFj本は､旺

史的にrll周の影書を受けてきた同じITジ7のLgであると

いう典適の配点から､今回､収々の羽Bl対象とした.

余談になるが､ベトナムではフランス植民地時代に

a.来L三吉だを7 ル7 7ベ.>ト&記して ｢クオックゴー

(l剛だ)｣に変えて以降､淡字はl変われていない｡ベ ト
ナム.7.iで ｢'Jクス｣は ｢歴史｣､rカムオン｣は ｢あり
がとう｣を任味するが､添字で'.!Fけば｢感.臥Jとなる｡
また､博物館は ｢パオタン｣と発27-し､淡字では ｢宝

威｣と.!Fく｡

こうし/こことを汗iさtに今､伝統的な博物qF'Eも新しく

閃

図 1 ベトナムはZl図

変わろつとしている｡そうしたいくつかを紹介してい

くことにする｡

2 博物Jf

l‖ 7エ宮殿兵術博物館

ベトナムlLJ部のフ工は､ベトナム以後の王朝である

グェノ (玩)朝 (1802-1945)の都が田かれ､落ちつ

いた?相tl兄のある町である｡7*/川下流域のこの町

は､その水を引いた滋によって幽まれf=lf:lfFJiEiと新市

≡:…波田LR立髭tf湖悼物か-i LLlkeBIWaMuseum

壬と博研GZ2004No22



Eg2 ベトナム

(IJ部ホイアン周辺街に



写暮3 ナ十ン′<王Jjil
ミー/ンiB排書を受けており､600mzはどの展

示室で彫刻の変遷を見ることによって､中郡ペトナLの

監史がわかるといっても過言ではlJい｡人糊剛ま2ガ ドン(約20

0円)で､ここも刷7I紬､らrAl旅している｡タイルの

鎌､iQ色に塗られたコンクリ-ト造りのil!物は開放的であるが､逆

に風雨の影書を虹技受けてしまう｡el料も!T把や天

井に瓜は埋め込まれたものが多く､庭にも多くのe

F料が蟻示されている｡砂岩割だけにrf料の傑作という

昏Ikでは較rL"が妓るが､展示効光は抜群である｡ち

なみに展示サインは､Ff科名がベトナム31号､仏dt,,至､jX:Lさだで3己され､111土iB称名

と時代がLLr紀で示されている｡また､JBZ示¥は

9つに分かれ､それぞれ ミーソ/､チi

･キ>ウ､ビンディノといったj丘称名に代衣される様式

別とfiっており､チ十ンバ彫刻のすべての帥式が納介

されている.また71ト･+'十ラリーも設けられている｡

申Lifでは､於料准17DJを数人のスタノフが行って

いた｡破片を 1点ずつult色のべ/キでfE記 し ､重

さと寸法を測っているさまはEj本と同軸であったが､注

配された字はEI本のそれより -̂きめであった｡

このチ十/-'王ljiIのn

料は､1994咋から95年にかけて rチ十ン,<

王国の血跡と文化JというEl本での巡回展で紹介されたことがある

｡この時に作られたミー/ンiB捗の協動が展示され､EI

本浩の図録1もこの博物館で蔽うモされていた｡我々が訪

れた鴫､ハ/イ投合大学で侍物松草を学ぶという学Lr=が1

00人ほど兄JfY:に来ていた｡博物館学というものがベトナ

ムにあり､しかbそれを学ぶものが-つの人■芦で10

0人もいるということは､将来のベ トナムの既史研究と文化

Drの保存､あるいは博物掛 ことって輔bLさを感L:させてくれた｡ (SI 巾-チミ/IFJB.!火博物的

この紬物掛 ま､以前､プラン/十/L,ド･デ ･ラ･



映りのように言われることもあるが､Lj本や他のアリア

では総じてこつした学術n料や兵術.兄に手を触れfJ.い

というli臆あるいはin閏が浸透していないCこのことは

ヨーロソJ<の-ll名fi博物館をいくつかIAているとよくわ

かる｡手を触れているのはたいていEl本をはじめとする

耳i汁人で､往E(するのは欧米人であるbTr71は､現‡1-

のl]本の博物鰍 こおいて､出gLなft料は当然のように

ケース越しに枇黙せざるをえないと､今だに考えている｡

(4IWliのゾルクE=一ド博物hrfとホイr//歴史博物魚Li

ホイ7ンはブナ/の痢約30km､ トウボン川河口近

くの三l醐1に築かれた町で､チャンバ]三国時代以来､
周際fY易郁丁ドとして繁栄したE,)7LIl紀には日本人Plが

形成され､一説には300人とも1000人以上ともいわれ

るFI本人がL]:んでいた｡後､iIql虎の移tEによって朝-lf

のWT非みができあがったためか､約450軒の亦瓦木造

ii!,饗群からなるこの古い町ilt･は､Jll国向田Lの色合いが

iたい℡｡たf=-､瓜近のl]本人によるEl本人Plを探るた

めのホイアン･チi･ンフ一通りでの発掘のkI.RL､18世

紀より前の冶物は出土せず､そこには17世紀のRrrはな

かったともいわれている｡

写]t5 軸のノルク13-ド博物bl-iこの古いBrT止別本が-俳の博物館であり､点召三する

歴史的Lu造物L汀や梅のノルクロード博物館

(fTgJ陶磁博物FF-I)､ホイアン児史特物鯨11と

の入城弟は､叫に4個所あるチケノトセンターで粥入するb

チケ ′トは4枚桜りにfELっており､料金は5万 ド/

(約500rIJ)である｡梅のソルクロード悼

物的は､1995昨9月に開館したもので､ベラノダ

付きの2階は木造姓物を利用している.I.q辺の沈没船

から引き上げられた陶磁松を中心に約100点が展示され､古伊万型やベJL,/十の土器

を見ることができる｡一之削こよると､近くの腿､クーラオ チャム沖合だけで沈没船のiB物は

2Llガ,L筑lこもなり､大半がL5-L7世iL

Lのベトナム陶磁という｡写実6 ホイ7/のElr

また､ホイア/歴史博物針目ま､チャンバ=国のP

.i代からベトナム峨-I(+中部攻馳織の拠点であったホイ

7/のMTの歴史が紹介されている小さな博物館である｡こ

れらの婦物針子は､ともに朝7時から開附しており､町全

体を持物鋲了の一部として利用している｡ただ､この町の大

部分をf軌戎する人並il!英をむしばむ高温多湿のliも帳やンロアリの.!t､屯所による劣化なども戯近､岡

城化しているとJ川いた｡3 博物館

の欲求と要求見せたいという欲求と見たいという盟求

が缶致してこそ､

博物館として本来成り立つが､ベ トナムの悼物軒はどれもそう

した欲求と%'･Jp-が感 Lrられる｡;.い換える

fiらば､あるペくしてそこに博物館がある｡もちろん玲

料の併存のための殺ポ1lfや胞L投といった点では､まだまだであるが､それもル-プルIR術R-.'や大突博物

館がL自二射Fl光がどんどん入っている展示室を鵬えるなど日Iibできたものでflいことは確かである｡こう



t圭

川 東按 丑 ･眺水宅LIl鞘 rチf/バ王l労のLL排と文LU 肘EEl
法人トヨタLuDl 1991年
(21葡池AE-｢=-イ丁ン′RJB.rTのZq点と対物蛇iC設｣r月flJ文
化財莞頻出J-川≠J1954,i 1998q三に､ホイTノのtl物群の
振作とFl物析iB臥 F3本rTの莞Ji!の現状がまとめられている.
友ul昨卓 rベトナムの艮音大丘と保TftF維｣r世非の文化
j上丘をZfるJ(耶ISttjlr人乍と日学｣公開 /ンポジウム拙技
壬11金指)ケバブt72001年:
菊池3(- ｢ベトナム ホイ7/E]本q鉢｣r*J雨7ノ7号
古学Jt荊AJ(荊l姻 r人草とII予｣公開シンポジウム観焦
季n仝Si)ク′ヾブ.3 2W2年
131.6文は.1998年の1葡≠JLtEt｢ベトナムのfg物片｣r人間文
化｣8FI 2tKDq:をbとにLfLがら､翌1999年に再び妨ねた
成果を含めて､一斗､書き改めT=ものである｡
ナfン.<j:Ljaの4拝EtをほL:めとするベトナム考古学に朗
するbので､E]JL三芳でytかれた人fLやすいlIL文がには下
とのものがある｡
ナナ/･+イ ･7才ンー貌技 丘r+◆/.ヾ通称 海に向
かって立つJ連合rLI取 1997年
女枝 8｢ナ+/バが危ない-ベトナム点析文化財tV川J
rt'もしろ丁ジ丁考古1-JI連合出bl 1997年
前M栄治他 ryrNT l}Tのr古学j(r世界の考古学J8)
伺成,i 1998tF-･
山形井Jt子 ｢2-3世紀のl頁'jE快付目こついて-ベトナムLI1
雅一JT点析海外考古学WIm T三ノア官j(r月flJ文化朋党
J5i出土川≠J棉flJtf) 1997g=･
亜技 丘 rペトナL･7エ王fの伽作仕組｣rtg粋の文化
iL産をZlるJ(那15恒】｢);# とけ乍J公槻 ノ/ポジウL･租姓
苓n仝iZ)クパブ｡ 200lir-:
山形PtJy子 ｢t相から王Lgへ-ベトナムlrl私､ナ◆/JEの
¥生-｣r射1朋丁ジ7号古'7赦前根｣(那15回 ｢大学と科学｣
公1粥yンポジウム削魚垂u企q)タ,{プロ 2002年

擢縛研和 200LINo22
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イスラエル事情と博物館

用田 改稚◆

GeneraHntroductlonLotheMuseumSltualIOnlnlsrae)

YOD̂ ,M(lsah之Lru◆

1 博物館の事†書

(‖ ｢組物館の国｣イスラエル
fE世糊博物館の ｢人と淫位湖の歴史｣展示室では､

湖促通排､湖上交通､湖や水の祭､漁労､治水 ･利水

を戯示nji目の大きfiL住として桝蚊しており､a:くLu邦

に日を向けた展示や活動を行っている｡ また､｢世界

の湖と人びとのくらし｣展示コーナーでは､世非の鞠

を紹介して重き笹紺を見つめ直すことも意図している｡

ここでは､｢博物館の国｣とbいわれるイスラエル

の展示手法を学び､現在のイスラエル77i伯と大きくか

かわる博物師の梯子をかいま見ることにする｡

(2) イスラエル梓物鮒

｢博物附のLig｣ともいわれるイスラエル瓜人の博物

町tが､エJL,サレムにあるイスラエル博物館である｡ut

国以前からあったペツアL/ルht族兵術階を引き継ぎ､

1965雉に国立博物師としてオープンした.大きく5つ

のテーマ鯉物からなり､それぞれ兄なった意匠とは滋

をとっており､それぞれの特色を出している｡また､

各館 (ウ･(/グ)の展示方7L･も捕々であった｡

ゲートを入ってすぐにミ>-プアム･ソヨ･/プがあ

りー各妃にもショップが書わ･'ている｡死海写本軌 ま､

死海を望むグムランiB鉢の写,#だけを展示する組物で､

rl料の光による劣化を防ぐため内部はかなり研いが､

ケースごとにボタンを押せば 1分r.;Jだけ暇明がつく工

夫が11されていたol司宝粒で､見ただけでよくわから

flいものを如何に昏昧ありJrに見せるかという店味で

は参JJになる｡

)世相 ･考古学鮒は⊂lJtLr卜乍llほ での歴史について屈

rコ :コ･ ' l芦 -

Egl イスラエルTS物税の｢お急ぎの人｣F･1さの
'B内-/フレ,ト

∩

-

T

u

l一

1

,

､
細

工

図2 イスラエルrg物即f見般垣1
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示しており､大きIiM約はありながらも展示ケースは

フリー動線的庶出であった｡ただ､ケースごとに番号

が付けられており､時代を細かにiBえることは便利で
ある｡今でも随時､TL料の入れ伴えを行っているよう

で､新たrL先見町村もいくつか見られた｡

ルート･ユ-ス･ウイング (子供蛇)はいくつかの

コーナ-からなり､続､リサイクリング･ルーム､工

作コーナー､本のコーナー､ミニナユ7ルーム､快里

の肘り台とか1=つむりの トンネル､玩fiの野菜を他に

払えるコーナーなどがあり､ Eとして幼児を対象とし

たものである｡ リサイクリング･ルームは120mtほど

の広さの部屋で､'#虹から持 ち 寄った箱や牛乳Jl'7ク

などで11.作をしていた｡

その他の特別展示として､1930iF代のイスラエルお

よびベト･シ十ノの展示があったが､蕪5m､防1m

の垂れ群を杓Irn間隔で遊べて L蚊のペト･シ十/全

景iY?JJ'iに見せる下紙は､簡拐TJ.-bのでありながら迫力

があった｡lコJb:ではめったに見fiい展示である｡

パネル脱FJlは､共.ltiとヘブライ,Lliである｡和椅子用

の斜路などはriく､全ての階段にリフトと係flがいる｡

多くの戦掛 こよる身附占への対苅が行き后;いているよ

うにIil.う｡

蛇ごとにあるいはコーナーごとに､床の色､天井の

fL'.liさ､l簿の処1El)､屈示7一法Iiど様々であり､色々な方

法を決 しているかのような感じであるが､広い展示面

印でありながら飽きはこなかった｡

イスラエル博物巾̀!のほか､エルサレムのr呼物elての催

しやイペ/トは､週末のエルサレム･ポスト紙に相戦

され､またtu光JtTのJlM,<ノフレyト等にも柑介され

るなど､博物鮒の広報7.T,動が活兜である｡

(3) ヤド･J<ノIi

第二次Ltr非大紛 い､ナチス･ドイyによりF.9殺され

た600万人のユダヤ人の!己憶を継承するためのメモリ

アル博物蛇である｡もう今年で50周年を迎えるという｡
Ltr非にはこうした持物相が3つある｡ワノント/のス

ミソニ7:/にある国立ホロコ-スト記念博物館､ベル

rJ/.ユyヤ陣物件､それに､このヤド･J</ェムで

ある.

組物iE面には高さ30mの円ttが立っており､｢zkor

(忘れるfL)｣とヘブライ語で刻まれている｡

ホロ･コーストに関する公文JT､フィルム､害己食品､

18品を中心に展示するが､大Rに並べるのではなく､

実物は少なくして､それを中心に碗出する方法が主体

写X1 1kのCEdb'所のr;ilを幼kL的に展示 (ヤT:J{シ

.Lム)写大2 150万人の-f肋がbt･んだI

という峻示 (ヤドパソェム)である｡一つの邦掛 こ､殺さ

れた人の故が記された任が幾つかJI;ぷだけであったり､佼空をイ

メージした天井以外は王'1っ肺で､gtlんだ子供の名駒を

次々にS'lみ上げていくだけのW物もある｡17名な ｢詑t

缶のホール｣では､ガス胃のiilbJを水越に象徴す

るi!i白い火と強制収容所の名前をlよるだけであっ

たが､折えるものがあった｡広い挺闇には､ヨーロ

yJlのユダヤ人をナチからかくまった ｢光邦の茂人｣の名を

記念した地組があり､')ト7エア印郡代PJiとして､多くのユダヤ人の

命を救ったとされる杉原千畝を湖

杉する坤とその記念樹を見ることができた｡tLll

ロックフェラー博物館イflJス委任扶治孜的によ

り】938年にiB放されたものであり､元はヨルダンの

背理にあったものである｡イスラエルにおける位も蛮要r

Al博物館といわれていたが､地下室がないため

､載旭を逝けるペく頚要/ifi科はイスラエル縛物

館に移管されてしまっている｡ここは聖跡考古学樽物蛤と



写X3 ロyク

7J.ラー細物師ものである｡イスラエルで見た

f･.V物即のLllで､唯一.ll恥qJrJ..博物

館で､giJ;亨E司且持物軒のように､展示T1枚より松村

のdi位で見せるというものであった｡逆にいえば､玄人受けする博物蛇であっ[=｡ここでは7

ir;の入学時代､考古学外.!F賦謡の教科.!F1.rlL絵でみ

たェリコiB跡.LLi土の､lコにnをはめ込んだ人JtTをIJ.ることができ

た｡151 -7レy･イスラエル博物軒テルアビブにあるl

司立件物虎で､ユyヤ教のri'tl｢)に唯一捌蛇していた博物

館である｡イスラエル博物館とFi)は､テーマ別に､石

器lキIW ､鞘軒､ガラス軒､LE統軒､ユダヤ輔等､tl

の,<ビ1)オ/に分かれて展示erfがiJ5ら､

h主外にもオリーブしぼりやL引行rE料としてのInilLなどが臓

′LJtされている｡+)器時代をテーマとしたitT

物では､入り口で説HJl.!fを借り､出る時に返すとい

うノステムを収っている｡人にiGわれた此fALどは

捻､矢や打=まrR物を壁面 に展示したものがあり､El本

でもこうした方法は読行している｡i色物はH々に淡lJJlを加えず

､I-･元で-1点して説明写暮4 jdよにふれる舵 写暮



写暮7 CtFf処LZEILいの^冶肘 (イケアル･7°/･セ

ノター)7ル ･アロンを記念する博物軒で､｢ガリラヤ地方の人1iilJをテーマに､恐､lFの時代からBl代までのガリラ
ヤ糊JIJ辺のJj三活をグラフィックとジ*ラマで紹介して

いる｡

ここの保護水軌こは
､
Ⅰ986年l JJの雨不足で湖の水

ク
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瓜郷舟
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はが3-4m
Fがった時に湖中から充Llされた た元前

操の木造船か保管されている｡
耗Iは】996年当時は保ft

処作中であり
､
見られるのは2iF_
後である とのことで

あった｡
この船に関するり糾ま恥.
冊Fのはかスライドフイ

ルム､
ヒデオテー7としてLBE･,'L.･
されており
､
Rpl=t古へ

のlFILを凶っている｡〝リラヤ糊JLl辺のみISらずイス
ラエルの'd地で一人のElJt.1
人にも出会わなかったにも

かかわらず
,
ビデオにLl本15版があり曳いた.

mェ/ゲプ軌 労博物n-f･

エソゲプ拭(行博物館′ト舶I乃な博物鮒であるが､非
糾̀ こユニ-クで､軌亡､fiTl11り展示かみも

のの樽物如,tである｡uリラヤ湖Au;王のキブノ･エソゲブは

､良男やiEねこ熊以外にt)観光レストランやtu光もIのj運航fjど多様Ii活

動を行っており､これら枠物

蛇もキプyによる活動の一

部である｡ キリスト
の伝浦の叩台となっLJガリラヤ湖で使われていLJもので､新約期中糊代の5子を伝える放生畠として四校的LJ注目を的めている｡この内接一九<六年'ガリラヤ柳の連辺で掬恥に発見されLf良さ九･二㍍､glI二二㍍の末適だが'宅

巧化が搬しく'九年もの間'
火tに満たされ左保存噂に
従けちれていたJC
一緒に埋まっていL
J



写JtB 裡元展示されたJk造船 (ェン.ゲ1)

地元の歴史学-古メンデル･ヌン

氏が中心になって迷宮し､その奥さんであるゲ/7さんが

掃除を担当する｡全ての展示は下作りで､愛捕あふれる
展示であることが見て取れる｡ガリラヤ湖1.1辺の歴史

を扱う漁労博物RYとキプッの歴史を扱う民俗樽物蛇に分

かれている｡いくつ

かの研究羽立報告苔も英三吉とヘブライ語で出版 しているI

+'ど､特二托してb-くべき侍物館である｡2 博物戊の

在り方と展示手法fIti湖博物脈は､加悦的に

はイスラエルのLg立博物h-‖こ榊当する｡fE世瑚博物舵では

6,000m'もの展示両班を持つが､いかに米郎朝を

飽きさせないで見学 してbらい､展示のみならず博物RTの折活動に

参加し､ひいてはリピーターとなってもらえるかが瓢越の一つで

ある｡そうした意味で､ウィングに

分かれ､各氏■Iが相当な特色を

出すように努めている様子は一つのと/トに11る｡広い敷地が必班条件
になるが､一つの地物の小でもコーナーごとに独立感を出し､特徴をflFlLLIJ.

チことは可frEであろう｡-1J-では､まとまりも必丑だが､木棺の似合はテーマが一つ

である｡従って､自然史､歴史と民俗
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